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「おまえを逮捕する」一 ''ぶよ類憐れみの 
令〃を発したぶよぶよ大司教によって、アル 
ルは突然捕らえられてしまった/さすがの 
サタンも驚いてすぐさま救出に向かラが、ル 
シファーのほうはなぜか姿を消してしまうの 
だった。一方アルルは、大司教に呪いをかけ 
られて飛べない鳥になってしまったキヤメロ 
ットの城主 • アーサーたちを連れてなんとか 
牢から脱出するが、手ごわい刺客が次々と放 
たれる……面白すぎる大逃避行が始まるガ 


角川スニーカー文庫 

山本剛作品集 

魔導物語 

ぶよぶよ大魔王の降臨っ！ 

魔導物語2 

ぶよぶよ大明神の復活っ！ 

魔導物語3 

ぶよぶよ大司教の陰謀っ！ 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































「お珍しいですね、あなたがいらっしゃるなんて……」 
出し抜けに、声が空間じゅうに響き渡った。 

涼やか、という形容がぴったりあう、 

それでいて神々しい威厳を持った女性の声だ。 








漆黒の刀身から発するノ \°2—が、 
いきなりルルーの精神に襲いかかっだ。 
それは、怒りや憎しみいっだ、 

邪悪な波動だった。 





魔導物語 3 

ぶよぶよ大司教の陰謀つ! 
山本剛 
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アルルと魔導ワールドの仲間たち 



カー/乂ンクノレ 

以前はサタンのペット 
だったが、なぜかアル 
ルについてきてしまった 
おかしな生き物。女の 
コと食べ物が大好き 
で、踊りがじょうず。 


アルル 

一人前の魔導師になる 
ためにルシファーのもと 
で修行中。ぶよぷよ大 
司教の陰謀により無実 
の罪で捕えられてしまう 
……ピンチ！ 




















ルルー 

魔界の王•サタンのお 
嫁さんになるために、サ 
タンに仕えているお嬢 
サマ。そのためアルルを 
ライバル視している。. 
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ブ DD1 グ 

嵐の予感/王、 J 1 騎士団现る/ 

……ええつ/ボク罪人^のぉ? 

あ〜、いいお天気だねぇ。 

初夏の、うららかで サッ パリした午後の日差しが、庭に植えられた木々や周りに広がる草原 
にふりそそいで、 キラキラと 輝いている。真っ青な快晴の空を、小鳥たちがオニ ゴッコ するみ 
たいに横切っていったりなんかして。それから、草原とお庭との境界線がわりの、ひと目で手 
入れが行き届いてるってわかる生け垣のバラたちも、これ以上ないってくらい鮮やかな紅い色 
をしてる。 

ボク-アルル•ナジャは、この季節が大好き。いろんな色のパステルで描いたょうな、ほ 

んわかした春の風景が、だんだん、若葉の緑が多くなっていってシャープな感じになっていく。 
その中間の、「ああ、もうすぐ夏なんだなぁ」っていう微妙なところがいいんだょね。気温も 
暑くもなく、寒くもなくって丁度いいし。 






そんな風景を、ボタは両手で頰杖をついて、じっと —— というよりはぽぉ〜っと、草原の真 
ん中に ポッン と建った家の2階にあるボタの部屋の窓から見下ろしていた。 

家、 といっても 正確には ボタの じゃない。 ボタの お師匠の、 ルシフ ァ ー 先生のものな の だ。 

ずぅっと前、魔導学校にいたころ、ルシファー先生はボタの担任だった。それの縁がもとで、 
ポクは学校を卒業したいまも先生のおうちに往み込んで、魔法を教えてもらっちゃってるって 
ヮヶ。早いハナシが、押し掛け弟子ってヤッ。 

ポクの夢は、一流の魔導師になること。魔導幼稚園にも通ってたし、小さい頃から魔法の勉 
強してきた。だけど、魔導学校を卒業しました、 ハィ！ あなたは今日から一流の魔導師です、 
ってい うヮヶ じゃあない 。もっともっと 勉強しなきゃ ダメ 。だから、 ボタと 同じような夢を 持 
ってる魔導学校の卒業生は、たいてい、一流とか、どこそこの賢者とかって呼ばれてるヒトの 
ところに弟子入りするのだ。 

そんななかで、 ボタが 選んだお師匠サ マが、ルシファー 先生って ヮヶ。 

実を いうと、 魔導師の世界には、 ルシファ I 先生より有名な ヒトはいくらでもい る。 それで 
どうしてルシファ ー 先生を選んだ かというと、なんとなくそうなっちゃったっていうのもある 
んだけど、ボタが 思い描いて いる一流の魔導師の姿に ピッタリー 致するから。 

魔法のゥデは超一流でも、ほかのコトはからきしダメ、っていう魔導師にはボタはなりたく 
ない。世の中にはそういうヒトはいっぱいいるヶド、やっぱり、いろんなコトもできて、その 
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うえで魔法のゥデ もよ くなくっちゃ。 

そのてん、ルシファ I 先生はスゴイ。魔法の使い方をちゃあんと心得てるし、世の中の常識 
とか、学問とかが頭の中に詰まってるし、お料理も、勉強の教え方もゥマイ。ときどき、イタ 
ズラやちよっ としたボヵを やったり するけど、そのへんは愛敬愛敬。 パーフヱクト すぎるって 
いうのもナンだしね。 

あと、なんといってもイイのは人柄。ぜぇ〜ったいに怒らないし、先生と一緒にい ると 心地 
好くって、なんか優しい気持ちになってくる。いつもはマントのフードで顔の上半分を隠して 
るけど、素顔はとっても ヵッコ イイし。 

ボタも、そんなふうになれるといいなぁ。魔法のゥデも超一流で、ほかのコトもなんでもで 
きて、器量もよくって、みんなから慕われるような魔導師に……。 

その、ポクが憧れているルシファー先生は、いまはお家にはいない。魔導学校に行っている 
のだ。そういえば今日は、先生方の会議があるので帰りが遅くなるっていってたなぁ。夕ごは 
んはどうするのかなぁ . 。 

などと、ルシファー先生にいいつけられた課題そっちのけで、ゴハンの心配をする悪いボタ 
であった。頰杖をついたポクの时の下には、呪文の書き取りが遅々として進んでないノートが 
広げてある。 

同じ呪文を何回も書き取りして、眼と指先に叩きこめば、いついかなるときでも呪文を間違 
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えないで唱えることができるようになる。それが、一流の魔導師としての第一歩だっていうの 
はわかってるんだ ヶド ……。やっぱ、こんなラッキョの皮むきみたいな単調な作業は、監視す 
るヒトの眼がなかったら、ちょっと手を抜きたくなるのが人情ってもの。 

お外もいい天気だしねぇ。こんな日に、ルシファ I 先生と庭のテラスでお茶したり、どっか 
にピクニックにでも行ったりしたら、楽しいだろうなぁ……〇 

「ぐ〜う、ぐ〜う . 」 

ボクの友達^-人間じゃないヶド、ペットというヮヶでもないから友達-の力 I バンクル 

なんか、机のうえの、ィチバン日当たりのいいところで居眠りしちゃってるし . 。 

黄色いおまんじゅうみたいな身体にくっついた、ちっちゃな眼をつぶって、逆に口は大きく 
開けちゃって。ゥサギみたいな耳や、ポクの指先くらいしかない手足なんか、だらぁ〜んとだ 
らしくなく投げ出してる。 

| う、^^う . 」 

ぷ〜ぅ、ぷ〜ぅ . 。 

ヵー バンク ルの寝息にあわせて、ハナ —— だと思う、眼と口のあいだ I の チョゥチンが、 
おっきくなったりちっちゃくなったり……。 

「ふわ〜ぁ . 」 
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それを見てたら、なんだか眠くなつてきちゃつて、思わずあくびが出た。 ポク もお昼寝しち 
ゃおうかなぁ……。ルシファー先生だつたら優しいから、呪文の書き取りが終わつてなくても 
『明日に続きをやればいい』とかつて許して くれる よ…… 。 

r ン. . 」 

などと ョカラヌ ことを考えながら、ボタは羽根ベンを置いてのびをした。その瞬間、ふとあ 
ることが頭をよぎる。 

「そういえば ここんとこ、サタン出てこないなぁ」 

"魔界の貴公子〃サタン—。 

ボタを妃にして魔界に連れて行こうとしてる、シツッ コィ 男のヒト。 

なんで突然、彼のコトを思い出したかつていうと、実は、カーバンクルはもともとサタンの 
ペットだつたから。魔導学校に入るずぅ〜つと前、とある迷宮でサタンを"ばたんきゅ〜"さ 
せてから、なんでかわかんないヶド、カーバンクルはずつとボタにくつついているのだ。 

それからそれから、もうひとつ驚くべき事実がある。実は、サタンとルシファー先生は、な 
んと双子の兄弟なのだ！魔導学校の卒* M 前にルシファー先生の素顔を見せてもらつたけど、 
確かにソッタリ。見た目の違いは、サタンにあつて先生にないリッパな角くらい。持つてる雰 
囲気はだいぶ違うから、角があつてもなくても、見分けはつくヶドね。サタンは威圧的で、氷 
みたいな鋭いカンジだけど、ルシファー先生はとつても優しくて、春の日差しみたいにあつた 
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かで、 ずぅ〜っと 一緒にいた くなる ヵンジ。 

そういえは、昔はルシファー先生も角を持ってたってシュテルン博士 - ルシファー先生と 

サタンの知り合いで、このヒトも魔導学校の先生 —— がいってたなぁ。どうしてなくなっちゃ 
ったんだろ？こんど先生に聞いてみよっと。 

あり……？なぁんか話題がズレてるような気がするなぁ。 

そうそう、サタンが顔を出さないなってハナシだったっけ。 

"日出る国"でぶよぶよ大明神の大騒ぎをなんとかし てから、 サタンの顔を見てないような気 
がするなぁ。……ってコトは、ぶよぶよ大明神の持ってた不思議なヒョゥタンにサタンを詰め 

込んで、それをシュテルン博士がとぉ〜く - 多分、ボタのソ ー ゾ ー を S 1 かに越える遠い場所 

まで —— にブン投げちゃって、それっきりっなのかぁ。そういえば、ルル ー がそれを追っかけ 
てったっけ。 

ルルーはボタよりふたつ年上の、良家のお嬢様で、一方的にポクのコトをラィバル視してる。 

その理由は、彼女はサタン - ルルーにいわせるとサタン様 - ひとすじで、そのサタンはボ 

クを妃にしようと躍起になってるから。でも、一緒に魔導学校で勉強したりして、けっこう仲 
のいい——と一応ポクは思ってる——友達でもあるんだけどね。 

彼女、 うまくサタンの 入ったヒョ ゥタンを 見つけられたかなぁ . 。 

友達として心配で あると 同時に、できるだけ見つかって欲しくない というフクザッな 気持ち0 
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だって、またサタンが出てくるようになったら、うるさくて魔法の修行どころじゃなくなっち 
ゃうもんね。 

そりゃぁ、ボタの コトを 好いて くれ るっていうのは、気持ちとしてはうれしい。だけど、や 
り方が強引でしつこいのが、ちょっと、というか結構ィヤ。それに、もしサタンと結婚すると 
したら、魔界に行かなきゃなんないってのもねぇ……。やっぱりボタは、 この 人間界で一生を 
終えたいし、そうなる前に一流の魔導師になるっていう夢があるんだ。それが果たせるまでは、 
そうそうサタンなんかにつきあってはいられない。 

「とはいうものの . 」 

ボクはつぶやきながら、かる〜くため息をついた。 

修行し続けて、そのままおバアさんになっちゃったらどうしよう . ？ 

最近、それが ちょっと 心配。それはそれで、かなり悲しいモノが ある もんねぇ。やっぱ、少 
しは恋愛もしてみたい。ルルーみたいにサタンを追い回すような、そこまで激しい恋っていう 
のも、 ずっ と 見て るとうらやましく なって くる。 

彼氏にするなら、そうねぇ……やっぱ ルシフ ァ I 先生みたいな、優しくて、なんでもできて、 
それでいてちょっと謎めいているヒトがいいなぁ……。 

だからといって、ルシファー先生を彼氏にしたいヮヶじゃぁない。先生はあくまでもボタの 
お師匠サマだし、年齢のコトとか、いろいろモンダィあるしね。なにしろ、ルシファー先生は 
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魔界の住人で、人間の尺度で何百年生きてるかわかんないんだもの。双子のお兄さんであるサ 
タン だつてそうだし。愛と年齢は関係ない、とはよ くいうヶド 、それでも程度つてもんがある 
よ0 

そういえば、"日出る国"に行つたとき、ボタに一目惚れしたおサムライさんがいたつけ。 
そのマサムネさんも、ボタの理想とはちょつち違うヶド、とつてもシブくてヵッコイイんだよ 
ね。剣のゥデもムチャクチャいいし。……ただ、モンダイは、この人も四十過ぎたおぢさんな 
んだよねぇ。 

どうせするなら、" フッ ー" の恋愛がいいなぁ……。 

ボタと同い年くらいで、それでいてルシファー先生みたいな ヵッコ イイ系かマサムネさんみ 
たいなシブイ系の顔で、優しくておもしろくて、なんでもできて、ミステリアスなヒトつてい 
ないかなぁ。 

ボクつて、もしかして理想が高すぎる . ？ 

「はぁ〜あ……。ま、いいか……」 

ため息をひとつついてから、ポクは気を取り直してつぶやいた。 

ルシファー先生がいつもいつてるように、いずれ時が解決してくれるでしょう。いつかきつ 
と、ポクも燃えるような恋愛が訪れることを信じて、それまでは夢に向かつて修行あるのみ！ 
だね。 
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とはいうものの . 。 

ボクはチラっと机のうえのカーくんを見た。鼻チョゥチンを自分の身体よりもおっきくふく 
らまして、気持ちよさそうに眠ってる。 

とりあえず、 ボクも お昼寝し ましょう か。寝るコは育つっ ていう し、修行 も あとで気合い入 
れてやれぱいいことだし。 

「ああっ、ポクって悪いコ……」 

とかなんとか、思ってもないコトを、ルルーみたいに自己陶酔にひたりながらつぶやいて、 
ボタはノートを閉じた。 

そこへ . 、 

「お一い！ アルルちゃ-ん！」 

カン高い女の子の声が、窓の外から飛び込んでくる。 

見る と、 真っ赤で シンプルなドレスと 真っ白な エプロンというメィ ドさんみたいないでたち 
の女の子が、バラで囲まれた庭の真ん中に立って、ボタのいる2階の窓を見上げていた。お手 
伝いのキキーモラちゃんだ。 

彼女を見て、ボタは思い出した。今日はお掃除の日だっけ。 

いまボタのいるルシファー先生の家は、先生と、ボタと、カー くんというふたりと1匹が住 
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むには、あまりにも広すぎる。 1 階と 2 階をあわせると、十をはるかに越える部屋があるのだ。 
それに加えて地下室もあるし、お庭なんか、バラの生け垣のまわりをぐるっと回るとかなりの 
運動になるくらい広い。だもんだから、家のお手入れはとってもタイヘン。先生は学校の授業 
があって忙しいし、ボタひとりじゃキレイにお掃除なんてできやしない。だから週に一度くら 
いの割合で、キキーモラちゃんに来てもらって、ふたりでお掃除をしてるってヮヶ。 

ポクは窓からちょっと身を乗り出していった。 

「玄関なら開いてるよぉ！」 

「はぁ〜 い！」 

キキーモラ——略してキキちゃんの返事を聞いてから、ボクは部屋を出て階段をてててっと 
降りた。そしてダイニングを抜けて玄関のほうに行き、彼女を迎え入れる。 

「失礼しまぁ〜す」 

「やっほ一。ム -7日はどこから お掃除す る？」 

「その前に、アルルちゃん、お昼ごはん食べた？」 

「ううん、まだ」 

「じゃあ、先になにか食べましょう。お掃除はそれからね」 

「そうだね、腹が減っては戦はできないもんね」 

家のお掃除は、まさに戦といってもいいくらいタイへンなのだ。お手伝いのキキちゃんがい 
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て くれる といっても、かなり広い家だからねぇ。 

「じゃあ、なにか作ってくるね」 

といい残し、キキちゃんは短めのキレイな金髪をなびかせて、パタパ タと キッチンのほうに 
消えていった。 

この家のキッチンは スゴイ 。最古冋級レストランの SI 房にも負けないくらいの広さと、リッパ 
な調理道具が置いてあるのだ。それだけ、ル シファー 先生はお料理が大好きだってことで、先 
生は道具を自分の手と魔法で使いこなしちゃう。キキちゃんの料理も、先生に負けないくらい 
オイシイ。 ちなみに ポクは、 悲しいことに あんまり お料理が 得意じ ゃない。 しくし く…… 。 

「さて、と . 」 

気を取り直してボタは、キッチンに入り、もうお料理を始めているキキちゃんの邪魔になら 
ないようにふきんを探した。そのふきんでダイニングのテーブルをふいて、それからお皿やフ 
ォークなんかを並べて……。これくらいのコトはやんなきゃね。 

「ぐつぐぐつぐつ、ぐつぐつ I 

いつのまにか、ヵーバンクルがテーブルのうえで踊ってる。さっきまでグゥグゥ寝てたくせ 
に、ごはんだとわかるとスグこれなんだから。 

「ヵーくん、踊ってないで手伝って」 

「ぐ— - 
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ボタがお皿 やフォ ークをまとめてテーブルに置くと、 カー くんはちっちゃな手を器用につか 
ってそれらを並べはじめる。：|刖はお皿でもなんでも、スグ食べちゃおうとしてたんだけど、最 
近はどれが食べ物かそうでないかわかるようになったみたい。これも、ポクの教育のタマモノ 
って ヤツ？ ちっちゃな弟かなんかを世話してるみたいで、なんだか カ ヮイくて、なんとなく 
うれしいね。 

じう〜、じう〜。 

ボクとカーくんのふたりで食器を並べていると、やがて、お肉を焼いてるような音と、匂い 
がキッチンのほうから流れてくる。 

「キキちゃ一ん！今日のメニューはなぁに？」 

とボタが問いかけると、キキちゃんの元気な声がキッチンの向こうから返ってくる。 

「ハンバーグですよぉ！」 

「お——」 

「ぐ.-」 

わ一、ばちばちぱち。 

ポクとカー くんは、思わず歓声をあげて拍手した。キキちゃんのハンバーダって、ジュー 
丨でとってもオイシイんだよね。これだけは、さすがのルシファー先生もかなわないかもし 
ない。カレーライスの次に、ポクらが大好きなメニューだし。 


れシ 
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なぁんてボタらが喜んでると、突然、 

ドンドンドン！ 

聽かが效獻を、ちょっと11っぽく嘆ぃた。 

「はいはぁ〜い、いま開けますよぉ〜」 

キキちゃんの特製ハンバーダが待っているといううれしさから、ポクは踊るように玄関に近 
づいた。なんだろう？速達の郵便かなんかかな？ 

ガチャッ。 

と玄関を開けた瞬間、ポクのゥキゥキ気分はいっぺんに吹き飛んだ。 

突然のお客さんは、ボタより頭ふたつくらい背の高い、何人もの騎士さんたち。みんな、威 
圧的で トゲトゲ しい装飾をした黒い鎧に身を包んでいる。いかめしい兜の マスクをおろして い 
るので、顔は見えない。 

鎧の胸につけた、ぷよぷよをかたどった紋章がちょっちオチ ャメ だけど……。 
r ナニか、ご用ですか . ？」 

いいながらポクは、悪い予感がじわじわとわき上がってくるのを感じた。よくないコトが起 
こる。 もし や騎士さんたちは、キキちゃんのハンバーダを奪おうと……？いやまさか。 

「我々は、キャメロット城の者だ」 
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騎士さんのひとりが、重々しくいった。兜のマスクのおかげで、声がちょっ とくぐ もってる。 
キヤメ ロット 城 . ？ 

たしか、この辺一帯を治めている王様の城じゃなかったっけ？そこの騎士さんが、いった 

いどうしてここに . ？ 

—1ルシファー先生なら、いまは学校ですよ」 

ボタはいった。 

先生のゥデを見込んで、ここにはいろんな ヒト たちが先生に仕事を依頼しにやってくる。キ 
ャメ ロット 城の ヒト たちも、そういえば何度かここに来たっけ。そのときは、こんなに モノモ 
ノしい騎士さんじゃなくて、宮廷魔導師とか司祭様とかだったヶド。 

「アルル•ナジャだな？」 

ボタの言葉を無視して、騎士さんはいった。ボタは反射的に答える。 

—1はい、そうですヶド . 」 

もしや、ぷよぷよ大魔王や"日出る国"のぷよぷよ大明神を倒したボタのことを知って、先 
生じゃなくてポクに仕事の依頼が……？それはちょっと、いや、かなりうれしいぞ。なんだ 
か、いっぱしの魔導師みたい。 

だけど、次にでてきた騎士さんの言葉は、そんなボタの甘い予感をものの見事に破壊した。 
それどころか、飛び上がるほどボタを驚かせるモノだった……。 
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「アルル•ナジャおまえを逮捕する」 


『どうしたんだ？明かりもつけないで』 

夕刻、陽が完全に沈みきった頃に授業と職員会議を終えて帰宅したルシファーは、いぶかし 
みながら玄関を開けた。 

中は暗く、月明かりだけがかろうじて真の闇から守っている。家に入る前から、ある程度は 
予想できた光景だった。 

ルシファーのこの家は、魔導学校の校舎から少々離れた、見晴らしのいい草原の真ん中に建 
っている。したがって、遠くからでも明かりがついているかいないかは即座にわかるのだ。 

いつもなら、自分の帰りを待ちわびている愛らしき弟子の心情を表すかのょうに、こうこう 
と明かりがついており、玄関を開けると同時に彼女とその友達の元気な顔が飛び出すはず。し 
かし、今夜はいつもと違う。 

ルシファーは賊の存在を懸念し、すぅっと神経を集中させた。意識の網を家中に張り巡らせ、 
侵入者の有無をさぐる。 
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しかし、そのような存在は感じられない。 

I . んくすん . 」 

代わりに、奇妙な、かすれた音が耳に飛び込んでくる。 

「 . くすん，くすん . j 

それは、嗚咽だった。キッチンのほうから聞こえてくる。 

ルシファーは足音を殺して、まるで幽霊のようにキッチンに近づき、パチンと指を鳴らした。 
それを合図に、キッチン、そして広い家全体に明かりが灯る。 

キッチンの奥で、脅えて縮こまり、嗚咽をもらしていたのは弟子ではなかった。背格好は同 
じくら いだが、赤いシンプルなドレスに、白いエプロンをまとっている。 

『キキーモラくん . 』 

「あっ！ ル シファ . ~~ ぁ！」 

家の主に気がついたキキーモラは、わっとルシファーに駆け寄り、泣きついた。ルシファー 
は軽くかがみ、彼女を安心させるように優しく抱く。 

『キキーモラくん、これはいったい . ？』 

い•いながら、ルシファーはキッチンを見回した。何者かに荒らされた形跡はない。ただ、作 
りかけのハンバーグが、悲しげにフラィパンのうえに乗っているだけだ。 

ふと、自分が来た方向-ダィニングのほうを見やる。そこのテ^~ブルのうえでは、きちん 
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と並べられた食器たちが、出来上がった料理が並ぶのをじっと待っていた。そこも荒らされた 
様子はない。 

『いったい、なにがあったのだ？』 

「あ、アルルちゃんが . 」 

ルシファーの再度の問いに、キキーモラはようやく、嗚咽まじりながらも声を発した。 
『アルルくんが どうしたと？』 

「アルルちゃんが、 コヮィ 騎士たちに連れてかれちゃったんです ぅ . ！」 

『なんと！』 

滅多に感情を表に出さないルシファーが、珍しく、目深におろしたフードの奥で驚愕の表情 
を見せた . 。 





勺''しテ'イスムとは 



by 宇宙帝王 


























デーモンサーバント 
その名のとおり、悪魔の使い 
だ！ご主人様の命令には絶対 
服従だけど、自信過剰ぎみで 

世の中をなめきってる。 

V. 
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氣がついたら、 そこ IJ 牢屋 

……ボク、 r / ょんに もして ^いのにい/ 


9J 0 

朝- . 

初夏の、早くに昇りきった太陽が、さんさんとテラスに陽光を投げかける。 

テラスのテーブル、ィス、そのほかの食器などはすべて、この季節のさわやかさとは対照的 
な黒系統の色でまとめられているが、それが不思議と、まわりの緑と見事な調和をかもし出し 
ていた。 

『ふむ……』 

いつもの朝食を終え、サタンは ナィフとフォ ークを置いた。その動きにあわせて、彼の身を 
包んだ漆黒のローブがかすかな衣擦れを起こす。 

ガチャッ。 

出し抜けに、サタンの背後で、ドアを開ける音がした。彼の家の、玄関の音だ。 





28 


サタンは、双子の弟である ルシファ ー のものと、 まったく 同じ造りの家を建てていた。 2 階 
建ての、まるで王侯貴族の別荘と見紛うような、部屋数の多い建物。立地条件も同じで、見晴 
らしのいい草原の真ん中だ。ただし、色合いが決定的に異なる。弟の白系統に対して、サタン 
の家はテラスと同じく黒系統である。草原と庭とを隔てるバラの生け垣も、花は真紅ではなく、 
限りなく黒に近い藍色だ。 

「サタン様、食後のお茶ですわ」 

彼の家から出てきたのは、漆黒のティーセットを持ったルルーだった。玄関から庭へと続く 
階段を降り、まっすぐサタンのたたずむテラスへとやってくる。その優雅な動きにあわせて、 
豪奢な水晶色の長い髪と、同系統の色の少々露出度が高めのドレスが揺れる。 

『うむ、今朝の料理もなかなか美味かったぞ』 

芳醇なお茶で満たされたティーヵップを受け取りながら、サタンはいった。ルルーは、顔を 
赤らめながらそれに応える。 

「お誉めいただいて、光栄ですわ」 

ルルーにとっては、夢にまで見たシチュエーションだった。 

ひとつ屋根の下で暮らし、毎日、愛する サタンに 心尽くしの料理を出して、それを彼が、あ 
くまで もなにげなく誉める。その、 まるで 夫婦の ようなサタンとの 生活に、ルルーは心から憧 
れていたのだった。惜しむらくは、それが本物の夫婦でないこと。それでもルルーは、このよ 
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うな生活がいつまでも続けばいいのに、と思う。 

少なくともこれまで、彼女の憧れの暮らしは誰にも邪魔されずに続いていた。"日出る国" 

で不思議なヒョゥタンに封印され、どこの国かもわからない砂漠に飛ばされたサタンを助け出 
してからずっとだ。サタンは、ルルーにヒョゥタンから出してもらってからすぐに、転移の魔 
法で ここまで 移動し、さらに魔法を使って家を造りあげたのだった。 

サタンは、妃にと目する-ルルーにとっては憎っくき恋敵の-アルルに対して、魔物た 

ちに徒党を組ませてぶつけょうと計画している。つまり、圧倒的な力で彼女をモノにしょうと 
考えているわけだが、いまのところ、それに着手する様子は見せていない。 

ルルーにとってはうれしい限りだが、ふと気になって、以前それについて問いかけたことが 
あった。しかしサタンは、 

『やろうと思えば、いつでもできる。しかも最近、現界と魔界とのバランスが以前にも増して 
不安定で、うまく魔物どもを呼び出せんのだ』 

と、少々不機嫌に語っただけだった。 

ともあれ、いまはこうして、自分のいれたハーブティーを味わっているサタンの姿が目の前 
にある。アルルが顔を出すでもなく、なにか事件が起きるでもなく、平和な 日々 が続いている。 
ルルーにはい まのと ころ、それで充分だった。多少のイタズラ心が、ハーブティー の 中に込め 
られているが……。 
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なにしろ、ハーブティーのブレンドは、ルルーの魔 導学校時代の担任であり、 サタンが 執拗 
に 毛嫌いする双子の弟、 ルシファーに 教えてもらったものなのだ。それを知ったときの サタン 

おそ 

の顔を想像すると、少々恐ろしくもあり、楽しくもあり . 。 

「……★」 

そんなような考えを頭の中で巡らせながら、ルルーは、緑の木漏れ日を受けながらお茶を飲 
む サタンの姿を うっとりと 眺めていた。そこへ、 

「ぶも一」 

牛の鳴き声とともに、体格のよい人影が、アーチ状のフレームに茨をからませた門をくぐっ 
て 現れた。牛の ような 声は、別にふざけている ヮヶ ではない。彼の顔を見ると、誰もがその理 
由を納得する。 

門から現れた人影は、身体はたしかにかなり立派な部類の男性のものだが、頭部は牛のそれ 
だった。 

「あら、おかえり、 ミノタウロ ス」 

お？ 

ルルー は、 この 牛頭人身の モンスター に、穏やかに声をかけた。彼 こそ、 長年 ルルーに 仕え 
る従者であり、ボディガ ー ドでもある ミノ タウ ロスだった。 

「ぶもぉ一 . 」 

ミノタウロスは大きく ¢1 心をついて呼吸を整え、肩にひっかけたタオルで額の汗をぬぐった。 
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かなりの運動をしてきたらしく、厚い胸はリズミヵルに弾み、筋骨たくましい腕や脚はパンプ 
アップしている。 

彼は毎朝、ルルーやサタンよりも早く起きて食事を済ませ、外でロードヮークをはじめとす 
るトレーニングをこなすのが日課だった。主君であるルルーを守るために、常に鍛練を怠って 
はならない、そう ミノタゥ ロスは考えている。実際には、格闘家としてかなりの実力を持って 

いるルル I が、彼の助けを必要とすることはそうそうないが . 。 

『それはなんだ？』 

サタンが、ぶ厚い革のベルトにはさんだ紙きれに視線を向けながらいった。 

「ぶも」 

「新聞の号外だそうですわ」 

ミノタゥロスが紙きれを差し出すと同時に、ルルーが通訳する。 

『どれどれ……』 

サタンたちがいまいる地域は、かなり平和なところである。政治的、社会的不安も、戦争も 
ない。彼は、英気を養うには静かなところがよいだろうと考え、この場所を選んだのだった。 
別の理由も多分に含まれているが . 。 

そのような、静かで牧歌的な場所に号外などとは珍しい。以前、この辺りを治めるキャメロ 
ットの城主が急死したときに、号外で発表されたことがあったが。 
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サタンは興を覚えてそれを受け取り、広げて見た。 

『 . ！』 ' 

出し抜けに、サタンの表情が曇った。そして記事を読み進めるにつれ、肩がぶるぶると震え 
はじめる。 

紅茶をすするルルーが、そんなサタンの変化に気がついた瞬間、 

『^1あし \ ン や こ，^ やあ^^'*-"-'''^''^^-^-^'^^''つ！ H 

ビリィッ！ 

テラスはおろか、庭全体、家までをも震わ f ょうな大声を、サタンは号外を引きちぎりな 
がらあげた。庭の木々に集まってさえずっていた小鳥たちがそれに驚き、慌てて別の安息地を 
求めて飛び去っていく。 

『おのれぇ！ルシファーのヤッはなにをやっていたの だ！』 

「ど、どうなさったのです？ サタン様」 

これまで見たことのない勢いの怒りを見せるサタンの姿に怯えながらも、ルルーはきいた。 
『アルルが領主に逮捕されたのだ！』 

「なんですって？」 

卓越した I 同時に歳を重ねた I 格 M 家のょうに、あまり物事には動じないルルーだが、 
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さけが にこれには驚いた。ドジで、 マヌヶ で、幼児体形の チンチクリンで、サタン 様の よさも、 
恋愛のレの字も知らないよぅなアルルが、まさか犯罪をおかす とは 思っていなかったの だ。 
『これは、なにかの間 いだ！』 

サタンは吠える。口には出さないが、ルルーもその意見には同調してぅなずく。 

『いくぞ、ルル--アルルを救出す る！』 

ベサアッ！ 

サタンはマントを大仰にひるがえし、踵をかえした . 。 


ボタは突き飛ばされるょぅに、証言台に立たされた。 

まわりは真っ暗で、 なんにも 見えない。まるで、闇の空間の中に放り出され たょぅなヵンジ 
だ。裁判所って、 こんなところな の……？ 

だんだん心細く、恐くなってきて、ボタはベランダの手すりみたいなかたちの、古くて黒ず 
んだ木の証言ムロをぎゅっとつかんだ。 

「罪人、アルル•ナジャ……」 

不意に、 ポクの 目の前で声がした。それと同時に、 ロゥソクに 火がついたみたいに ボゥッと、 





35 闇の章 


机を前にした裁判長が現れる。 

ルシファー先生みたいに黒いローブのフードで顔の半分を隠してるので、表情はわからない。 

顔の下半分-アゴのかたちとか、唇とか肌のッヤとかを見ると、かなり若そうなヵンジ。裁 

判長っていったら、-いかめしくて、しかつめらしい-オジサン、って ィメ ージがあった 

んだヶド……。 

その裁判長はいった。 

「これより、 罪人、アルル•ナジャに判決をいい渡す」 

「そんな ！ ボク はなに もして ません ！ なにかの間〗連いです ！ 」 

「では……」 

ポクの必死の抗議にも、裁判長はまったく動じずにいう。 

「以前、"ぶよぶよ大魔王"なるものと戦ったことがあるのは覚えているか？」 

「は、はい……」 

ボタが魔導学校にいたころのハナシだ。 

卒業試験の課題として、ポクは遠くにいるシュテルン博士のところに"メタドラィヴ"とい 
う呪文を増幅する機械を取りに行った。実は、それは、現界と魔界との次元の歪みが生んだモ 
ンスター、ぶよぶよ大魔王に対抗するためのもので、その"メタドラィヴ"を使って —— 正確 
には、それが壊れて暴走したおかげなんだヶド —— ぶよぶよ大魔王を倒したのだった。 
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裁判長は、淡々と続ける。 

「その戦いの際、一二億七八五三万、とんで六八三 k ものぶよぶよを次元のかなたに# 1 !”去っ 
たな？」 

「はぃ……」 

確かに、大魔王との戦いのとき、そうしたのを覚えてる。 

大魔王が空から降らせたたくさんのぷよぷよを、"メタ ドラィヴ"で"オヮニ モ"の呪文を 
増幅して、どんどん消し去っていった。" オヮニ モ"っていうのは、魔物を，製のはざまに消 
し去るスゴィ呪文なのだ。同じ色のモンスターを四匹そろえなきやいけないっていう弱点があ 
るんだけど、同じ色のが何匹もい るぷ よぶよにはうってつけって ヮヶ。 

だけど、もうズイブン前の コトな のに、よく裁判長は正確な数字を覚えて るな あ……。 
「さらに、これまでに天文学的数のぶよぶよを殺害して いるな？」 


W よぷよは、いわゆるザ コモン スター。外を歩いて ると 必ずといっていいほど出てきて、飛 
び掛かってきたり、ばっちい液体を吐き出したりしてくる。だからといって、よっぽど小さい 
子なら別だけど、並日通はぶよぶよに殺されたりなんかはしない。 

だけど、出て くると やっぱり ぅっと おしく感じるし、見た目は ヵヮィィけ ど、液体も キタナ 
ィ 。だからついつい、攻1 手呪文で"ばたんき ゅ〜" させち ゃぅの だ。お台所に出て くるゴキブ 
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リみたいなヵンジ。 

まぁ確かに、ちょっちヤリすぎかなぁ〜ってコトもしたことあったヶド . 。 

「でも、 どうして それで ボタが 逮捕されな き ゃなんないんです か？」 

ポクは抗議した。 

「ふよぶよを殺しちゃいけない、っていう法律でもあれば別だけど……」 

いくら見た目が可愛くても、ぶよぶよはやっぱりモンスターなヮヶだし、いまのところ、そ 
ういう法律がある国なんて見たことも聞いたこともない。 

「ふっ . 」 

無表情だった裁判長の口許が、まるでポクをバヵにするかのように歪んだ。 

「お前は知らんのか？"ぶよ類憐れみの令"を……」 

「え-っ^^ . ナニソレぇ！ そんなの知らないよぉ！ いつできたんですか 

ぁ？そんなヮヶわかんない法律！」 

ルシファー先生と一緒に住むようになってだいぶたつヶド、そんな決まりが領地にあるなん 
て聞いたことないよ！ 

しかし裁判長は、ボタの言葉を無視した。 

「無知は、時として罪にもなりうる。従ってアルル•ナジャ、お前は有罪だ。判決は死罪。 
i よ責めの刑"に処す。ぶよぶよの海の中にて、お前の犯した罪の深さを味わうがよい！」 
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コオ -ン！ 

と裁判長は、机の上の木槌を叩いた。その乾いた余韻を響かせて、裁判長の姿はフッと闇の 
中にかき消える。 

ポクは、また果てしない闇の中に取り残された。 

その 途端！ 

K K 、ド'ド、ド、ド、ド、ド'ド、ド K K 、ド K 、ド'ド、ド！ 

いきなり、ボタの頭上から怒った顔の大量のぷよぷよが降り注いだ！ 

「わ ぁ - っ！」 

ぶよぶよたちは、あっといぅ 間にボクを埋めつ くし、それでもな お、 どんどん降り積もって 
いく。 

こ、このまま じゃ、窒息して死んじゃぅ . . 

r オヮニ モ！」 

ボクはとっさに呪文を唱えた。 

……だけど、なんにも起こらない。 

「ファイヤ'—! アイススト^~ム！ ジュゲ ム！ るいはん こ！」 

次々に攻撃呪文を唱えたけど、やっぱりダメ。ボタの魔導力がなくなっちゃったヮヶじゃな 
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いみたい。……ということは、この闇の中には魔法封じの結界かなにかが張られているのだ。 

「うっ . 」 

どんどん降ってくるぷよぷよに、ぎゅうぎゅうに押されるのと同時に、まわりの空気が薄く 
なってきて、すごく苦しくなってきた。 

だけど、もう身動きできないし、呪文も唱えられない……。 

「も、もうダメ . 」 

ホントに死んじやうよ！ 

誰か、ルシファー先生、助けて . . 


「ハッ！」 

ボタは眼を覚ました。上半身を起こした拍子に、ボタのおデコの上から、濡らしたタオルが 
ポ ロリと 落つこちる。 

……つてコトは、いままでのは夢？ 

と思った瞬間に、ボタはすべてを思い出した。 
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いかつい 騎士 団につかまったボクは、キャメ ロット城に連行され、 そのまま 地下の裁判所に 
連れ込まれて裁判を受けた。そこで、夢と同じような罪で死刑をいい g されたのだ。 

だけど、さすがにその場で"ぷよ責めの刑"にはされなくて、明日の死刑^1まで!} la に入 
れられることになったんだっけ。 

で、そこに入れられるとき騎士さんに乱暴に押されて、なにかにつまずいて転んで、気を失 
っちゃったのだ。 

「ぐ-」 

「気がつきましたかぁ？」 

ヵー バンク ルが ポクの 胸に飛び込んで くるのと 同時に、女のヒトの、澄んだ、それでい てち 
ょっと間延びした声がした。 

ポクはそちらの方向を見た。 

牢屋の壁と床はしっかりとした石造りになっていて、壁にひとつだけつけられた亂郎1で、口 
ゥソクが弱々しく光を投げかけている。そのおかげで、牢屋はそんなに広くないヶド、*?のほ 
うまではちゃんと見えない。そっちのほうに池みたいなのが掘られてて、そこに入って るヒト 
がいる、っていうのがようやくわかる程度だ。 

ボタはヵーくんを抱いてそっちに近づいた。 

牢屋に掘られた池の中にいたのは、" うろこ さかなび と" だった。上半身がキ レィでは かな 
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げな女のヒトで、下半身が銀色に光るゥロコを持った魚というモンスタ I だ。 

「このタオルは、キミが？」 

「はい。ヵーバンクルさんに手伝っていただいてぇ」 

問いかけると、うろこさかなびとさんは、ちょっと一我しげな緑色の眼でボタを見つめてそう 
ぃった。 

「どうもありがとう」 

「いいえぇ、どおいたしましてぇ」 

なんだか、聞いててァクビが出そうな口調だ。でも、ポクを介抱してくれたのは確か。感謝 
感謝。 

「キミは、どうしてここに入れられたの？」 

「ぶよぶよ大司教がぁ、 この 城の新しい領主様のペットにしようと私を捕まえたんですぅ。だ 
けどお、それを断ったらぁ、牢屋に入れられてしまったんですぅ……」 

「ぐぅ一……」 

まるで、子守り歌みたい な 口調のおかげで、ヵー バンク ルはいつのまにか眠っちゃった。 ボ 
クもあやうく 寝ち ゃうと ころだった ヶド、なんとか 持ち直して相槌をうった。 

「なるほどねぇ……」 

ぶよぶよ大司教はボタも知ってる。黒いローブの裁判長が、そう名乗ってた。 
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新しい領主様のことも、ちょっとは知ってる。ちょっと前に、先代の領主様が亡くなって、 
代替わりしたんじやなかった っけ？ 

なんだか、ィヤな予感がするぞぉ……。また、とんでもない事件が 起こりそう な ヵンジ。 

もう起きてるって気はするヶド . 。 

「私ぃ……」 

うろこさかなびとさんは、すがるような眼でボタをみつめた。 

「次の満月までに、故郷の"妖精の泉"に戻らないとぉ、力がなくなって死んでしまうんです 
ぅ」 

「ええっ！それはタィヘン！」 

ボクもこのままじや死刑にされちやうし、なんとかしなきや！ 

とはいうものの . 。 

ポクは牢屋の扉のほうを見た。ブ厚そうな鉄でできていて、鉄格子がはめられた、ちっちゃ 
な窓があるだけ。その鉄格子は狭くて、ヵーくんでも抜けられそうにない。扉はかなり頑丈そ 
うだけど、強力な攻撃呪文なら、なんとか破れそう。でも、おっきな音がするから、すぐ騎士 
さんたちが駆けつけてきて、別の牢屋に移されちゃうのがオチだ。 

どうしよう . 〇 

| ん . J 








43 闇の章 


床に座り気持ちよさそぅに寝てるヵーくんを膝の上に置いて、ボタは腕を組んだ。 

なんとかゥマィ手を見つけないと、ボタもぅろこさかなびとさんも、ぶよぶよ大司教に殺さ 
れちゃうよ . . 


「わたくしはィヤですわ」 

『なぜだ？』 - f 
テラスのィスを歡 ffls さんばかりの勢いで立ち上がったサタンは、不機嫌を露に丄た表情のル 
ルーを見下ろした。サタンの顔からは、突然に舞い込んできたニュースによる憤慨も、驚愕も 
消え、^|嫩な落ち着きを見せている。むしろそれは、ルルーの答えをなかば予測していたよう 
な冷静さだった。 

『お前は、アルルを助けに行かんというのか？』 

「そうですわ」 

サタンとは眼をあわせずに、ルルーは答えた。ブィとよそを向いたというより、サタンに胸 
のうちを気取られるのを避けるためのように見える。 

「わたくしには、アルルを助ける義理なんてありませんわ。それに、わたくしは、敵に塩をわ 
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ざわざ送るほど、お人好しじゃありませんの。サタン様も、あんなボゲボゲ娘などほつといて、 
お座りなおしくださいな」 

『お前、アルルとは同窓の仲だろぅ』 

ルルーはアルルよりふたつ年上だが、魔導学校時代は、なんの因果か卒業まで同じ クラス だ 
つた。魔導師を目指す者すべてに対して門戸を開いている魔導学校は、特，など関係ないのだ。 
事実、ルルーたちの同窓生の中には、壮年や老年の者もいる。 

それ以前に、ルルーとアルルは、魔導学校を目指して共に旅をしてきた仲だつた。アルルと 
出会い、いつか彼女を越え、サタン様に認められるよぅな魔導師を目指すと決意したルルーは、 
なかば強引にアルルと魔導学校を目指したのだ。 

『それに、オレは知っているぞ』 

からかうような笑みを浮かべながら、サタンは続ける。 

『お前が、友人であるアルルを見捨てられるほど、冷酷で悪い娘ではない ことを な』 


あやぅく、驚愕を表に出す ところだつた。 しかし ルル ー は、なんとか踏みと どまり、 視線を 
サタンからそむけたまま、平静を保つ。 

サタンの言葉は、図星だつた。 

たとえ恋敵であつても、愚かであつても、アルルは、かつては共に旅をした仲間だ。長い人 
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生のうちで得られる、数少ない親友のひとりかもしれない。それに、彼女に出会って初めて、 

魔導師になる ことを 決意したわけで、ある意味では純粋な魔導師としての —— ひとまずの —— 
目標の人物でもある。 

サタンの いうと おり、そんなアルルの危機を黙って見過ごせるほど、ルルーは非人道的な人 
間ではなかった。これまでにも——決して誰にもいっていないことだが I 、オッチョコチョ 
ィながらも一流の魔導師めざしてひたむきに頑張るアルルの身を、何度案じてきたことか……。 

「 . 」 ： 

それでもルルーは、精一杯の虚勢をはって、冷静さを保ち続けた。 

『どうしてもィヤだというのなら……』 

サタンは出し妒けに心持ち屈みこみ、右手でルルーのあごにそっと触れた。そのまま、自分 
を向かせる。まるで、口づけを誘うかのように。 

サタンの眼が、ルルーの心の動きを読み取るかのように、彼女のそれを見つめる。 

『このオレの頼み、というのならどうだ？』 

ここで、 BPI 1 H にうなずいてもよかったのだが、ルル ーの 気丈な性格が、それを許さなかった。 
「ひとつだけ条件がありますわ」 

『なんだ？』 

「どうして、あの■一ーサタン様は執着なさるのか、その理由をお聞かせください」 
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『よかろう。アルルを無事に救出できたら、教えてやる。本当の理由をな……』 

ルルーは内心、 うまく 逃げられたと思ったが、本当の理由を 聞くことができる のなら、それ 
でいいとした。もともと、虚勢から出した条件だ。 

「わかりましたわ、サタン様。行きましょう」 

ルルーは立ち上がった。主人のその動きにあわせて、ミノ タゥロスも 起立し、 ィスにたてか 
けておいた巨大なオノを帯びる。 

「キャ メ ロット 城に行くんです の？ | 

『いや、まずはル シフ ァーのところだ。あいつがついていながら、なぜアルルをみすみす g 撤 
させてしまったのか、それを問い詰めてやる』 

「では、ヮープの呪文を……」 

『それは必要ない。翔んで行ける』 

いうが早いか、サタンは呪文を唱えはじめた。 

『たおやかに疾りたる風の精霊たちよ……。我がもとに集いて、我らを運べ……！』 

シユ ォォオォオオオォツ . . 

やがて、サタン、ルルー、ミノタゥロスの身体にほのかな光を帯びた風が 集まり 始めた。 
『よし、翔ぶぞ』 

「え？ ど、どうやって . ？」 
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『オレの後に続いて、そのままジャンプすればいい。行くぞ！』 

「はぃっ！」 

「ぶも-」 

サタンを 筆頭に、ルルー、そしてミノ タゥロスの 順で三人は地面を蹴った。 

ブォッ！ 

三人の身体が、風の精霊の力で空高く舞い上がり、目的地に向かって一直線に進む。全力疾 
走する騎馬よりも早い速度だ。 

ほどなくして草原が とぎれ、 眼下をルルーにとっては懐かしい、魔導学校の校舎が通過して 
いった。そして、再び草原が広がりはじめ、前方に サタンのものと 同じ造りの白い家が見えて 
くる。 あれがルシファーの家だ。魔導学校にいたころ、ルルーが何度となくルシファーのお茶 
を相伴しに訪れたところである。 ょ 

そのとき初めて、ルルーは、自分たちの家が地理的におおよそどの位置にあるのかを把握し 
た。太陽を見て方角を確認すると、さらによくわかる。 

なんと サタンと ルシフ ァーの 家は、 魔 導学校をはさんで、南北に対称な位置にあった。 サタ 
ンの 家が北で、ルシフ ァーの ほうが南だ。いまは空を飛んでいるから正確なところはわからな 
いが、おそらく、歩いてもそうたいして時間はかからないだろう。近所、といっても差し支え 
ないくらいだ。 
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「サタン様のお屋敷って、ルシファ ー 先生のところとこんなに近かったんですのね」 

前方を飛ぶサタンに向かって、ルルーはたったいま感じた*?ぎを口にした。 

『そうだ。だから：！刖にいったろう、アルルに手を出そうと思えば、いつでも できるとな』 

「はぁ……」 

以前にその言葉を聞いたとき、ルルーは、多分サタン様からルシファー先生の家はそれほど 
遠くないのだろうと推理した。しかし、これほどまでに近いとは思わなかった。 

やがて風の精霊たちは、見えない力で三人をルシファーの家の庭に着陸させた。 

着地するが早いか、サタンはずかずかと庭から玄関へ と続くちょっとした 階段を あがり、ノ 
ッカーを荒々しく叩く。 

ゴンゴンゴン！ 

『ルシファ-開けろ！オレだ』 

「は、はぁい . 」 

怯えた返事をしながら玄関を開けたのは、ルシファーではなく、キキーモラだった。 

「あ、サタン様」 

来客の姿を見て、キキーモラは安堵の表情を見せた。彼女は、またあの騎 ± L § がやってきや 
しないかと心配していたのだ。 

サタンは、その騎士 団と 大差ない威圧感をもって、 キキーモラを 見下ろす。 
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『ヤッはどこだ？』 

「ルシファー様は、昨晩から外出しておられます」 

『ちっ、逃げたか……？』 

「サタン様へ、ルシフアー様からご伝言があります」 

『なんだ？』 

「ル シフ ァ ー 様は、事件を根本から解決す るた めに行動な さるそう です。ですので、アルルち 
やんの救出は、サタン様にお任せする、と……」 

『ほほう . 』 

不意に、不機嫌を露にしていたサタンの表情が、勝ち誇ったような笑みに変わった。 

サタンは、ルシファーのこの伝言を、敗北宣言と受け取ったのだ。 

彼は以前から、双子の弟がアルルに対して自分と同じような感情を抱いていることを知って 
いる。かつて"日出る国"でぶよぶよ大明神に兄弟そろって囚われたとき、本人の口からそれ 
を確認した。 

そのル シフ ァーが、アルルのことを自分に任せるという。これが敗北宣言でなくて、なんな 
のか！ 

しかし、ここで有頂天になってはならない。ル シファーの ヤッは策士だ。それ もハメられ た 
当人——特にサタン自身 —— にとっては、かなり悪質な部類の。子供の頃から、彼のいいなり 
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になって調子に乗り、何度痛い目にあってきたことか。 

いかにルシファーの伝言が敗北宣言に取れると思っても、慎重に事を運ばなければならない 
だろぅ。それさえ注意していれば、必ずやアルルを自分の手中に収めることができるはずだ。 
『ょし！』 

心の中での考えに結論が出たところで、サタンは声をあげた。 

『キキーモラ、アルルはオレが必ずなんとかす ると ヤツに伝えろ』 

「わかりましたぁ」 

『ひとまずオレはキヤ メロツ ト城に行く。ルルー、 ミノ タウロ ス、ついて こい！』 

バサアツ！ 

例にょってマントを大仰にひるがえし、サタンは踵をかえした……。 

二牢屋を出たの IJ いい It れど . 

……そして、々ラ r 渦卷く A 司教の陰謀/ 

見張りの騎士さんたちを、ボクとぅろこさかなびとさんのダブルな色仕掛けでだまし、なん 
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とか牢屋から脱出することができた。 

ところが、これが大誤算！ 

よくよく考えたら、うろこさかなびとさんは下半身が魚だから、地面を歩くことができない 
のだ。しょうがないので、手近にあった桶に水と彼女を入れて、それを ロー プを使ってボタが 
北冃負っていくことになった。 

これがまた、重いのなん の！ 

うろこさかなびとさんは スリム だから、彼女だけならなんとかなったんだろうヶド、これに 
水と桶の重さが加わってるから タマラ ナィ。だからといって、水がないと彼女は干からびて死 
んじゃうから、水を捨てる ヮヶ にもいかないし…… 。 

おかげで、出口を探して歩くボタの速度は、カメさんやカタツムリさんに負けないくらい遅 
い。おまけに、さっきまで気を失ってたショックで、どこをどうやって通って牢屋まで連れら 
れたか忘れちゃった……。 

ポクらの目の前にはいま、石造りの地下回廊が伸びている。 この 地下回廊が、また迷路みた 
いに複雑なのだ。分かれ道があって、そのうちの一方を進むとまた分かれ道があって……延々 
とこれ のく り 返し。左右の壁沿いに ずらりと 並んだ燭台で、 ロゥソクがチラチラと 燃えていて 
明るいのが唯一の救いってカンジだ。でも、景色に変化がないから、なんだかおんな じところ 
をグルグルと回っているような気になってくる。 
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「はぁ〜あ . L 1 

「すいませぇん、重くてぇ . 」 

ボクがため息をつくと、背中のうろこさかなびとさんが心からすまなそうにいった。 

「だ、だいじょぶだから、心配しないで……」 

とはいったものの、実は、かなりキツィ。こんなとき、シュテルン博士とか ミノち ゃんとか 
いてくれたらなぁ、と思う。あのふたりなら、桶を背負ったボタごと、軽々と運んでくれちゃ 
うんだけどなぁ……。 

「ぐつぐぐつぐつぐつぐつ」 

ボタの頭のうえで、カーくんが踊ってる。見えないヶド、ちっちゃな足をピョコピョコさせ 
ながらステップを踏んでるのが感触でわかる。彼なりに、ポクをがんばれがんばれって元気づ 
けてくれてるのだ。 

がんばって、早く出口を見つけなきゃ！でないと、ボタらが逃げ出したことがバレちゃう。 
そうなったら、また捕まっちゃうのは時間のモンダィだ。なにしろこっちは重いものを背負っ 
てるから、走って逃げるなんてできないんだから。 

などと考えながら歩いてると、また分かれ道に突き当たった。無意識的にその一方の角を曲 
がった途端、 
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パッ タリ！ 

ポクらはいきなり、ふたりの騎士さんたちに出つくわした……！ 


キャメロット城、謁見の間——〇 

いまは新しき領主に謁見を求める者もなく、豪奢な装飾の、ピロードの緞帳が降ろされ、玉 
座は完全な密室となっている。 

その玉座の目の前に立ち、アルルに死刑をいい渡した張本人——ぶよぶよ大司教は、そこに 
座る若き領主を見下ろしていた。 

いかな大司教という高い地位にある者とはいえ、領主を目の前にしてひざまずきもせず、あ 
まつさえ見下ろすなど、一介の城づきの僧侶がしていい行動ではない。その場で手討ちにされ 
ても、文句はいえないだろう。無論、本当に斬り殺されてしまったら、化けて出ない限り文句 
はいえないが。 

しかしキャ メロットの 若き城主は、そのような無礼を働く大司教に対して、寛大にも怒るそ 
ぶりすら見せなかった。 
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それどころか、視線はまっすぐ前を見ているものの、まるで魂が抜けてしまったかのように 
焦点がまったくあっていない。背筋を ピンと 伸ばした姿勢で玉座に すわり、ピクリ とも微動だ 
にしないその姿は、神か悪魔によって造られた彫刻か蠟人形のようだ。不気味なほど整った顔 
立ちと、すぎるほど バランスの よい スリムな 体格が、彼の妖しさを倍増させている。 

「フ …… J 

目深に降ろしたフードの奥で、沈黙の領主を見つめていた大司教が、不意に邪悪な笑みをも 
らした。頭の中で巡らせていた考えが、あまりにもおかしく、嬉しくて、ついに我慢しきれな 
くなったという感じだ。 

なにしろ、計画が思い通りに進んでいるのだ。これが笑わずにいられようか。何年も前から 
城付きの僧侶としてキャメロットに入り込み、時を待っていた甲斐があったというものだ。 

いま展開している計画において最も邪魔な存在であるアルル•ナジャを、とにもかくにも楠 
らえることができた。それだけでもう、計画は半分ほど クリアで きたといっても過言ではない0 
ルルーとかいう娘もいるが、こちらはアルルを処刑し次第、手を下すことになっている。 

もう少しだ、もう少しで我が計画は成就する . . 

「申し上げます！」 

突然、大司教の思考に水を差すかのように、ガチャリという鎧の音とともに緞帳の向こうか 
ら声がした。 
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「何事だ」 

少々語気荒く、大司教は応える。相手の声の慌てぶりからして、ょい報告でないことは明ら 
かだ。 

「アルル•ナジャが脱獄いた しました！」 

「なんだ と！」 

「現在、うろこさかなびととともに逃走中と思われます。鋭意捜索中ですので、見つかるのは 
時間の問題かと……」 

「わかった……。お前も捜索に当たれ。見つかったという以外の報告は聞かんぞ」 

「はっ！」 

「まったく……」 

緞帳の向こうで慌てて去っていく鎧の音を聞きながら、大司教はつぶやいた。まったく、格 
好ばかり立派で、この城の騎士どもはちっとも役に立たない。 


ふところ じゆふ 

しばらく思案したのち、大司教はおもむろに懐から呪符を取り出した。それを足元に置き、 

じゆもん 

呪文を唱える。 

ふういん あくま いにしえ けいやく いで 

「札に封印されし悪魔の使いょ、古の血の契約に基づき、我の前に現れ出ょ……！」 
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呪文が唱えおわると同時に、呪符が爆発的な煙を発した。その煙の中から、大司教に向かっ 
てひざまずく人影が現れる。炎のように逆立つ銀色の髪に、一角獣のような額の角、先が鋭く 
尖った両耳……。 

その人影を見下ろして、大司教は < is ~ p する。 

「アルル•ナジャを見つけしだい捕らえよ。抵抗するようなら、殺しても構わん。ただしその 
場合、遺体は必ず回収しろ」 

II 思」 

ボッ！ 

再び爆発的な煙に包まれ、悪魔の使いは姿を消した。 

「ご報告いたします！」 

煙が晴れる頃、また緞帳の向こうで声がした。さっき、アルル脱獄の報告をしにきた人物と 
は違う声だ。 

「なんだ？」 

「サタンと名乗る者が、大司教様にお目通りを願っております」 

来訪者の名を聞いた瞬間、大司教の顔がこわばった。 

「サタンだと . ？」 
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「わぁ-っ！」 

ボタは大声をあげながら、地下回廊を全力疾走した。もちろん、うろこさかなびとさんを入 
れた桶を背負ったままで。さっきまで、重くて重くてどうしようとか思ってたのが、ゥソみた 
いな スピード だ。 

通路のヵドを曲がった瞬間に、見回りの騎士さんとバッタリ出っくわしたボタは、まるで才 
バヶでも見たみたいに叫び声をあげて、まわれ右をした。そして、そのまま全カダッシュ！ 
これが火事場のナントヤヲ！ 

実は、見回りの騎士さんたちと出会った瞬間、そぉんなに驚いたヮヶじゃない。でも、ちょ 
っとした計算が働いて、ポクは思いっきりおっきな叫び声をあげて、一目散に逃げ出したのだ。 
相手がなにかする前にこっちがそうすれば、騎士さんたちはビックリするだろうと思って ね。 

で、その作戦は大成功！騎士さんたちはだいぶたってから、ボタらのコトをあわてて追っ 
かけ始めた。 

「待てぇ- っ！」 
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I やだよ-っ！」 

騎士さんたちが重くて動きにくそうな鎧を着てるのも、ポクらにとってラッキーな方向に働 
いた。なにしろこっちは、うろこさかなびとさんっていうハンデを、文字どおり背負ってるん 
だから。そのおかげで、差はほとんど縮まってない。 

モンダイは、めっちゃくちゃな方向に走ってるってコト。騎士さんたちを振り切るのに精一 
杯で、出口探しどころじゃない。自分がいまどこにいるのかも、牢屋のあった方向がどっちな 
のかもわかんなくなっちゃった。 

そんなこんなでデタラメに走ってるうちに、最初はふたりだった騎士さんたちの数が、どん 
どん増えはじめている。鎧の音や声でそうだなってわかるだけで、何人いるかなんて数えてな 

いヶド。 

多分、っていうかカクジッに、ボタらが逃げ出したことがバレちゃったのだ。そりゃぁ、大 
騒ぎしながら走ってればムリもないし、ポクらが牢屋を抜け出してから、だいぶ時間もたって 
るはず。 

こうなったら、騎士さんたちのほうが有利だ。多分、向こうは地下回廊の構造をよく知って 
るだろうから、先回りしてくるのは時間のモンダイだ。 

だからといってボタのほうは、立ち止まって、なんかゥマイ手を考えるなんてコトはできな 
い。そんなコトしたら、あっという間に追いつかれちゃう。いまはほとんど慣性で走ってるよ 


の 
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うなものだから、止まった途端に疲れがドッと出てきて、もう二度と動けなくなっちゃうだろ 

うし . 。 

どうしよう . 〇 

と«?みながらも、ボタはいくつもある分かれ道をデタラメに曲がりつつ、最初の勢いを利用 
して全力疾走し続ける。 

「あらぁ . ？」 

屯11、背中のうろこさかなびとさんが、間延びした素っ頓狂な声をあげた。 

「ど、どうしたの？」 

「誰も追ってこなくなっちゃいましたわぁ」 

「へ？」 

キキイッ！ 

ポクは急ブレーキをかけた。その途端に、案の定、いままでの疲れがドッと押し寄せてくる。 
「ちょ、ちょっと桶を降ろすね」 

「はぁぃ」 

「だぁ〜、疲れたぁ一……」 

ポクは背中の桶を降ろして、呼吸を整えた。確かに、そのあいだにも騎士さんたちの声や鎧 
音が近づいて くる 様子はない。振り向いてみても、やっぱり イヵッイ 鎧の姿はなかった。 
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そこで初めて、ポクは廊下が暗くな.ってることに気がついた。よく見るとここには、燭纪汾 
ない。ボクらが来たほうの廊下がかなり明るいから、モノが見える程度にはなんとかなってる 
ってカンジだ。 

それでもさすがに、廊下の先には光は届いてなくて、奈落の底とか地獄とかに続いてそうな 
闇になっている。 

お城とかによ く ありがちな、"開かずの間"に続いてそうな廊下だ。モノ スゴィ 魔物とかが 
封印してあるような……。もしかしてホン トに そうだから、騎士さんたちは ここまで 追って来 
なかったの……？ 

「どうしましよう . 」 

うろこ さかなびとさんが、ボクの心を代ム升する ように いった。 

ホントにどうしようかなぁ . 。 

もと来た廊下に戻ったら、たっくさんの騎士さんたちが待ち構えてるだろうし、 このまま 先 
に進んじやうのも、なにがあるかわかんなくてコヮィ。それにもう、なんにもしたくないくら 
いに疲れちゃったよ……。 

「はぁ〜あ . 」 

ため息とともに、ボタは床にへたりこんだ。とりあえず、騎士さんたちは ここまで 来れない 
みたいだし、 いまのう ちに体力を回復 させと かなきや。 
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「く.-」 

しゅたっ、 とカーバンク ルが ボタの 頭の上から飛び降りた。そして、 トコトコと 暗闇の ほう 
に向かって歩き出す。 

「あららぁ、行つちやいましたわぁ」 

「歩く元気があって、いいなぁ……」 

. つて、うらやましがつてるバアィじやない！ 

「力 I くん！ そっち行ったら危ない よ！」 

と ボタがいうと、 カー くんは くるりと 振り向いて、びょこっとちっちやな右手をあげた。 

「ぐ-」 

だいじょぶだいじょぶ、だからおいで。……っていってるみたい。 

「ホントぉ？」 

「ぐ」 

ポクの頭よりもちっちゃな身体を折り曲げて、カーくんはうなずく。 

気力を振り絞って、ボタは立ち上がった。カー くんがだいじょぶだっていうんなら、だいじ 
ょぶなんでしょう、多分……。 

それに、ここでいつまでもジッとしててもラチがあかない。騎士さんたちのほうに戻って、 
また捕まっちやうのもシャクだし、このまま先に進んでみましょう！ 
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と、もの中で元気を奮い起こして、ボタはヵ ー バンクルのあとに続いて歩き始めた。そのとき、 
「ああつ、置いてかないでくださぁい……」 

後ろから、すがるよぅなぅろこさかなびとさんの声が聞こえてきた。 

そういえば、彼女を背負ってくの忘れてた . 。 


三呪いをかけられた領主摄/ 

. 見えてき rc ぞ、ぷよぶよ人司教の fr 望' 



通路を進んでいくと、どんどん暗くなっていく。ついに、ポクらが来た方向からの光も届か 
なくなっちゃった。それでもまだ、行き止まりかなんかに到着する気配はない。 

「ラィト！」 

じゆもん 

ポクは呪文を唱える。すると、ボタの目の前にゲンコッくらいの光の球が現れて、通路を明 
るく照らした。これで、暗闇で もこ わくない。 

歩いて くぅ ちにわかったんだけど、 この 通路はゆるやかな坂になってるみたい。もちろん、 
先に行けば行くほど、深くなっている。 
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なんだか、ホントに奈落の底に続いてるみたいでャだなぁ……。魔法の明かりがあるから、 
まだちょっと安心できるヶド。 

「こわいですわぁ……」 

| う、 aTW. _ 

怯えながらうろこさかなびとさんを背負って歩くボタを尻目に、カーバンクルはずんずんと 
先に進んでいく。 

ホントに大丈夫なのかなぁ ……。ちょっちシンパィ……。 

なんてビクビクしながら、ポクらは歩いた。ホントはへ 卜へ卜 に疲れてるヶド、こわさが先 
に立っちゃって、それどころじゃない。 

やがて、頑丈そうな鉄の扉に突き当たった。とりあえずは、ここが通路の終着点みたい。 
扉は、ボタらが閉じこめられてた牢屋よりもはるかに硬そうで、大きい。まぁ、人間よりお 
っきなモンスターが出入りできるほどじゃないヶド。鉄格子のはまったちっちゃい窓もない。 

カーバンクルが、ちっちゃな手で扉をペンペンと叩いた。 

「ぐ-」 

r え？ここを 開けろ つて？」 

どうやって . ？ 

こんな重そうな扉を開ける力なんか、もう残ってないよ。それに、カンヌキとか鍵とかがつ 
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いてないから、魔法で ロックされ てるんだ ろうし . 。 

「ぐ-| 

ボタが悩んでると、力 I くんは右手を振り上げて、それを扉に向かって振り降ろす しぐさを 
した。呪文を使えっていってるみたい。まぁ、呪文一回くらいを唱える元気ならなんとか残っ 
てるケド . 〇 

大丈夫かなぁ、扉の向こうに n ヮィ魔物とかいたりして、物音にビックリして奴^ったりしな 
いかなぁ……。 

でもこのままじや1 ^牢屋に入れられ てるのと あんまり変わんないし、状況を打破する望みが 
あるんなら、それに賭けてみましょう！ 

ボタは、うろこさかなびとさんが入った桶を降ろした。 

「カーくん、どいてて」 

「ぐ」 

扉を ジッと 見つめて、ボタは深呼吸をした。そして……！ 

「ファィヤ——」 

ドツカ-ンツ！ 

至近距離で唱えた炎の呪文は、爆音とともに重そうな扉を跡形もなく蒸発させた。 
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爆風と煙が完全に消え去ってから、ボタは、さっきライトの呪文で造った光球を扉-があ 

った場所 —— の向こうに飛ばした。 

そこは小さな„になってて、ボタらがいた牢屋よりもずっと狭い。ボタの身長はそんなに 
高くないヶド、それでも横になって寝れないくらいだ。そんな部屋のすみっこで、なんか、ち 
っちゃいものがブルブルとふるえてる。 

光球をそっちに誘導して見ると、それはくちばしを長くしたペンギンみたいなモンスター、 
"飛べ^い鳥"だった。 カーバンク ルとおんなじくらいの重そうな鉄球と右足とが、 ク サリで 
つながれてる。 

「あの〜 . 」 

r ぴよ . ？」 

ボタが声をかけると、飛べない鳥さんは、ボートのオールみたいな羽でおおっていた顔をこ 
っちに向けた。眼がカーくんみたいに丸くてちっちゃくて、カヮイイ。 

「キミは、誰だびよ？」 

外見からは想像もつかないような、年頃の男のヒトみたいな声で、飛べない鳥さんはいった。 
最後の"びよ"っていうのが、その声のかっこよさをブチ壊しにしてるヶド……。 

r ボタはアルル、黄色くてちっちゃいのがカーバンクルで、桶に入ってるのがうろこさかなび 
とさん」 
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ひとしきり眺めて、飛べない鳥さんは、 ボタら を悪者じゃないと判断したみたい。安心した 
ように身体をこっちにむけていった。 

「わたしの名は、ァーサ I だび よ」 

「アーサー . ？」 

どっかで聞いたコトがある名前だなぁ……。 

「確か、キャメロットの城主様がおんなじ名前じゃなかったっけ…… ？」 

ポクの言葉に、"飛べない鳥"ア ーサー さんは、ちょっと1 心った ように 羽を パタパタ させな 
がらいった。 

「同じなのではないびよ、本人だびよ」 

「 VX - -っ.ホントにぃ〇-. | 

「ホントだぴよ！」 

「でもでも、ボタ、領主様が新しくなったときに肖像画を見た こと あるよ。すん ごくヵッコィ 
ィ人だったじゃない？」 

「それはダミーだびよ！わたしのほうが本物だびよ！ぶよぶよ大司教に誘いをかけられて、 
こんな姿にされてしまったんだびよ！それで、こんなところに閉じこめられてしまったんだ 
びよ……」 

「はぁ〜 . 」 
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「まだ信用してないびよ？」 

「い、いや、そ〜いぅヮヶじゃないんだゲド……。どぅして、大司教が領主様をそんな姿にす 
る必要があったのかなぁ〜って思って……」 

「それは、ヤッの野望を達成するためだびよ」 

「野望……？」 

とボタが聞き返すとほぼ同時に、後ろから恐ろしげな声が響いてきた。 

「見ぃ^^たぁ^^なぁ^^ . ?」 


キャメ ロット城を訪れたサタンは、応接室に案内しょうと群がる衛兵や執事らを無視して、 
ズヵズヵと一路謁見の間を目指した。槍をつきつけてきた者もいたが、文字どおり悪魔の眼光 
でそれを跳ねつける。 

謁見の間に入ると、玉座に向かって伸びる、真紅のピロードの絨毯がまず眼に飛び込んでき 
た。サタンはそれの先を睨みつけながら、絨毯を荒々しく踏みつけて進む。 

,の、演劇の1 J 部のょうに一段高くなっている場所に、何者かが立っていた。彼の背には緞 
«! p あり、公式的な謁見では、その向こうから玉座にすわった城の主が顔を出すのだろう。 
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サタンを待ち構えるように立っていたのはしかし、領主ではない。服装から、サタンはそう 
判断した。 

金モー ルの縁取りがついた、いくぶん宗教がかった漆黒の ロー ブを まとい、 ルシ ファーと同 

まぶか 

じように フー ドを目深に降ろしている。そのために表情をうかがい知る ことは できないが、 フ 

ち*っはつくちもと 

1ドからはみ出した縮れた長髪、口許、アゴのかたちから見るに、かなり若そうだ。自分と同 
じように、 あくまでも 外見上だけかもしれないが。 

『領主はどこだ？』 

挨接もせずに、いきなりサタンは聞いた。 • 

「お初にお目にかかります、私はこの城に仕える大司教です。城主アーサー様はまだお若くて 
いらっしゃるので、執務に関する全権を私に K せてくださっております l _ ぃ^んぶ 

れい よし 

大司教は、慇勤心無礼に挨搂する。サタンは知る由もないが、実は、大司教の始めのセリフは 
ゥソだった。大司教は、，，魔界の貴公子"サタンの名を知っている。だからこそ、衛兵からサ 
タン来訪を告げられたとき、一瞬だけではあるが表倩をこわばらせたのだ。 

ごよう うかが 

「御用でしたら、私がお伺いいたしますが……？」 


サタンは、大司教とやらの言葉に、ゥソがあることまでは見淀いていた。だが、どれがそれ 
かまでは、まだわからない。一部分か、それとも全部か……。 
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まぁいい……。 

と心の中でかぶりを&り、サタンはひとまず、本来の目的を実行することにした。ヤツがど 
んなことを考えていようが、ォレには関係ない。もしそれが_分の障害になるようならば、そ 
のときにォレの圧倒的な力を思い知らせてやればいい。 

『オレのアルルを返してもらおう』 

サタンはいった。 

「非常に残念ですが、それはできません」 

うわべだけさも申し訳なさそうに、大司教はゆっくりとかぶりを振る。 

『なぜだ？』 

「号外をご覧になりませんでしたか？彼女は罪人だからですよ」 

P ぶよ類憐れみの入,7の著しい違反、とやらか？』 

「そうです」 

うなずく大司教を、サタンは腕を組んで睨みつけた。 

『ずっと気になっていたのだが、いつそんな令を施行したのだ？ォレはちっとも知らなかっ 
たぞ。それに、そんなものを作った理由はなんだ？』 

「通達に関する^-手 I については、心よりお詫びいたします。なにしろこちらとしても、城主 
の^>#^という時期と重なってしまったもので . 。また、宗教上の理由、というのが第二のお 





70 


答えです。ですからこうして、私がお仕えしているわけです」 

ふん、とサタンは心の中で鼻を鳴らした。 

先代領主の急死といい、わけのわからぬ令の施行といい、アルルの漱，といい、 あまりにも 
突発的な事件が多すぎる。そのすべてに、いま目の前でサタンを見下ろしている大司教と やら 
が関わっているのは間違いない。そんな事件を引き起こして、いったい この 大司教は、 なにを 
しょうと いうのか . . 

け ん ナ ^V 

一方の大司教は、怪訝そうなサタンの表情から、あらゆる嫩聲が自分に向けられ ている こと 
を悟った。鋭い洞察力や、そのほか高い能力をもつサタンは、できれば敵に まわしたくない 人 
物である。自身の野望の、多大なる障害になるに違いない。いっそのこと、 うまく 仲間に 引き 
入れて しまう か、それとも、奇襲をかけてこの場で排除して しまう か . 。 


それぞれの思いを胸に、サタンと大司教は、しばし無言で視線を戦わせた……〇 


「見られたからには、生かしてはおけない……」 
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ボキボキッ：….！ 

と 指を鳴らしながら、 A ? 散が暗い通路のほうから近づいてくる。ボタはとっさに、"飛べな 
い鳥"ァーサー様が閉じこめられていた牢屋の入り口に置きっぱなしだった、うろこさかなび 
とさんの入った桶を挪え、かばうようにしながらひとまず牢屋の中へと入れた。 

「お前たちに恨みはないが、この場で死んでもらう……」 

ライトの 呪文で作った光球が、だんだんその人影の姿を ハッ キリさせていく。 

革の グロ ーブを両手にはめ、格闘家の胴着みたいなシンプルな服に身を包んだ、わりとカッ 
コイイ顔立ちの男の人——というよりは男の子ってカンジ Iだ。 

だけど、人間じゃない。 

銀色のキレイな■は私がたいに逆立っていて、おデコには立派にまっすぐ伸びたッノ、とん 
がった耳……。悪魔の使い——デーモンサーバントだ！ 

「さぁ〜て、どいつから先にオレの必殺パンチを食らいたい…… ？」 

舌なめずりするようなデーモンサーバントを、ボクは、カーバンクル、"飛べない鳥"ァー 
サ ー 隶、うろこ さかなび とさん を背中でかばいながら睨みつけた。 

とはいうものの . 。 

ボクにはもう戦う力なんて残ってない。うろこさかなびとさんを背負って走りまわってたお 
かげで、 もうへ卜へ卜。 slil がだって残ってない。走ってるときに、魔導力まで体力—気力 
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にまわしちゃったからだ。 ファィヤ ー や アィスストー ムみたいな簡単な呪文なら、魔導力がな 
くてもいいんだヶド、疲れちゃって疲れちゃって、それを唱える元気もない。それに、 デ ー モ 
ンサ ー バントはかなり強力な相手だ。 ファィヤー や アィススト ームなんかが 効く かどうか . 〇 

「へへへっ……」 

なぁんて考えて る あいだにも、 デーモン サ ー バントはジリジリとポクら に近づいて くる。 
早くなんかテを考えないと、あっとい う 間にオダ ブッ になっ ちゃうよ！ もう、 奶 1を^!け 
る力も、攻撃を受けて耐えられるだけの体力もない……。 

ひとつだけテがあった……！ 

ファィヤ ー とかみたいに魔 導力が いらな くって、 強力 I になる 可能性の ある 呪文が…… ！ 
ボタは いちるの 望みをかけて、精一杯の声でその呪文を唱えた。 

「るいばん こ！」 

シ丨ン……。 

ポクの声は、空しく壁に反射して、そして消えていった……。 

これが、"るいばん こ" の最大の弱点。ものすごお 一く 強い力を持つ代わりに、 ときた 
まこう して、なぁんにも効果を表さない ことがあ るのだ。 

だけど、こんな大ピンチなときにそれが起こんなくたって……！ 

もう泣きそう。神サマはボタを見捨ててしまったの . . 











73 闇の章 


「なにをやろぅとしたのかわからんが、残^ T たったな……」 

いいながら、デーモンサーバントはがばっと右手を振りかぶり、 

「くらえっ！」 

ボタめがけて渾身のパンチを繰り出した！ 

しゆんかん 

その瞬間……！ 

—」 

ビシィッ！ 

ボタの後ろからカーバンクルが飛び出して、デーモンサーバントのパンチをちっちゃな両手 
で受け止めた。 

「ナニィッ！」 

「ぐ-」 

どかばきどかばきどかばきどかばきどかばき . . 

デーモンサーバントが驚いてるスキをついて、ちょこまかした、だけど強力なパンチキック 
の連打を浴びせる。 

必殺の"ヵーくん乱舞"だ！ 

「ぐ一!一 
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バキィッ！ 
r 、 ハカなぁ—— つ！」 

最後のィッパッで、デーモンサーバントの身体が大きく吹き飛ぶ。 

「トドメ だび よ」 

今度は、"飛べない鳥"ァーサー様が前に出た。そして自分の足につながれた、大きな鉄球 
を持ち上げて、デーモンサーバントに向かって投げつける！ 
g おしつ！ 

「ぎや 

無情にも鉄球は、床に倒れたデーモンサーバントに襲いかかった……！ 



えつけん にら 

謁見の間で、サタンと大司教は睨みムロっていた。 

とつぜん かたわ けむり 

そこへ突然、大司教の傍らに、デーモンサーバントが煙とともに現れた。大司教が呼び出し 
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たときとはぅってかわって、身体中キズに覆われ、息も絶え絶えの瀕死状態である。 

「す、すいません . 。やられました . 」 

それだけいぅと、デーモンサーバントは大司教にもたれかかるょぅに気絶して倒れた。 

その突然の出来事に、サタンも大司教も、しばし啞然としていた。 

先にそのショックから立ち直ったのはサタンで、すかさず鋭い洞察力を働かせる。 

おそらく、アルルは逃げ出したのだ。それを知った大司教が、デーモンサーバントを送り出 
したものの、返り討ちにあったに違いない。 

さすがはオレの妃となる娘だ……。 

サタンは心の中でつぶやいた。 

彼に遅れて同様の結論を出した —— こちらは洞察力を働かせるまでもなかったが I 大司教 
は、なんとか平静を装いながら、サタンを再び見下ろした。 

「ひとつ、取り引きをしませんか？」 

『ほほぅ、どんな取り引きだ？』 

「あなたにはもはや、何が起こっているのかおわかりのことでしょぅ。そしてあなたは、アル 
ル•ナジャに接触しょぅと試みるはず。それを、できるだけ隠密裏に行ってほしいのです。そ 

し^び しゆうりよう 

してそれが首尾ょく終了したら、すみやかに私に報告してください」 

『なるほど……』 
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サタンは、 ニヤリと 口の端をつりあげながらいった。 

『ようするに貴様が欲しいのは、アルル逮捕という事実だけなのだな？』 

「そうです。そして、あなたが欲しいのは、アルル•ナジャの身柄でしょう？ こちらと して 
は、アルル•ナジャが脱獄してしまったという事実が他人に知られなければいいのです。あと 
はどうにでもできますし……。どうです？悪い話ではないでしょう？」 

『よかろう。貴様が何を企んでるかはわからんが、ひとまず取り引きには応じてやる。ただし、 
貴様のほうでアルルを押さえたら、即刻オレに引き渡すのを忘れるな！』 

「それはもちろん。それが、取り引きというものでしょう？」 

『よし』 

バサアツ！ 

サタンはマントをひるがえし、威風堂々と謁見の間をあとにした……。 


「はぁ〜 . 」 

デーモンサーバントがボロボロの 身体で逃げる よぅに 消えてから、ポクは、その場にへ 
ナとへたりこんだ。 


ナ 
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ヵー くんとァーサ ー 様のおかげで、なんとかピンチを切り抜けることができた。感謝感謝。 
いっつも食べて寝てばかりのヵ ー くんだけど、 ごくごく タマにこうして スゴ イカを発揮して、 
ポクのピンチを救ってくれたりするのだ。それにァーサー様も、いくら飛べない鳥に姿を変え 
られてるといっても、さすがに一国の領主様ってところだね。 

これで、とりあえずのモンダイはひとつ . 。 

「どうやつて、ここを脱出しよう . ？」 

ポクはつぶやいた。 

「抜け道ならあるびよ」 

いきなり、 ァーサー 様はいった。 

「そうなんですか？」 

「ひょ」 

ボクが聞き返すと、ァーサー様はうなずく。 

「ここは、わたしが子供の頃、 イタ ズラをしたときに閉じこめられていたところなんだびよ。 
そのとき、抜け道を掘っておいたんだび よ」 

「じゃあ、 どうして そこを使って逃げなかったんです か？」 

「この手じゃ、抜け道にはめ込んだ岩を外せないんだび よ」 

といいながら、 アーサー 様はペンギンさんみたいな羽を ベタベタと 振った。なるほど、確か 
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にその手じゃあ、岩と岩のスキマに突っ込んだりはできそうもない。 

「ここだぴよ」 

アーサー様は牢屋のすみっこに行き、床にはめ込んであるひとつの岩をペンペンと叩いた。 
そんなに大きくはないヶド、確かに、ボタでも通れそうな穴のフタにはちょうどいいヵンジだ。 
「この岩をどかせば、城の外に出る抜け道があるびよ」 

「もう、そんな力なんか残ってないよぉ……」 

地下回廊をずっと走りまわってた疲れなんか、ゼンゼン回復してない。 

「だいじょぶだびよ。子供が持てる程度のものだから、そんなに重くない」 

「はぁ〜あ . 」 

ボクはため息をつきながら、ァーサー様のいるほうに四つんばいで行った。もう、立って歩 
く元気だってないよ……。 

でもまぁ、なんとか脱出はできそうだ。そしたら体勢を整えて、ぷよぷよ大司教に反撃だ！ 
うろこさかなび AJ さんを"妖精の泉"に帰してあげなきゃいけないしね……！ 













つアイや 一 9 しス 


原案=木戸福三郎絵=むらさき朱 
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サキユバス 

男のヒトをたらしこむことを 
生きがいにしてる悪魔。同じ 
ような悪魔にインキュバスが 

いるけど、こちらは女のヒト専門。 
V. _ y 
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ー ド D だらけの脱出/ 

…… ( J あ〜あ、お々ノナに滞りたい^あ 


r ふはぁっ！」 

ボクは木のフタを持ち上げて、水の中から顔を出すみたいに穴を抜け出した。頭の上の、木 
のフタのはじから、土や雑草とかがパラパラと落ちてくる。抜け道の出口にかぶせておいたフ 
夕が、誰にも見つからないように隠してあったみたい。まぁ、当然といえば当然だね。 

その土とかが穴の中に入り込まないように注意しながら、フタをそっと穴の脇に置いて、ボ 
クは穴から身体を引きずり出した。 

穴のまわりは、鬱蒼 —— っていうホドじゃないヶド、けっこう木々がたくさん生い茂ってい 
る——とした森だった。サンサンとした太陽の光が、木々のあいだから降り注いでいる。 

_|/^() > •••••• I* ^ 

ボタは大きく伸びをしながら、空を見上げた。お日サマの顔を見るなんて、何日ぶりだろう。 
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たぶん、一日とか二日くらいだとは思うんだけど、牢屋には窓もなんにもなかったから、わか 
んないのだ。なんだか、何週間とか何年も経ったようなヵンジもする。 

ルシファー先生はどうしてるかなぁ……。 

ふと、ポクの頭の中に、ボタのことを探してあちこち走り回ってる先生の姿が浮かんだ。先 
生のコトだから、そんなにオロオロしたりはしないと思うんだけど……。 

やっぱり、ポクのこと心配してくれてるのかなぁ……。 

先生って結構ノン気なとこあるから、お手伝いのキキーモラちゃんと一緒に、ヨロシクお部 
屋の掃除かなんかしてたりして……。って、そんなコトはないか。 

「おぉ〜い、早く出してくれだびよ」 

「あ . ！」 

穴の中からの、悲痛なアーサー様の声で、ボタは我にかえった。いまはとりあえず、アレコ 
レ考えてる場合じやない。みんなを出してあげなきや。アーサー様は人間みたいな手がないし、 
カーくんはちっちゃいし、うろこさかなびとさんは足がない。だから、穴から出ることができ 
ないのだ。 

ポクは穴の中に右手を突っ込んで、"飛べない鳥，アーサー様の羽をつかんだ。 


あり？ なんか カタ ィぞ、この羽。まぁいいや0 
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ボタは畑のダイコンを抜くときみたいに、力を入れてひっぱった。飛べない鳥さんの身体は 
ちっちゃな子供くらいしかないんだけど、足に鉄の球がクサリでつながれてるので、けっこぅ 

一ー ヨー ー、〇 

「よお いしょっ！」 

ずぼっ0 

ァーサー様の身体が出た。そのとき初めて、ポクがつかんだヵタイものの正体がわかった。 

口をふさがれて、苦しそぅにァーサー様は両方の羽をパタパタさせる。ポクがつかんだのは、 
ァーサー様のくちばしだったのだ。 

「ああつ！ゴメンなさい！」 

ボタは思わず手を放した。やっぱ、人間、慌てるとロタなことがないってのはホントで、穴 
から出してそのまま手を放しちやったもんだから、さぁタイへン。 

「|つよ !|_ 

"飛べない鳥"ァーサー様は、また穴の中に落っこちた……。 



巨大で荘厳な造りの城門を、ひとりで出てきたサタンを見て、ルルーは少々いぶかしんだ。 
アルルがいない……。 

サタンは城主に直接かけあうと息巻いていたから、 もし その城主がアルルは返さないとで も 
いおうものなら、いまごろ城の中は大騒ぎになっていたに違いない。しかし、アルルがいない 
にも拘わらず、サタンの顔には勝ち誇ったような笑みが浮かんでおり、歩き方も威風堂々とし 
ている。 

少なくとも、よくないことが起こった、というヮヶではなさそうだ。 

「アルルはどうなったんですの？」 

ルルーは、サタンに駆け寄って聞いた。 

『脱獄したらしい』 

「へぇ …… 。あのボゲボゲ娘も、なかなか やります わね」 

と憎まれ口を叩きながらも、ルルーの顔には、心なしか安堵した ような 表情が浮かんでいる。 
『うむ、さすがは オレの 妃と見込んだだけの ことは ある。なかなか根性の入った娘だ』 

「で、どうするんですの？ I 
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アルルに対するサタンの賛辞に、今度はいくぶんムッとしながらルルーは聞いた。 

『この事件の黒幕は、城にいる大司教とかいうヤッだ。たったいま、そいつと取り引きをして 
きた』 

「と、申します と？」 

『向こうとしては、要は、アルルが逃げたことが世間にパレなければいい J 
「つまり、こっちがアルルを見つけても、秘密にしておけってことですね？」 

サタンはうなずく。 

『さすがルルー、聡明だな』 

「お誉めいただいて光栄ですわ」 

いいながら、ルルーはボッと顔を赤らめた。 

そんな彼女を、サタンはなかなかに面白い娘だと心の中で評価した。コロコロと表情がょく 
変わり、一生懸命自分につくそうとする姿もいじらしい。これでアルルのょうな、潜在的魔力 
が備わっていれば妃に迎えてもいいのに、と思う。確かにルルーも、自分自身では自覚してい 
ない強大な力が眠ってはいる —— サタンにも、そしてルシファーにも、それはすでにお見通し 
であった —— が、アルルには遠く及ばない。 

しかしやはり、魔界の将来を考えると……。 

「どうなさったんですの？」 
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心配そうなルルーの声で、サタンは我にかえった。 

『いや、なんでもない。気にするな』 

「これから、アルルを探すのですね？」 

しかしサタンは、 ゆっくりと 首を振る。 

『その前に、〃闇の剣"を探す』 

「は？」 

出し抜けなサタンの言葉に、ルルーは眼を丸くして素っ頓狂な声を上げた。 

「闇の剣 . 、ですか？」 

『うむ。ちょっと、この城にまつわる伝説を思い出したのでな』 

「伝説とは……？」 

『この城には代々、"光の剣"と呼ばれる聖剣が継承されているのだ。だからこそ、キャメロ 
ットが単なる領主に過ぎないにも拘わらず、一国に値する力を何世代も持ち続けていられるの 
だといえる』 

我ながら、ルシファーのょうな論法だと思いながら、サタンは話し続ける。 

『そしてこの現界には、その光の剣と対をなす、闇の剣というものがあるらしい。その両方を 
そろえると、この世の理が明らかになり、世界を手中に収められるほどの力が得られるという。 
人間の考え出したくだらん話だが、代々の城主は闇の剣を追い続け、しかしついに見つからな 
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かった』 

「その、闇の剣とアルルと、いったいどういう関係が . ？」 

『アルルではなく、大司教に関係しているのだ。ヤッは腹黒い輩だ。うまく城主を騙して、こ 
の城にもぐりこんだに違いない。その目的が剣にあるのだとしたら、こっちがそれを先に押さ 
えてし まおうと 思ってな。そうしておけば、もしヤッが取り引きを反古にしたとしても、簡単 
ijp る』 

「でも、アルルは……？」 

『心配か？』 

意地の悪い笑みを浮かべて、サタンはルルーを見つめた。図星をつかれたルルーは、その心 
の中を見通すような眼差しを避けるように、慌ててよそを向く。 

「そ、そんなことはありません わ！」 

『アルルはああ見えても、お前と同じでなかなかにパヮフルな娘だ。ヵーバンクルもいるし、 
大抵の危機は乗り越えられるだろう』 

「あんな、お マヌヶ 娘と一緒にしないで欲しいです わ！」 

『そう怒るな。それに、闇の剣探しもそう時間はかからんはずだ』 

「どうしてですの？」 

『ルシファーのところに行けば、剣について書いてある本がひとつやふたつは見つかるだろう。 
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ヤツは、人間のくだらん書物を集めているからな』 

「なるほど」 

『それよりルルー、お前も気をつけろ。よくわからんが、"ぶよ類憐れみの令"といぅものが 
城から出てるらしいからな。お前にもヤツの手が及ぶかもしれん』 

「まぁ . ★」 

ルルーは顔を赤らめて、眼をキラキラと輝かせた。 

「サタン様に心配していただけるなんて……」 

その姿を眺めながら、慌てたり、怒ったり、赤くなったり、アルルに似て表情の豊かな娘だ、 
とサタンは再び思った……。 


いろいろ騒ぎがあったヶド、とにもかくにもボタらは穴から出た。 

あの牢屋からの抜け道は狭くて、はっていかなきゃなんなかったから、ちょっち疲れた。で 
も その代わり、 ぅろこ さかなびとさん も 自分ではっていけるから、背負っていく必要がなくっ 
て、へ 卜へ卜 っていぅホドじゃない。 

ただひとつだけ、モンダィが……。 
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「ドロだらけになっちゃいましたねぇ」 

ちっとも 困って ないようなノ〜ンピリした 顔で、 うろこ さかなび とさん がいった。 

そう！ 

領主のァーサー様が、ちっちゃい頃に作った抜け道だけあって、中がもめす ごく セマィ。し 
かも、ちっちゃい コが 掘れる程度にやわらかい土だから、 ポロポロポロポロく ずれて いくの だ。 
だからもう、服 も 髪 もナニも ヵモが ドロ だらけ。 

「おゥチに帰って、スグお風呂に入りたいよぉ」 

「風呂はないが、池なら近くにあるびよ」 

ボタがブーたれると、アーサー様はボートのオールみたいな羽で森の奥を指した。 

—1この穴を出たあと、いつもそこの池で身体を洗ってたんだびよ」 

「そうな の？ じゃあ、 早く行こう！」 

「ぐ-」 

「わたしも、水が恋しいですわぁ」 

ポク、 ヵ ーバンク ル、 うろこ さかなびとさんの喜びに水を差すように、 アーサー 様は いった。 
「先に行ってくるがいいびよ。わたしはここで待ってるびよ」 

「どうして？ みんなで行ったほうがいいじゃないですか。時間の節約にもなるし、そのほう 
が楽しい し ……、ねぇ？ヵー くん」 
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—」 

だけどアーサー様は、ブイとポクらに背中を向けちゃった。 

そんなに、ポクら と 池に行くのがいやなのかなぁ。って ムッとすると 同時に、どうしち ゃっ 
たんだろうって、ちょっち心配になってくる。 

「わたしは……」 

背をこっちに向けたまんまで、ァ ーサー 様はいった。 

「大司教にこのような姿にされても、誇り高きキャメロットの城主だびよ。女人と一緒に水浴 
びなどできるわけないびよ」 

「あ . 」 

そうだった。 

ア I サー様は、ペンギンさんをふた まわりく らい おっきく して、 クチ バシを 長く したモンス 
ター、 " 飛べない鳥"の姿をしてる。だけどそれは、ぶよぶよ大司教の魔法で、ムリャリ変え 
られちゃったものなのだ。 

本当の姿は、ボクよりふたつかみっつ年上くらいの、すんごく ヵッコイイ お兄さん。先代の 
領主様と交替した頃に、商店街の掲示板に張り出された肖像画を見たことがある。ルシファー 
先生とかサタンみたいな、なんだか人間を超えたような美しさに、シュテルン博士ほど豪快じ 
ゃないけど、初夏の、ちょうどいまごろの日差しみたいなサヮ ヤヵ さがあって、さらにマサム 
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ネさんみたいなシブさもちょっち持ってる、そんな顔だった。 

肖像画では、眼がうつろで、ちょっとアブなそうだなぁとかって思ってたヶド、実際にこう 
して会ってみると、そうでもないね。礼儀も知ってるし、勇敢だし、いいヒトじゃない。ただ、 
姿が飛べない鳥になっちゃったおかげで、声が，，ぴよびよ"だけど……。 

つまり、 表が モンスターでも、 中身は リッパな 年頃のお兄さんな ヮヶだ 。それじゃぁ確かに、 
ボタらと一緒に水浴びなんて恥ずかしくてできないよねぇ。それが目的で ここまで 来た ヮヶじ 
ゃないから、水着だって持ってきてないし……。 

ふと、ボクの頭にある光景がよぎった。 

ポクと、ヵーくんと、うろこ さかなび とさん と、それから本当の姿のア ーサー 様とで、水着 
もつけずに水浴びしてる姿が……。 

4 ブ^/^^/^^^ ク •••••• ! 

は、恥ずかしいっ . . 

アーサー様の本当の姿を忘れてたとはいえ、要するにポクは、そういうコトを平気でやろう 
としていたのだ。おョメに行けなくなっちゃうよ……。 

領主様は、それがわかったから、ボタらを先に行かせようとしたのだ。それをポクは、一緒 
に行こうとかなんとかいったりして……。ボタのコトを、おバヵな娘だとかって思ったかもし 
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れないなぁ……。 

ここはやはり、これ以上気まずくならないウチに、さっさと水浴びに行くしか . . 

「じや、じゃあ、行つてきますね」 

ボタはギクシヤクとまわれ右をして、さっきアーサー様が指した方向に歩き出した. 


「くそつ . . - 

だれ どくぼう にくにく じゆもん 

誰もいない独房を見つめながら、大司教は憎々しげにつぶやいた。明かりの呪文で作り出- 
た 光球が、 なぜか 扉の ない 独房の 中を、 空しく、 そして 弱々 しく照らして いる。 

サタンが城を去ったあと、大司教はデーモンサーバントの報告を自ら確認するために、こ 
地下回廊の奥底にある独房へと足を運んだ。 

果たして、そこは報告通りだった。 

おそ まほう あとかた 

扉は恐らく魔法にょり跡形もなく消し去られ、そこに閉じこめておいた人物の姿もない。 

I ん . ？」 

大司教はふと、独房の隅の、石造りの床が掘り返されているのに気がついた。近づき、 i み 

ぞつしゆつ 

こんで見ると、そこにはモグラが掘ったょぅな穴があった。ヤツらは恐らく、ここから脱出し 


の 
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たにいない。 

「よく、こんな抜け穴を掘る元気があったものだ……」 

大司教はつぶやく。 

彼は知らなかった。彼が魔法で姿を変え、この独房に閉じこめておいた人物 —— キャメロッ 
卜の若き城主、ァーサ I が悪戯ざかりの子供だった頃、先代の父王によって同じようにここに 
入れられていたことを。 

「それにしても、 よも やアーサ^にまで逃げられるとは . 1..」 

r とうして、すぐに殺してしまわなかったのです？」 

つぶやく大司教の背後で、いまだ傷の癒えきっていないデーモンサーバントが問いかける。 

「ヤッだけが、光の剣のありかを知っているからだ」 

大司教はかつて、野望の第一段階として先王ゥーサーを自らの手で殺害した。その現場を、 
あろうことかァーサーに目* j されてしまったのだ。当時すでに元服を済ませ、光の剣を継承さ 
れていた聡明なァーサーは、大司教の陰謀を即座に看破し、光の剣をどこかに隠してしまった 
のである。 

その場所を吐かせるために、大司教はァーサーに魔法をかけて魔物の姿にさせ、独房に閉じ 
こめておいたのだった。いま現在、玉座にいるのは、大司教が魔法で造りあげた、替え玉の人 
形である。 
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「大司教様、 いかがな されましよう？」 


デーモンサーバントの問いに、大司教は考えこんだ。 

恐らくァーサーは、どこかで魔法を解いて、事件を明るみに出さんと、そして先代のかたき 
を討たんとここに戻ってくるだろう。しかしそうなってしまっては、せっかくの計画が水の泡 
だ。ここまで人知れずに進めてきたのに、人目につくょうな騒ぎを起こすわけにはいかない。 

城の騎士たちにも、明かすことのできない事実だ。彼らは大司教にではなく、城主に忠誠を 
誓っているのである。もしそこへ本物のアーサーが現れたとなれば、大司教に味方する者はい 
なくなってしまう。彼らを、アルル捜索に向かわせるわけにもいかない。恐らく、アルルとア 
丨サーはまだ一緒にいるはず。それと騎士団が邂逅したら、結果は同じだ。そのため大司教は、 
騎士たちにアルル捜査は自分がやるといい、自らこの独房まで来ざるを得なかったのである。 


b つそのこと、殺してしまう 力 . ？ 

大司教は考えた。 

ようは、事件が明るみに出さえしなければいいのである。つまりは「死人に口なし」。•そう 
いう こと だ。それに、 もともと 闇の剣のありかすらわかっていないのである。それと対になっ 
ている光の剣も、時間さえかければアーサーなどいなくと も 発見する ことは できるだろう。 
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そぅ結論づけたところで、大司教は懐から三枚の观符を取り出した。 

「札に銳明されし吸血鬼、そして邪悪な淫魔どもよ、古の血の契約に基づき、我の前に現れい 
でよ……！」 

二 さて、これからどうしよう? 

……"妖精の泉"つて、どこ? 


「あ〜、サッパリしたぁ！」 

| /'' -!」 

ア ー サ ー 様が教えてくれた池で ドロ だらけの身体を キレィに 洗った ポクとヵーバンク ルは、 
木漏れ日の下で濡れた身体を乾かした。そこは日当たりがとってもょくて、洗って干しておい 
た服も、 ポクら が水浴びしてるあいだに乾いてて、 モンダィな一 し！おゥチでお風呂に入っ 
たあとみたい な サッパリ感だ。 

「とっても 冷た くって 気持ちがいいですわぁ」 

とぅろ こさかなびとさんが、池の水を入れた桶の中で、びちゃびちゃと気持ちょさそぅにし 
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てる。抜け穴から出るときに、この桶を忘れずに持っ.てきてよかったよかった。桶がなくても、 
ダッコかオンブして運べば大丈夫だろうけど、水がなくて妖精の泉に着くまえにうろこさかな 
びとさんが干からびちやったらタィヘンだもんね。 

「それにしても、ァーサー様は遅いねぇ」 

池のほうを見ながら、ボタはいった。 

ボタらのあとに T 1サー様が身体を洗いに行ってから、もうだいぶたって るよう な気がする0 
お日サマも、そろそろ傾き始めてるよ。 

長風呂するヒトってよくいるヶド、いつキャ メロ ットの人たちとかが探しに来るかわかんな 
いし、そんなコトしてる場合じやないと思う。その辺は、ア ー サー 様のほうがよ くわ かってる 
はず。 

なんかあったのかなぁ . 。よくよく聞いてみると、水浴びし てるような 水の音もないみた 

いだし……。 

「心配ですわねぇ」 

「いってみ よう！」 

「ぐ.-| 

ボタは桶にくくりつけたロープをよいしょと背負って、池のほうに向かって歩きはじめた。 

池、といってもそんなにおっきくはなくて、どちらかといえば大きめの水たまりって カンジ 
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だ。でも、森の けっこう 深いところにあるおかげで人に荒らされた様子とかがなくって、水が 
とっても皆んでる。広さはそれほどじゃなくても、深さは結構あって、魚もちょっといるみた 
ぃだ。 

だけどその池に、飛べない鳥の姿をした T 1サー様はいなかった。 

「あれ . ？」 

どうしち やったんだろ . . 

「お い！ ァ丨サぁ！」 

ボタはおっきな声を出して呼んでみた。……だけど、返事はまったくない。 

「ドコ行っちゃったのかなぁ……？」 

「ぐ-」 

「どうしたの？ヵーくん」 

「ぐ」 

いきなりボタの前に立ったヵーバンクルが、自分の右足をちょいちょいって指した。 

「あ-っ！」 

思い出した！ 

よく考えたら、ァーサー様の右足に、結構おっきな鉄球がクサリでつながれてたんだっけ！ 
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デー モンサ ー バントが出てきたときは武器にもなった ヶド 、さすがにそれつけたまん まじ ゃ 泳 
げなぃょ。 

「もしかしたら、 アーサー 様おぼれてるか も…… ！」 

「それはタィヘンですわぁ。ここは、わたしにまかせて くださいぃ」 

キンチョー感もなにもない間延びした声でいうと、 うろこ さかなび とさん は皆ビ レを 使って 
桶からジャンプして、そのまま池に飛び込んだ。 

ドッポォ-ンッ！ 

ぶくぶくぶく . 〇 

うろこさかなびとさんが飛び込んだあとに広がる波の輪を、ポクはじっと見つめた。それか 
ら、どれくらいたっただろう……。波の輪が消えてしばらくしてから、水の中をなにかが it き 
上がってくるのが見えた。 

ザバアッ！ 

「見つけましたわぁ」 

と水面から顔を出したうろこさかなびとさんの腕の中で、アーサー様が気を失っている。お 
ぼれて水をたくさん飲んだみたいで、お腹がパンパンだ。 

ポクはアーサー様を受け取って地面に寝かせ、お腹を力いっぱい1^した。 

びう —— つ！ 
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力なく開いたクチバシから、たくさんの水が噴水みたいに出てくる。それに混じって、何匹 

かのお奋〖も出てきた。これで、今夜のオヵズはバッチリだ。 . って喜んでる場合じゃない。 

「ア^ — サ^ ~様！しっかりして！」 

「う、うう〜ん .- 

ボタが揺り動かすと、アーサー様はやがて、うめき声とともに眼を覚ました。 

「びよ？」 

「あ、気がつきましたわぁ」 

「ぐ-」 

「もぉ〜、心配したよぉ」 

「面目ないびよ . 」 

アーサ ー 様は ちょっとう つむいて、 ベンギンさん みたいな羽で後ろ頭を ポリポリ かいた。 
とま ぁいろいろと対 MJ ぎがあって、 アーサー 様の身体が乾いた頃には、もう夕方になっちゃ 

った。 

ボタら は池の ほとりで 焚き火を起こして、アーサー様がつかまえた- そうする 意志が あっ 

たかどうかは別として —— お魚を焼くことにした。お腹も空いたことだしね。 

「さて、これからどうするんだぴよ？」 

お腹いっぱいになって、ひと息ついたところで、アーサー様はいった。この頃には、もう空 
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は真っ暗になってる。この辺は結構深い森だから、お月様やお星様の光はほとんど届かなくて、 

ちょっちコヮイ。 

「このまま、ずっとここにい るヮヶ にはいかないだろう ぴよ？ 」 

「うん。とりあえず、 うろこ さかなびとさんを妖精の泉に帰してあげなきや 一 
ボクは空を見上げた。木々のあいだからなんとか見えたお月様は、あと二、三日もすれば満 
月ってカンジだ。つまり、あんまり時間はないってコト。 

「光の剣は、それからになるびよか」 

「そうですね」 

ボタはふと、池につかりながらこの作戦 カイ ギに参加している、うろこさかなびとさんのほ 
うを見た。焚き火を池のほとりでやることにしたのはこのためだ。必要がないなら、せまい桶 
に入れられてるよりはラクだろう、というヮヶ。ちなみに、 カイ ギに参加してるのは三人。 力 
1バンクルは、人よりはるかにたくさんのお魚を食べて、もうぐぅぐぅと気持ちよさそうに!^ 
ちやってる。 

「ねぇねぇ、 うろこ さかなびとさん、妖精の泉って ドコ にある の？」 

「わかりませぇん」 

「わかり ま せんって . 、そこから来たんで しょう？」 

とボタがちょっとおっきな声をだすと、 うろこ さかなびとさんは怯えて眼を うるうる させた0 
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r たってぇ……、わたし、泉から一度も出たことなかったんですものぉ。それにぃ、捕まった 
ときは気を失ってて、どこをどう行ったのかわからないんですぅ」 

「そうかぁ . 」 

それじゃぁ、しょうがないよねぇ。ナットクナットク。 

って、落ち着いてる場合じゃない。 

「コマったなぁ。場所がわかんないんじゃ、次の満月までに、妖精の泉に行けないかもしれな 
いよ」 

「そ、そんなぁ……」 

「ちょっと待つびよ」 

困るボタとうろこさかなびとさんのあいだに、アーサー様が口をはさんだ。 

「妖精の泉って、"妖精の森"の中にある泉のことびよか？」 

「え〜とぉ……。確か、 そうだっ たと思います ぅ」 

「妖精の森だったら、わたしが知ってるびよ」 

「ホント？」 

ポクがいうと、アーサー様はうなずく。 

「びよ。キャメロット城から南に行ったところに、妖精の森があるびよ。以前、地図で見たこ 
とがあるびよ」 
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「なるほど。じゃあ、朝になったら方角を カク ニンして、出発し ましよう」 

「いや、まだひとつだけ問題があるびよ」 

重々しい口調でァーサー様がいう。でも姿が飛べない鳥のまんまで、表情が変わんないから、 
イマイチ迫力がない。 

「モンダイって？」 

「ここが、城からどっちの方向に、どれだけ離れてるのかがわからないんだび よ」 

「え - っ！ あの抜け穴って、 ァ I サー様が掘っ たんでしょう？」 

「そうだびよ。だけど、ムチャクチャに掘ったから、どこに出たのかわからないんだびよ。子 
供の頃は覚えてたかもしれんぴよが、もう忘れてしまったぴ よ」 

「それで、よく助かりましたねぇ . 」 

「あの頃は、帰り道が わからなくて 泣いて いるところを、 父上がわざわざ助けに来て くれたん 
だびよ。それだけはハッキリ覚えてるびよ」 

「はぁ〜 . 。なるほど . 」 

美しい親子愛だぁねぇ。しみじみ……。 

って、ンなことしてる場合じゃないっての。 

「ここがド n かもわかんなくて、妖精の泉がドコにあるのかもわかんないんじゃ、オハナシに 
なんないよ」 
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「ここが妖精の森だったりしたら、ラツキーなんですけどねぇ」 

うろこさかなびとさんが、マジメな顔で、ノンピリしたことをいう。確かに、それだったら 
大ラツキーだけど、そう甘くはないのが世の中のツネ。 

ここがどこかわかんないんじゃ、ルシファー先生のおゥチにとりあえず帰るってヮヶにもい 
かないし……。困ったなぁ……。 

- .. 」 

と三人で途方に暮れているとき、 


みよう 

ボタはふと、森のほうに妙な人の気配を感じた 


ルシファーは、この世でも、あの世でもない空間を歩いていた。 

おおよそ地面と呼べるものはなにもなく、ただそこに足がついているから、歩いているに過 
ぎない。上下も、前後左右も、昼も夜もなく、ただ青と白がマーブル状に入り組んで、風か水 
の流れのよぅにぅねりながら広がっている。 

あるのは、己の意志力だけ。自分が前だと思えばそこに"前"があり、目的地の存在を信じ 








106 


れば、いずれそこにたどり着ける。 

知るものは、ここを"時空の狭間"と呼ぶ。過去と未来、そして現界と魔界とを結ぶ空間だ0 

ルシファーは、ある一点をただひたすらに目指して、時空の狭間を歩き続けていた。もう、 
どれほど進んだかわからない。常人には堪えられない無間地獄だ。かつて、幾人もの賢者、大 
魔導師と呼ばれる人物が、過去と未来を求めてこの時空の狭間に訪れたかわからない。しかし 
人間、魔族に拘わらず、誰ひとりとして無事に帰還した者はいなかった。ある者は M 死の状態 
までに衰弱し、ある者は気がふれ、またある者は二度と故郷の土を踏むことがなかった。 

ル シフ ァーは、そのょうな時空の狭間を渡ることができる、唯一の存在だった。 ここに 住む、 
ある人物を除いて。 

その、ある人物に会うために、 ル シ ファー はこ こまで やってきたのだ。 

黙々と歩く、フ I ドに覆われたその顔には、珍しく焦りの色が見え隠れしている。しかしそ 
れは、なかなか目的地に着かないからではない。ただひたすらに、目的地の存在を信じて歩き 
続ければ、いやでもたどり着ける。ルシファーの焦りは、現界で起きている事件に対するもの 
だった。 

それほどまでに、根が深く、複雑な事件だった。解決方法はまだ見つからないが、その事件 
が引き起こす、結果はわかっている。 

現界と魔界、そして時空の狭間のバランスが完全に崩壊し、世界は消滅する……！ 
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それだけは、なんとしてでも防がねばならない。せっかく見つけた逸材を、無下に殺さない 
ためにも . . 

「お珍しいですね、あなたがいらっしゃるなんて……」 

出し抜けに、声が空間じゅうに響き渡った。涼やか、という形容がぴったりあう、それでい 
て神々しい威厳を持った女性の声だ。 

『時の女神様……』 

ルシファーは、声の主の名をつぶやいた。ようやく目的の人物に会えた、そんな安堵の色を 
心なしか含んでいる。 

「今日は、なんの御用ですか……？」 

その言葉と同時に、ルシファーの目の前の空間がいきなり光りはじめた。見る者の眼を焦が 
すように激しく、そして邪悪なる者を浄化するように真っ白な光だ。しかしルシファーは、そ 
のような光から眼をかばうようなことはせず、じっと前を見続ける。 

やがて光は次第に弱まっていき、代わりにひとりの人物が姿を現しはじめた。 

乳白色の、薄くゆるやかなシルクのドレスに身を包み、手には先端に三日月をあしらった長 
い«?、足元まで届きそうな長いルビー色の髪の下には、すぎるほど端正に整った美しい顔……。 

この女性こそ、時空の狭間の主にしてルシファーが探し求めていた人物、時の女神だった。 

「あのとき以来ですね、ルシファー様 . 」 
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慈母のような優しさを込めて、女神がいう。その顔が、次第に悲しみを帯びて くる。 

「ああな りさえ しなければ、あなた も . 」 

『その話は、また今度に致しましょう』 

ルシファーは女神の言葉を制した。 

『今日は、時の女神としてのあなたにお願いがあって来たのです』 

「大司教の件ですね……？」 

『そうです』 

女神としての威厳を取り戻した彼女の問いに、ルシファーは ゆっくりとう なずいた。 

『彼の望みが成就すれば、空間はたちまち崩壊してしまいます。それほどまでに、魔界と現界 
と時空の狭間との連結は弱まってきているのです。あなたには、すでにおわかりのはずでしょ 
う？= 

いつになく、ルシファーは感情を込めて力説する。時の女神はそれに対し、暗闇の地獄に差 
し込む一条の光のような、まさに女神の微笑みを彼に向けた。 

「大丈夫、時が満ちれば私も参ります……。ご安心ください……」 

『そうですか……。それを聞いて安心しました』 

ルシファーは心から安心した というよう なため息をつき、そしてよ うやく、 いつもの飄 々と 
した笑顔に戻った。実は、女神の答えははじめからわかりきっていた。しかし本人の口からそ 
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れを聞くまでは、なんとなくいてもたってもいられなかったのだ。 

そんなルシファーの心根を見抜いて、女神が悪戯っぽくいう。 

r らしくなく、慌てていらつしやるのね……」 

『実は、この件には私の弟子が巻き込まれておりまして……。早急に解決しないと、彼女の身 
が危ういのです』 

「ずいぶんと、可愛がっていらっしゃるようですのね……」 

『これまでに、お目にかかったことのない逸材ですからね。ゆくゆくは、私、もしくはあなた 
の後継にと思って育てているのですが……』 

「それだけですの……？」 

女神の悪戯っぽい笑みは変わらない。ルシファーは、つかみ所のない優しげな表情でそれに 
応えた0 

『いやまぁ、その弟子というのが、私の初恋の女性の、子供の頃にうりふたつでしてね。つい 
つい情が移ってしまったようですね』 

「そうでしたの……」 

ふふ . 、と女神は楚々とした鈴のような、小さな笑い声をあげた。しかしその表情の中に、 

ほのかな悲しみが見え at れしている。「初恋」という言葉が、ルシファーと女神とのあいだに 
起きた、ある事件を一が) St にも思い出させたのだ。しかも、時の女神という彼女の立場を慮 
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って、ルシファーはその事件の責任をひとりで被ってしまった. 
神と魔族という、許されぬ恋の罪を……。 


三 おひさ、しぶりつ/ 

…… r /ょつつかしい V あ 


の妖精さんたち 


€ 


/^/t).?L1 

ポクは、気配を感じたほうをゆっくりと見た。……だけど、変わったものはなにもない。 

森は鬱蒼としていて、暗くてし〜んとしてる。ボタらがおこした焚き火のパチパチという音 
と、池でうろこさかなびとさんが奏でる水音が、ャヶに大きくポクの耳の中でこだまする。 

それでも、森は恐そうな雰囲気なんてゼンゼンなくって、魔物だとか、キャメ ロット城の追 
っ手とかが出てきそうなヵンジはない。むしろ、ホンヮヵしてなんとなくあったかくて、森の 
神様と夜の神様が一緒になってボタらを守ってくれてる、そんな気がする。 
r とうしたんですかぁ？」 

「ううん、なんでもないょ」 
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うろこ さかなびとさんの言葉に首をふりながら、ポクは作戦カィギに戻った。……といって 
も、 この場所と、：^精の泉の場所がわかんな くち ゃオハナシにならない、ってところでずっと 
止まっちゃってるんだけどね。 、 

ァー サ ー 様なんかもう、 コック リ コック リ しはじめてる。だいぶ疲れてたんだろうね。そり 
ゃぁ、あんな小さなところに閉じこめられてれば、気が張っちゃって疲れなんか取れやしない 
だろうし。 

かくいうボタも、今日ィチニチでだいぶ体力を使った。うろこさかなびとさんを背負って走 
りまわったりとかして、もうへ卜へ卜だょ。妖精の泉が見つかるまで、またこれからもおんな 
じコトしなきゃいけないし、ボタもとりあえず寝て体力を回復させなきゃなぁ……。 

「ふぁ〜あ . J 

北 冃中をぐ〜いと 伸ばして、 ボク はおっ きなアクビ をした。 

しゆんかん 

その 瞬間！ 

「 . ！」 ♦’ 

また気配を感じた。やっぱり、誰かがボクらのコトをそっとうかがってるんだ。 

「誰かいるのっ？」 

ボタは パッと そっちを見た。それと同時に気配の ヌシ はまたどっかに隠れたみたいで、姿は 
見えない。 
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「おっかしいなぁ……」 

いいながら、また焚き火のほうに向き直る。 

と思わせといて . . 

「ゎっ！」 

ィキナリまた森のほうを振り返った。さすがに相手は、これは見切れなかったみたい。 

「き ゃっ！」 

といいながら、ナンかちっちゃいものが、慌てて木の陰に隠れた。 

ふっふっふ、見たぞみたぞぉ . . 

「そこにいるのは誰？ おとなしく出てこないと、食べち やうよ！」 

なんてオドシをかけながら、ポクはナニモノかが隠れた木のほうに近づいた。……のはいい 
んだけど、むつちやくちや恐いモン スタ ーが、 あんぐりと 口を開けながら待って たりして……〇 
それはイヤだなあ。 


相手を威圧す るよぅ に、逆に内心はおっかな びっくりと 、ボタはその木の向こぅ側を ■きこ 
んでみた。 

そこにいたのは……、 
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ちぢこまってブルブルふるえながら宙に浮いている、ちっちゃな妖精さんだった。もう、い 
まにも泣き出しちゃいそうなくらいに怯えてて、三角帽子の、折れ曲がった先っぽについた丸 
い毛糸の玉 も、 身体と一緒になってふるえてる。身体は ヵ ー バンクルくらいの大きさしかなく 
て、ボタの手のひらや肩とかに乗っちゃいそう。羽根とかはなくって、なにか魔法みたいな力 
で宙に浮いてる。 

「大丈夫。食べちやうなんてゥソゥソ。そんなコトしないよお」 

精一杯の優しさをこめて、ボタはいった。 

「オドかしたりして、ゴメンね」 

ホントは、先にこのコがボクらをビックリさせたんだケド……。 

「だから、こっち向いて、ね★」 


妖精さんは、 ようやく こっちを向いた。エメラルドの長い髪とおんなじ色の眼が、まだちょ 
っとオドオ ドしながら も ボタを見つめる。 うろこ さかなび とさん みたいにハカナゲで、なんだ 
か「守ってあげたい！」と思わせる顔だちだ。 

「え、えと……、あの、その . 」 

ボタのほうに敵意はないと見てとった妖精さんは、モジモジしながら、なんとか言葉を出そ 
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うと努力する。顔を真っ赤にしちゃって、なんだか、とっても恥ずかしがりやの齡11さんみた 
ぃだ。 

「あり . ？」 

おかしいな . 。いまとおんなじ光景を、どっかで見たような気がするぞ。もしかして、デ 

ジャ•ビュって ヤツ？ 

いや、そんなコトはない。 

よくよく 見ると、この妖精さんもどっかで見た こと あるぞ。ド コ だったかな ぁ . ？ 

「ねぇねぇ」 

まだシド ロ モド ロして る妖精さんに、ボタはいった。 

「キミ、どっかで会ったコトない？」 

「え？ あ . 、えと、その . 1 

ボタの問いに、この恥ずかしがりやの衣精さんはちょっと齡いた。だけど、 ィエスとかノー 
とかいう前に、またシド ロ モド ロ 状態に戻っちゃう。 

でもこの驚きようからして、やっぱりどっかで会ったことがあるんだ。 ボク はそう判断した0 
「ほらほらぁ、やっばそうなんだ よ」 

どっかで ヒソヒソ 声がする。 

そうそう、やっぱりどっかで<;衣ってるんだよ。ポクは、 ヒソヒソ 声に同調す るよう にうなず 
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ぃた。 

って . 。 

「え . ？」 

ボタは辺りを見回した。 

ナーー？ いまの声 . . 

少なくとも、 目の前にい る 妖精さんの声 じ ゃない コトは 確か。 この 妖精さんは、顔真っ赤の 
シド ロ モド ロ 状態で、それどころ じ ゃない。うろこさかなびとさんでも、アーサ ー 様でも、力 
1バンクルでもない。 

じゃ、じゃぁ、「ほらほらぁ、やっばそうなんだよ」っていったのは、誰……？ 

「上だよ、う、ぇ」 

「うえ . ？」 

クスクスっていうたくさんの笑いと一緒に、また声がした。それに導かれるママに、ボタは 
上を見る。 

そこにいたのは、木の葉っぱに隠れるようにしながらボタを見下ろしてる、たっくさんの妖 
精さんたちだった。みんな、恥ずかしがりやの妖精さんと同じ若草色の服を着て、思い思いの 
色のトンガリ帽子をかぶってる。全部で、十人くらい。 

「やっほ一★」 
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そのうちのひとりが、ボクに向かって手を振った。 

「アルルちゃん、だったっけ？ひっさしぶりだねぇ」 

ボタがぼぉ〜っとして見てると、みんなタンボボの綿毛みたいに フワフワと 降りてきた。そ 
して、ちょうどボタの眼の高さくらいのところで止まる。 

ド n だったっけなぁ〜。どっかで会ったコトあるんだよなぁ〜、この妖精さんたち . 。 

「あ！思い出した！」 

ボタは、ボンと手を叩いた。 

そうそう、ボタがう〜んとちっちゃい頃に会ったんだ。確か、魔導幼稚園に入る前じゃなか 
ったっけ……？お母さんに、お薬をおばあちゃんに届けてってお使いを頼まれて、それで迷 
子の森に入っちゃって……。その迷子の森で、恐いモン スタ ーから助けたのをキ ッヵヶ に、妖 
精さんたちとお友達になったんだっけ。 

「思い出した？アルルちゃん」 

さっき、木の上で手を振ってた妖精さんが、フワっとボタの顔の前に飛んできていった。 
「うん ！ みんな、元気そうでナーー ョリ だね」 

「アルルちゃんも、すっかり大きくなっちゃって」 

「みんなもすっかり . って、あり . ？」 

ボタは、妖精さんひとりひとりをジッと見た。よくよく見たら、みんなゼンゼン変わってな 
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いよ。 

「どうしたの？ アルルちゃん」 

「いや、みんな元気なのはいいんだヶド……。あれから何年もたってるのに、ゼンゼン変わっ 
てないなぁ〜って……」 

「あたしたちは妖精だからね。人間界とはゼンゼン違う時間の流れで生きてるんだ。だから、 
アルルちゃんから見て変わってなくって、あたりまえだよ」 

うんうん、と妖精さんがみんなでうなずく。 

「へぇ〜、そうなんだ」 

「ところで、どうしてアルルちゃんはこんなところに？」 

ポクは、これまでのイキサッを話した。騎士さんたちに捕まって、ぶよぶよ大司教に死孤を 
いい渡されて……。それから牢屋でうろこさかなびとさんやアーサ I 様と出会って、アーサー 
様が昔掘った抜け道を使って牢屋を脱出して……。 

「へぇ〜、 タイ ヘンだねぇ……」 

ヵンガイ深げに、妖精さんたちは腕を組んでうなずく。 

「ねぇねぇ、ところでさ 一」 

ポクはいった。 

「ココって、迷子の森なの？」 
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いまボタらがいる辺りは、キャメ ロット城からそんなに遠く離れてはいないはず。少なくと 
も、お城の近くにそんな森があるなんて聞いたことがない。それに、ボタがちっちゃい頃に迷 
いこんだのは、お城から遠く遠く離れた、ボタの実家のほうだ。だけど、この妖精さんたちが 
いるって コトは . 。 

「ううん、違うよ」 

ポクの問いに、妖精さんのひとりが首を振った。 

「ここは妖精の森。ずっと前に、迷子の森から引っ越してきたんだ。ここには、仲間がいっぱ 
いいるからね。ちなみにキャメ ロットとかっていうのか知らないヶド、北にちょっと行けばお 
城があるよ」 

「そうなんだ」 

ナツトクナツトク。 

って、ちょっと待って。 

「いまなんていった？」 ぴ 

ポクは、妖精さんのひとりにグィっと顔を近づけた。その勢いにちょっと怯えながら、その 
妖精さんは話す。 

「え……？北にちょっと行けばお城があるって……」 

「違う、その 前！」 
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「ここには、仲間の妖精がいっぱいいるって……」 

「そのもっと 前！ ここがなんだって？」 

「ああ、ここは妖精の森だよ」 

「じゃぁさ、妖精の泉って知って る？」 

「知ってるよ。ここからだったら、南に半日くらいかな」 
r どうし ちゃった の？ アルルちゃん。そんなに慌てちゃって」 

別の妖精さんが、ポクをなだめるようにいう。 

ボクは、うろこさかなびとさんのコトをみんなに 詳しく 話した。次の満月までに妖精の泉に 
帰らないと、うろこさかなびとさんは死んじゃうの だ！ で、ここが ドコ だかもわかんないし、 
どうしようかって困ってたところだったって。 

「ええっ！それは タィ ヘン……って、もうそんなに慌てる必要はないね」 

「そうそう、ここから何日もかかる ヮヶじ ゃない し」 

「ゆっくり寝てからでも、じゅ一ぶん間に合うよ」 

「明日になったら、あたしたちが案内してあげるよ」 

妖精さんたちは、口々にいった。なんだか、困ってるポクを安心させようと一生祖献って 力 
ンジだ。もう感謝ヵンゲキ！うれしくって、涙が出てきちゃうよ。 

「みんな、ありがとう」 
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「なんのなんの、トモダチじゃない！」 

ボタがお礼をいうと、妖精さんのひとりが、ちっちゃな胸を張って、これまたちっちゃな手 
で叩いた。 

「じゃあ、とりあえずみんなのところに戻ろう。ポクの新しいお友達を紹介してあげる よ」 

「ホン ト！」 

きゃっきゃっとはしゃぎながらボタの周りを飛ぶ妖精さんたちを引き連れて、ボタは焚き火 
のところに戻った。だけどもう、カーくんも、アーサー様も、うろこさかなびとさんもグッス 
リ眠っちゃってる。 

「寝ちゃってるね . 」 

妖精さんのひとりが小声でいった。 

「そうだね。いまから起こすのもナンだし、ボタたちも寝よう。朝起きたら、みんなを紹介し 
てあげるね」 

というヮヶでボタは、たくさんの妖精さんたちに囲まれて、横になった。 

なんだか、すごいラッキーな展開だ。まさかこんなところで昔会った妖精さんたちと再会す 
るとは……！しかも、その妖精さんたちが、妖精の泉の場所を知ってるとは思わなかったよ。 
まあ、落ち着いて考えてみれば、名前が名前だけに、妖精さんたちが知ってても、ちっともフ 
シギじゃないヶドね……。 







『しかし……』 

時空の狭間の、うねるような空間の中で、不意にルシファーは生真面目な口調でいった。 

『この空間の歪み……、早急になんとかしなければ』 

魔界と現界、そしてそれらをつなぐ時空の狭間……。そのみっつのバランスが、日を追うご 
とにずれてきている。それは、ルシファーと彼に対峙する時の女神を取り囲んでいる、時空の 
狭間が物語っていた。いまや時空の狭間は、白と青を中心とする色彩の嵐だ。平静なときのこ 
こは、雲の上を歩くように軽やかで、深海のように穏やかで静かなところなのに……。 

そして、そのバランスのズレを起因とする事件が、 ここ 数年のあいだに多発しすぎている。 
ぶよぶよ大魔王なる魔物が現れたのもしかり。また、かつてサタンが"日出る国"に残した意 
識体に、サタンの魔力が流れ込み、ぶよぶよ大明神と名乗る魔物に成長したのもしかりだ。今 
回アルルを巻き込んだ事件も、空間のズレが原因であることは、これまでの調べですでに判明 
している。 

そろそろ、根本的な解決を試みなければならないのではないか……？ 

ルシファーはそう判断し、この時空の狭間の主である時の女神のもとへとやってきたのであ 
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った。 

『女神様、やはり々オヮニモ"は封印すべきなのでしょぅか？』 

"オヮーー，は、この世における最大級の魔法といわれている。それは、どんな強力な魔物で 
あっても、有無をいわせずに時空の狭間の無間地獄へと送り込んでしまぅものだからだ。ただ 
し発動には条件があり、同色同種の魔物が四匹以上そろっていなければならない。めったに発 
生しない状況ではある。 、 

数百年前にこの呪文を産み出した"賢者"は、その威力と発動機会の少なさから、クオヮニ 
モ"をしたためた魔導書を封印してしまった。またこの呪文は、現界 —— もしくは魔界 —— と 
時空の狭間とを、一瞬とはいえ強引に連結させるものである。賢者は、それがみっつの空間に 
歪みをもたらすことを見抜いていたのだった。 

しかし、隠した秘密はやがて暴露される……。 

数年前に、何者かが"オヮニモ"の封印を解いてしまった。それだけなら大した事件ではな 
いが、この世には、，/オヮニモ"が通用する唯一の、かつ大量の魔物が存在する。それが"ぷ 
よぷよ"である。 

かくして、ぶよぶよに対して"オヮニモ"が使われるたびに、少しずつ世界のバランスはズ 
レ始めていった。それがやがて"ぶよぶよ大魔王"を産み出し、さらにその事件をキッヵヶに、 
クオヮーーモ"は世界的に広がっていった。 
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『やはり、あの呪文を広めたのは失敗だったか……』 

ルシファーは歯嚙みした。アルルやルルー、サタンには決して見せない表情だ。 

実は、 ルシファー こそが"オヮ ニモ" を世に広めた張本人だった。かって、 アルルとルルー 
との戦いに敗れ、無数のぷよぷよとなって各地に散っていった"ぶよぶよ大魔王"の身体を消 
し去るために起こした行動である。果たしてそれは首尾よく運び、一度は一面のぷよぷよ地獄 
になるのでは と 目された地上 も、 いまでは もとの 落ち着きを取り戻している。 ルシファ ー は、 
事態が完全に落ち着いてから"オヮニモ"を再び封印すればよいと目算していたのだが、それ 
が甘かった。空間の歪みは予想以上に早く、激しく、彼が気づいたときには、もはやすでに修 
復不可能なほどまでになっていたのだ。 

ル、 ゾファ ーは、空間の歪みを修復せんと奔走した。その関連で"日出る国"に赴いたのだが、 
そこで"ぶよぶよ大明神"なるものと遭遇し、空間の歪みは遥かに複雑な方向に向かっている 
ことを知った。そして、今回の"ぶよぶよ大司教"の出現である。もはや、この事態を収める 
には、時の女神の力を借りる以外になかった。 

「確かに、"オヮニモ"を封印することは必要最低限です . 」 

先程まで、友人のよぅにルシファーに相対していた女神が、ふと自分の職務を思い出したよ 
ぅに、毅然とした表情でいった。 

「しかし、事態を安定化させるためには、それだけでは ダメ です……。現界は現界らしく、魔 
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界は魔界らしく、もとあるべき姿に戻すことが必要です……。わたくしのいっている意味がわ 
力り ますね . ？」 


女神の口調には、咎めるようなものがあった。その意味が痛いほどわかっているルシファー 
は、言葉を返すことができない。 

つまり女神は、ルシファーに魔界に帰れといっているのだ。魔導学校の可愛い生徒たち、愛 
弟子アルルと決別して……。 

「魔王様もこぼしておられましたよ …… J 
『父上が……？』 

珍しい名を聞いて、 ル シ ファー は反射的に言葉を漏らした。その心の中で、父親で ある 魔界 
の王に、いったいどれくらい会っていないのだろうと考える。少なくとも、ここ数百年のレべ 

ルでム14っていない。 

「あなたやサタン様、それにヶーニヒス•ティ I ゲル•フォン•シュテルン博士のような、魔 
界の大物がいつまでも現界に居座っていては、他の者にしめしがつかない、とね……」 

いつのまにか女神の口調からは、咎めるような雰囲気が消え、悪戯っぽい友人のようなそれ 
に変わっていた。 

r お妃様や後継者を探すのも結構ですが、あなたもサタン様も、もう少し御自分の立場という 









ものをお考えになったほうがよろしいのでは……？」 

女神は、今度は乳母か御つきの家庭教師のような口調でいう。しかし、諫めるというよりは、 
その言葉は完全に慈愛に包まれていた。 

「でないと、今度は角だけでは済まなくなるかもしれませんよ……」 

これは、いった本人のほうが心を傷めた。ルシファーが角を失った事件に、女神自身も深く 
関わっていたからだ。 

『御忠告いたみいります。考慮に入れておきましょう』 

ルシファーは女神の言葉に、うやうやしく頭を下げた。 

「忠告ついでに、もうひとつ……」 

『なんでしょう？』 

「かの大司教が、光の剣と闇の剣を狙っているようです。あれも、もとに戻したほうがよいで 
しよう」 

『わかりました。現界でお目にかかれることを楽しみにしております。では……』 

ルシファーはゆっくりと女神に背を向け、歩きはじめた . 。 
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四着いた着いたよ〃蚨精の泉"/ 

. /7ッコ イイ； C 兄？ んが出てきて クラクラ? 

朝起きて、驚くァーサー様たちをなだめて妖精さんたちを紹介し終えたボタらは、早速、妖 
精の泉に向かって歩きはじめた。もちろん、朝ゴハンはちゃんと忘れない。うろこさかなびと 
さんが捕まえてくれたお魚と、妖精さんたちが摘んできてくれた木の実で、お腹いっぱい、パ 
ヮー全開だ！ 

背負った うろこ さかなびとさんを入れた桶も、ァーサー様と カー くんのおかげでだいぶ楽。 
ァーサー様の上に カ ー バンク ルが乗って、桶を下から支えて くれる からだ。 

妖精さんたちの案内で、ボタらは妖精の森の奥へと進む。朝に出発して、さっきお昼ゴハン 
も済ませたから、あともうちょっとで妖精の泉かな？ ってカンジだ。 

この辺りになるともう、けもの道くらいしかなくって、歩くのがちょっちタイヘン。気をつ 
けてないと、転んじゃいそう。 

森もだいぶ深くなって、鬱蒼としてきている。お日サマの光があんまり届かなくってヮリと 
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薄暗いヶド、そんなに恐いカンジはしなくて、むしろホンヮカしててあったかいカンジがする 
のは、もしかして妖精さんたちのおかげ.：…？ボクらを案内してくれてる妖精さんたちのハ 
ナシによると、この森には数え切れないくらいの妖精さんたちがいて、いまこうして歩いてる 
ポクらのコトを、じっと見守っててくれるんだって。ホントは、この森に入った人間を魔法で 
迷わせて、二度と出られないようにしちやうらしいんだヶド、ポクは妖精さんたちとお友達だ 
から大丈夫みたい。あとほかに、"光の剣"を持ってる人もこの森に入れるらしいんだけど、 
"光の剣"ってナニ？まぁ、いいか……。 

そのおかげで、この森はキャ メ ロット城からあんまり離れてないっていうのに、あのコヮィ 
騎士さんたちにまた捕まる心配もないんだもんね。妖精さんたちに感謝感謝！ 

なぁんて コトを 考えながら歩いてると、いきなり ア I サー様が ポクの 後ろで口を開いた。 
r ずっと気になっていたびよが……」 

「なんです？」 

「よく、わたしを本物のアーサーだって ィッ パツで信じたぴよな。普通、ちょっとは疑ってか 
かるもんぴよ」 

「そういえばぁ、そうですわねぇ」 

相変わらず間延びした口調で、 うろこ さかなびとさんがいった。 

確かに、そういえばそうだねぇ。考えてみたコトもなかったヶド。 
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「どうして、ィキナリそんなコト聞くんですか？」 

ポクは前を向いたままで尋ねた。 

「これがヮナだったりしたら、どうするのかと思ってびよ。なんにも考えてないとしたら、お 
人好しにもホドがあるびよ」 

r えへへぇ〜。ホン ト になぁんにも考えてなかった りして ……。でも . 」 

ボタは、歩きながら空を見つめた。 

「少なくとも、会った瞬間には、ヮナだとかなんだとかっていうカンジしなかったもんなぁ。 
それに、カーくんについてったら、ァーサー様の牢屋に来たんですよ。カーくんがだいじょぶ 
だっていうなら、まぁ、大丈夫かなぁって思って……」 

「なるぴよ . 」 

「ァーサー様だって一緒じゃないですか？デーモンサーバントを追っ払ってからだけど、抜 
け道を教えてくれたりして……。ボタらのほうだって、ヮナかもしれないでしょ？」 
「そういえば、考えたコトなかったびよ……」 

えへへへぇ〜、とボタとアーサー様は、同時にテレ隠しの笑いを浮かべた。 

「お互い、似た者同士、お人好しってところびよか」 

う、なんだかラブロマンスかなんかにありがちなセリフ。そりゃぁ、うららかな昼下がりに 
ルシファ I 先生のおゥチのテラスみたいなところで、本当の姿のかっこいいアーサ I 様に、 
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「わたしたちは似た者同士、うまくやっていけそうだね……」 

なぁんてささやかれたりなんかしたら、 クラクラ しちゃいそうだけど . 。いまのこのシチ 

ュエーションはちょっとねぇ……。ポクが桶しょって、それを飛べない鳥の姿のァーサ I 様が 
カーくんと一緒に支えてるっていうんじゃ、ムードもなんにもナィ。 

「ほらほら、見えて きたよ！」 

という妖精さんの言葉で、ボタは我にかえった。見ると、前のほうの木々のあいだで、なん 
だかキラキラ光るものがある。そろそろ傾きはじめたお日サマを浴びて輝く、ものすごくキレ 
ィな水面だ。 

ポクらは、それ目指してまっすぐ進む。するとやがて森がとぎれ、ボタらの目の前いっぱい 
に水面が広がった。 

ボタは思わず、ため息のような感嘆の声をもらした。 

泉そのものは、そぉんなにおっきくはないヶド、すん ごく キ レィ。 もうす ぐ 夕方って カンジ 
の、微妙なお日サマの光を浴びて、虹色の カガ ミみたいにキラキラしてる。一瞬、虹ってココ 
から生まれるのかなぁ、ってホンキで思ったほど。 ところどころで 水が湧き出してて、 ポコポ 
コと出てくる泡が水面を静かに波立たせてる。それが、ゼンゼン鏡にキズをつけてるって カン 
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ジになってないのがミソ。 

そんな水面を、たくさんのちっちゃくて淡い光の球が、チョゥチョやホタルみたいに優雅に 
飛び交ってる。たぶん、あれはポクらを案内してくれたヒトたちより、ちっちゃい種類の妖精 
さんだ。ルシファー先生の書斎にあった図鑑で見たコトがある。 

それにしても、キレィな景色だなぁ……。 

「あ、あのぉ〜……」 

泉を見つめるボタに、背中のうろこさかなびとさんがおずおずと声をかけた。 

「わたしを、泉に帰して欲しいんですけどぉ……」 

「あ、そうか。ごめぇん」 

ボクはアーサー様に手伝ってもらって桶を降ろして、うろこさかなびとさんを泉に帰してあ 
げた。するとうろこさかなびとさんは、途端に元気になったみたいで、しばらくバシャバシャ 
と潜ったり跳ねたりを繰り返した。うんうん、よかったよかった。 

「ありがとぉございますう。おかげで元気になりましたぁ」 

元気になっても、アクビが出ちゃいそうな口調は変わらないのね。 

「よかったね★」 

ボタはゥィンクした。 

「できればぁ、なにかお礼をしたいんですけどぉ」 
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「お礼かぁ……。大司教にボタの罪を取り消させる、っていうのはできる？」 

「そ、そういうのはちょっとぉ . 」 

「ちょっといいぴよか？」 

いきなり、アーサー様が口をはさんだ。 

「可能なら、知りたいことがひとつあるぴよが . 」 

「じゃあ、ァ ■ —サ-—様どうぞ」 

「すまんぴよ」 

「なんですかぁ？」 

「実は以前、とある賢者に光の剣を預けたびよ。その賢者の居場所が知りたいびよ」 

「賢者って、もしかして"南の賢者様"？」 

ボタは聞いた。 

「そうだぴよ」 

"南の賢者様"といえば、この辺じゃかなり有名なヒトだ。魔導学校の教科書にも載ってるく 
らい。いつも南のほうからやってくるから"南の賢者様"って呼ばれてるらしいんだけど、ド 
コに住んでるかは誰も知らない。 

数百年前に"魔法"をヵクリッさせた偉人だって学校で習ったヶド、ァーサー様の話しぶり 
だと、いまでも生きてるみたい。だとしたら、いま何歳なのかしら……？ ル シファ ー 先生と 
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かサタンとかとおんなじくらいかなぁ。まさか、ルシファー先生とかシュテルン博士が"南の 
賢者様"だってオチは、ないよね ……0 

「大司教が現れる前、賢者様はよく城に来て、魔法の手ほどきとかをしてくれたびよ。その賢 
者様に、大司教に奪われる前にと思って、光の剣を預けたびよ」 

「へぇ〜」 

「それを返してもらって、大司教に対抗しようと思ってるびよが、賢者様の家を知らないんだ 
びよ」 

「じゃあ、預けたときはどうしたんですか？」 

「ちょうどよく賢者様が城に来てたから、そのときに預けたんだびよ」 

「なるほど。 うろこ さかなびとさん、それってわかる？」 

「わたしはムリですがぁ、 ゥォーターエ レメント様ならわかると思いますぅ」 

「ウォーターエレメント？」 

ボタと アーサー様、妖精さんたちは、声をハモらせていった。 

「この泉の守護様ですぅ。わたしはお会いしたコトないですけどぉ、呼び出す呪文なら知 
ってます ぅ」 

と、うろこさかなびとさんは泉の中心まで泳いでいって、祈るように手を合わせた。そして、 
ちょっち間延びした呪文を唱える。 
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| ゥォ ー タ I エレメント様あ、守護精霊様あ、どうかわたしの願いを聞き入れて、お姿を現し 
てくださいぃ . 」 

ボクやアーサー様、妖精さんたちは、これからナニが始まるのかとうろこさかなびとさんの 
ほうをじっと見つめた。 

1L I /v/Ny#v\l()(\/v)()() •••••• 

だけど、なあんにも起こらない。水をうったような静けさとは、まさにこの コト。 

「あれぇ〜、おかしいですねぇ〜 . 」 

とうろこさかなびとさんが首をひねった 瞬間！ 

「はあ〜い！守護精霊様はココですよぉ〜ん！」 

っていう声と同時に、うろこさかなびとさんのほうじやなくてボタらの目の前に、 ドロンと 
誰かが現れた。 

それは、薄い布——っていうか帯を身体にまきつけただけの、ちょっとアブない格好をした、 
キレイなお姉さんだった。 

ボタはおろかルルーだって負けちゃいそうなナイスバディにッヤッヤの黒髪、キレイで妖し 
い顔立ちをして、まるで綱渡りをするみたいに、爪先で水面の上に立ってる。 
r ご用はなんなのかしらあ〜ん★」 

身体と一緒にタネクネする声で、そのヒトはいった。 
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あっれぇ〜？ ゥォーターエレメント さんって、こんな ヒトだ ったかなぁ……。ちよっち違 

うような気がする。 

「う、美しいびよ……！」 

「ほえ？」 

突然、ため息まじりの声がした。ボタは反射的にそっちを見る。男のヒトで、こんなぴよぴ 
よ声してるのは、いまのところ約一名しかいない。 
r ……びよ★」 

もはや、アーサー様のヵーくんみたいなちっちゃな黒眼はおっきなハー トマ I クになっちゃ 
って、6兀全にいきなり現れた女の ヒトに 釘づけ。相変わらず女の ヒト は、アーサー様を挑発す 
るよう に、色っぽく タネタネして る。 

よく 見ると、そうなってるのはアーサー様ひとりしかいない。妖精さんたちも、 うろこ さか 
なびとさんも、啞然としちゃってる。そりゃそうだ。ヵーくんは別として、ボタも、妖精さん 
たちも、 うろこ さかなびとさんも女のコだもんね。そりゃぁ、ゥォ ーターエレメント —仮称 
——さんのプロボ ー ショ ンや顔立ちはうらやましいヶド、アーサ ー 様みたいにデレ H 〜っとす 
るほどじゃない。 

やっぱ男のヒトって、顔がキレイで、ナイスバディで、エッチな服装のヒトのほうがイイの 
かなぁ…… ？ ルシ ファ ー 先生とかも、やっぱそうなのかなぁ…… ？ 
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って、そんなコトはおいといて。 

思い出したぞ！エッチな格好で男の ヒト をたぶらかすモン スタ ー。 ゥォーターエレメント 
さんなんかじゃ、ぜぇ〜ったいに ナィ！ 

「みんな、気をつけて！こいつはサキュバスだよ！ゥォーターエ レメント さんなんかじゃ 
ない！」 

「ええっ！ I 

ボタがいうと、うろこさかなびとさんも妖精さんたちも騒然となった。モンダィは、果たし 

てァーサー様の耳に届いてるかどうか . ？ 

「じゃ、じゃぁ、本物のゥォ I ターエレメント様はぁ……？」 

と、うろこさかなびとさん。眼が、悲しげにうるうるしちゃってる。 

1 っか 

「もしかしたら、どこかで捕まってるのかもしれない」 

「わたし、探してきますう」 

いうが早いか、うろこさかなびとさんはザブンと泉の中に潜っていった。 

「あ〜ら、バレちゃったのねぇ」 

いつのまにか、デレデレのアーサー様に、へビみたいにしなだれかかってるサキュバスがい 
った。 

「ま、いいわ。……さぁァーサー様ぁ、大司教がお待ちですわよぉん★あたしと一緒に、 


お 
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城に帰りましょうねぇん★」 

「びよぴよ、帰るぴよ★」 

クネタネした サキュ バスの 言葉に、アーサー様はキ ッッキのようにうな ずくだけ。 もう 完全 
に骨ヌキ状態だ。 

「アーサー様！しっかりして！これはヮナだよ！」 

「いや、これでいいんだよ」 

という、別な男のヒトの声と同時に、 

ボン。 

と誰かが後ろからボタの肩を叩いた。 

「ほえ . ？」 

振り返ると、これがまたィィ 男！ 

シュッ、という音が聞こえて きそうな 切れ長の眼に、冷たい氷の ような ブルーの瞳。これで 
もかってく らいよ く通った鼻筋に、 カタ チのいいとがったアゴ。手入れが カンペ キに行き届い 
てる長いエメラルド色の髪……。どれを取っても、ルシファー先生やサタン、本当の姿のアー 
サー様をはるかに上回る カッコよさ！ 

そんなお兄さんが、いつのまにかボタの後ろに立っていた。 

並日通ならここで、お兄さんの カッコよ さに クラクラぁつてくると ころだろう ケ ド、 ボタは そ 
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うならない。代わりに、お兄さんをキツ！と睨みつけた。 

なんでかっていうと、お兄さんがポクの好みのタイプじゃないから。 

確かにカツコイイのは認めるけど、人を見下したようなキザったらしい微笑み、服装、ポー 

ズ-指にバラをはさんじゃったりして-そのすべてがイャ。なんか、いかにも下心ありま 

すってカンジだし、それに、男の ヒトは 顔じゃないよ。中身と、それから、好きな人のことを 
どれく らいホンキで想ってるか、 コレ だよね。 

そんなコトはおいといて……。 

それに、ポクはこのお兄さんの正体を知っていた。サキュバスと一緒に現れた、このお兄さ 
んは……！ 

「やあ'^ つ ★ 」 

ボタの考えを台無しにするように、いきなり黄色い悲鳴がこだました。カツコよさに騙され 
た妖精さんたちが、お兄さんに群がっていったのだ。 

「おや、これはこれはビューティフルな子猫ちゃんたち。悪いけど、キミたちの相手はあとだ0 
しばし待っていてくれたまえ。あとでタツプリ可愛がってあげるから……★」 

ゥインクと ともに、お兄さんは妖精さんたちに向かっていった。ポクにとっては歯が カユく 
なって くるよう なセリフなんだけど、妖精さんたちはもう メロメロ だ。 
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「騙されないで！そいつはインキュバスだよ！」 

ボタは妖精さんたちの眼を覚まさせようと、声を張り上げた。だけど、アーサー様みたいに 
眼がハートマークになっちゃってて、ゼンゼン聞いてやしない。 

インキュバスとサキュバス——。 

またの名1刖を淫魔といって、インキュバスは女のヒトを、サキュバスは男のヒトをたぶらか 
すモンスタ I だ。たぶらかしてどうするかというと、口じゃいえないあ . ~ I うコトやこ一 V う 
コトをして、あげくの果てに生八叩力や魔力を吸い取っちゃうという、アブないヤッなのである。 

だけど、さっきサキュバスがアーサー様にいったセリフを考えると、ボタらの生命力を吸い 
取って どうこうってヮヶじ ゃ、とりあえずはないみたい。たぶん、大司教の差し金なのだ。 

「アーサ I 様と妖精さんたちをはなしなさい！」 

ボタは、インキュバスとサキュバスのふたりに向かっていった。だけど、二対一はかなりッ 
ライ ぞ。うろこさかなびとさんは、守護精霊さんを探しにいったきりでいないし。ちょっとピ 
ンチってカンジ……。 

「ちょっと聞き捨てならないなぁ……。はなしてくれないのは彼女たちのほうだよ」 

あくまでもキザに、あくまでも人を見下した態度でインキュバスはいう。 

なんだかムカック！ボタ、こういうヒトってだいっっっっっキライ！ 
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「それにしても、なぜキミはヮタシの虜にならないのだ？」 

「それは、男の ヒトがヵッコ だけじゃないって コトを 知ってるから だよ！」 

ポクはいい放った。 

「格好だけじゃないぞ。ヮタシの、このあふれんばかりの愛を、キミは感じないのか？」 
「感じな いよお〜 だ！」 

インキュバスに向かって、ボタはあっかんべ一をする。 

「あんたのいう愛には、"ハート"がこもってないのよ！"ハート"が！そのゥソの愛で、 
いったい何人の女のヒトを食い物にしてきたの？」 

我ながら、ちょっといいスギかなぁ……。でも、いってるコトは間違ってない、と思う。や 
っぱ、恋愛は心だよ、うんうん。 

「ふっふっふっふっふっ . _ 

インキュバスはうつむいて、すくめるように肩をふるわせながら笑いはじめた。 

「まつつまつ ^ つ . 、- H I -つ tt つまつ^つまつ つ！」 

最後は高笑い。ひとしきり笑ったところで、インキュバスはボタをまた見下した。 

「こんなにあけすけにいわれたのは初めてだ。物事をあんまり ハッ キリいいすぎるコは、モテ 
ないぞ。……まぁいい。しょうがないので実力行使に移させてもらうよ。……すまないがサキ 
ュバスくん、手伝ってくれたまえ」 
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. r イャよ」 

インキュバスの言葉に、サキュバスはブイっとそっぽを向いた。 

「その小娘を連れかえるのはあんたの仕事でしょ、さっさとなんとかしなさいよ」 

「しかたないなぁ……」 

いいながら、インキュバスはサキュバスからポクに視線をうつした。どうやらこのふたり、 
あんまり仲がよくないみたい。 

ジッ、とインキュバスの氷のような眼がポクを見下ろす。 

逆にポクは、キッと見上げてやった。 

ふたりいっぺんにじゃなくって、ひとりずつ戦うことになりそうだから、その点はラク。だ 
けど、不利な コトは ゼンゼン変わってない。モンダイは、ァ ー サ ー 様や妖精さんたちだ。呪文 
で攻撃なんかしたら、みんなを巻き込んじゃう。困ったなぁ……。 

「サキュバスがダメなら……」 

インキュバスはいった。 

「このビューティフルな妖精さんたちに手伝ってもらおう」 

パチン！ 

インキュバスは指を鳴らす。その途端！ 

ギッ！ 
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と妖精さんたちの眼が、一斉にボタのほうを向いた。トモダチ同士の、和やかな雰囲気じゃ 
ない。敵を 一ー ラむ、鋭い眼だ。 

「みんな！ボクだよ、アルルだよ！眼を覚まして！」 

ポクは、必死になって妖精さんたちにいった。だけど、 ゼンゼン 元に戻る様子はない。なん 
だか、とっても悲しくなってきた。何年間 も 離れてたヶド、それでも忘れなかった トモ ダチ関 
係だったのに…… 。ィンキ ュバスひとりに、それが壊されちゃうなんて……。 

「ぐ 一!」 

いきなり、ヵーバンクルがボタの肩にびよ〜んと飛び乗った。そういえば、いままでドコに 
いたんだ？このコは。 

「どうしたの？」 

「ぐ一！」 

ヵー くんは、ポクにモミジの葉っぱみたいなちっちゃいものを手渡した。 

r ナーーコレ？」 

いま自分が置かれてる危機も忘れて、ボタはそれをシゲシゲと見つめた。 

それがィキナリ、 

ポンッ ！ 

と音を立てて、おっきくなる。 
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「うわぁ！」 

驚きのあまり、ボタはそれを落としそうになった。 

いまやそれは、モミジ、というよりはボタの顔くらいある、カエデのうちわみたいだ。つい 
さっきまでカーくんサイズだったそれの、握りのところがボタの手にぴったりフィットしてる。 

「これ、"色蕉扇"じゃない！」 

「ぐ一！」 

"日出る国"で、七ぶよ神が持ってたアイテムだ。あおぐと突風が吹き荒れて、いろんなもの 
を吹き飛ばすスゴイやつなのだ。 

「コレ、持ってきちゃってたのね」 

ひょんなコトから、"日出る国"に行く前に手に入れたヤツなんだけど、ぶよぶよ大明神を 
倒したあとに、てっきり返したと思ってた。 

「ぐ—」 

「え？ コレを使えって？」 

ここでイキナリ突風なんか出したら、インキュバスやサキュバスはおろか、妖精さんたちや 
アーサー様まで吹き飛ば しちゃう ……というコトはない。望んだものだけを吹き飛ばすことが 
できるのだ。"日出る国"で使ったときもそうだった。ぶよぶよ大明神だけに突風を浴びせて、 
その正体をバタ ロし たんだもんね。 
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「よ お〜 し . ！」 

ポクは芭蕉扇をかまえて、インキュバス、サキュバスをにらみつけた。 

「用意は整ったかな？」 

あくまでもキザったらしく、インキュバスはいう。 

「悪いけど、そんなことをしてもムダだよ」 

そして、 サー ヵスの司会をする団長さんみたいなオー バー アクションで、 

「さぁ〜あ！ 可愛い子猫ちゃん たちよ！あの 悪い コをこらしめてあげなさい！」 

インキュバスの掛け声と同時に、妖精さんたちが一斉にポクに向かってくる。 

だけどボタは落ち着いて、インキュバスとサキュバスを、思いっきり芭蕉扇であおいだ。 
「インキュバスもサキュバスも、飛んでっちゃえ-っ！」 

ゴオオオオオオオオオオオオオオオオッ！ 

ボタの目の前で、森全体を揺るがすようなモノスゴイ突風が吹き荒れる。 

「うわああああああああっ！」 

「きゃああああああああっ！」 

突風にあおられて、インキュバスとサキュバスは一気に吹き飛んだ。 

キラ-ン！ 
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そしてふたりは、空のかなたへと消えていった……。 


五やれやれ、ひとまず ( J 落ち着いたね 

……そして、賢者様のお々 ノナ IJ ? 

ィンキュバスとサキュバスが飛んでっちゃうと同時に、妖精さんたちも、ァ I サ I 様も我に 
かえった。 

みんな、おぼろげながら ナー ーがあったのかわかってて、正気になる と 同時に、ポクに向かっ 
てあやまった。 

それをボタは、 

「悪いのは、あのィンキュバスとサキュバスなんだから、気にしないで」 

これだけで許してしまったのだ。う〜ん……、寛大だなぁ、ボタって。やっぱ、ル シフ ァー 
先生みたいに、いっつも広い心でいなきゃね。 

「そういえば、 うろこ さかなびとは ドコぴ ょ？」 

ァ I サー様が、辺りをキョロキョロしながらいった。 
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すっかり忘れてた。本物のゥォーターエレメントさんを探しに、潜ったきりじゃなかったっ 

おま 

け？ まあ、うろこ さかなび とさんはもともと 水のモン スター だから、溺れるってシン パイは 
ないんだけど……。 

気がつくと、もう夕方だった。 

真っ武な夕日が泉の水面に反射して、オレンジ色というか、朱色に近い赤というか、言葉に 

びみよう にじいろ 

しきれない微妙な色合いをかもしだしてる。夕方ちょっと前の、あのキラキラした虹色もいい 
けど、こっちもナカナカ捨て難い光景だ。 

おそ 

「それにしても、 うろこ さかなびとさんは遅いねぇ……」 

ボクがそういうと、みんな-アーサー様も、妖精さんたちも、カーくんも、「う〜ん . 」 

と心配そうにうなずく。 

おおさわ 

もう 夕方ってコトは、あのインキュバスやサキュバスと、けっこう長いあいだ大騒ぎしてた 
ことになる。それでもまだ帰ってこないのは、まだ守護精霊のゥォ I ターエレメントさんが見 
つからないってコトなのかなぁ……。それとも、水の中に別のモン スタ ー が待ち構え てて、 う 

ろこさかなびとさんまで捕まってたりして . 。 

そんなシンパイをしながら、ポクらはしばらく黙って水面を見つめた。 

すると突然、 

ザバッ！ 
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ボタらの目の前の水面がいきなり盛り上がって、 うろこ さかなび とさん が顔を出した。 

「ぶは ぁ！」 

「うろこさかなびとさん、無事だったん だね！」 

「すいませぇん、守護精霊様を助けるのに時間かかっちゃい ましてぇ」 

「ってコトは、ゥォーターエレ メント さんも並心事なんだね？」 

r えぇ、泉の底で縛られてましたぁ。たぶん、サキュバスがやったん だと 思います ぅ」 
「なるほど……」 

とボタがいうが早いか、 

「はぁ〜い ★ お待たせぇ〜ん★」 

サキュバスとあんまり変わんない悩ましい声とともに、誰かが水の中から姿を現した。 
「わたしがゥォーターエレメントよお〜ん★」 

とみんなに向かって投げキッスを送ったのは、サキュバスとどっこいのキレイな顔とナイス 
バディを、バニーガールの衣装で包んだお姉さん。サキュバスとどっこいっていっても、アヤ 
シイ感じじゃなくって、むしろ神々しい。格好はともかく、ああ、確かに守護精霊様だな、っ 
て ナットクさせる ような雰囲気は持って る。 

「アブないところを助けてくれて、ありがとうねぇん ★ お礼に出血大サービスで、なんでも 
お願いを聞いちゃうわよん★」 
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「では、"南の賢者様"を御存じびよか？」 

早速、ァーサー様が聞く。 

ゥォーターエレメントさんはちよつと考えて、 

「ああ、あのおジィさんねぇ ★ あんまりわたしの好みじゃないヶド、けっこうシブィ御方よ 
ね ★ そのヒトがどうしたの？」 

「その賢者様の家を教えて欲しいんだびよ」 

「へ？それだけでいいの？」 

ゥォーターエレメント さんが、素っ頓狂な顔で聞き返した。 

「もっとドーンとした 願い事はないのぉ？せっかくなんだから、思い切っていっちゃったほ 
うがいいわよん★」 

なんだか、ずいぶんゴーヵィな守護精霊さんだね。 

「じゃあ、わたしを元の姿に戻して欲しいびよ」 

「う〜ん……。さすがにそれはムリねぇ。魔法で姿を変えられてるんでしょ？だったら、魔 
法をかけた本人をなんとかしなきゃ」 

守護精霊さんは、心からすまなそうにいった。 

「そうびよか……。じゃあやっぱり、賢者様の家だけでいいびよ」 

「そ〜ぉ？ゴメンねぇ ★ "南の賢者様"だったら、ファィヤーエレメントの好きな場所に 
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いるわよん ★」 

「は？」 

今度は、ボタらのほうが素っ頓狂な顔をする番だ。 

「もっとこう . 、ドコソコ、みたいに具体的に教えて欲しいんですヶド……」 

ボタはいった。 

r ゴメン ねぇちわたし、現界の地名には ちょっとうとくて…… 。方向は南で間違いないんだ 
けどねぇ」 

「南のほうで、 ファ ィヤー エレメントさんが 好きな場所 . 」 

ポクは腕を組んで考えこんだ。 

火の精霊のファィャー H レメントさんが好きな場所ってコトは、やっぱ、火がぼうぼう燃え 
てるところなのかなぁ。そんなところ、南のほうにあったっけ……？ 

あああっ！ 地図が パッと 頭の中に浮かんで こない！もっとシンヶンに 地理を勉強してお 
けばよかった！ 

とボクが頭を悩ましてると、 

「もしかして、火の山のことじやないかしら？」 

妖精さんのひとりがいった。 

「火の山ってつまり、火山の コト？」 
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「っていうのかは知らないヶド、この森を南に抜けて行くと、火の山があるの。そこはとって 
も暑くて、山のてっぺんからはいつも火が出てるんだよ。だから、火の山」 

「確か、そんなような場所だったわよ ★ わたしは暑いとこが苦手だから、近づけないんだけ 
ど . 」 

ゥォーターエ レ メント さんがうなずいた。 

「じゃあ悪いんだけど、そっちの森の出口まで案内してくれない？」 

「うん、いいよ！」 

ボクがお願いすると、妖精さんたちは一斉に快くうなずいてくれた。やっば、トモダチって 
こうでなきゃね。 

というヮヶで、今日はもう出発するには遅い時間なので、ひとまず泉のほとりで野宿するこ 
とになった。 

ア ー サ ー 様と、妖精さんたちと、 うろこ さかなびとさんと、 カー くんと、ボタと、ゴハシを 
食べながらみんなでおしゃべりをした。こんな大勢でオハナシしたりするのは久しぶりで、と 
っても 楽しい。おかげで、みんな寝たのはだいぶ遅くなっちゃった。 

その反動かどうかわかんないヶド、みんなが寝静まったところで、なんだか心がさみしくな 
ってきた……。 

これから、ボタはどうすればいいんだろう……？ 





152 


このままじや、ポクは罪人のままだ。それをなんとかするために、 アーサ ー 様の光の剣を取 

り戻そうとしてるんだヶド . 。 

ルシファー先生とかってどうしてるのかなあ . . 

いろいろ、ゥラで働きかけたりとかしてくれてるんだろうヶド、ホントはボクの目の前に現 
れて、助けて欲しいなあ……。 

そういえば、なんだかもう何年も先生に会ってないょうな気がする。それはタダの気のせい 
だってわかってるんだヶド……。 

ルシファー先生に、会いたいなあ……。 









by つまらないぐん 














ウオーターエレメント 
水を司る精霊。だからといつ 
て、“水商売”のお姉さんじや 
ないわよん ★ 
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めャ、せ南へ/ 火の山へ/ 

./ U / X フアー先生、 t ' うしてるか^あ 


「来てしまつた……」 

ジャリッ……！ 

万感の思いを込めたつぶやきとともに、はるか異国の地の、潮と砂にまみれた桟橋を、わら 
じを履いた足がしっかりと踏みしめた。 

石造りの桟橋は、もはや水平線のかなたとなってしまった自分の国と、形状的にそれほど差 
はない。わずかながらに故郷を徳ばせるものは、それだけだ。あとは、齢四十にして初めて見 
聞するものばかりだった。 

行きかぅ人々、係留する船舶、広がる街並み……。 

「ふ〜む . 」 

男は息をもらした。剣道着に酷似した着物に袴、腰に佩いた、鍔なしの刀……。そんな、い 
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かにもサム ライと いった、男と同じ格好をしている者は、まわりにはいない。織物と獣の革を 
組み合わせた彼らの服は、形状的には、男の国でいう襦袢や寝間着、作務衣によく似ている。 
上着などは、前あわせで帯でとめたりするものだけでなく、かぶって着るものも多い。確か、 
ちゅにっくやらしゃつやらずぼんとかいう名 i 刖がついてなかったか……？ 

建物にしてもそうだ。基本の設計思想からして異なる。壁などの材質は似たようなものだろ 
うが、わらぶき屋根の家などはまったくない。平屋の家が少ないのも目立つ。サム ライの 国で 
は、二階以上ある建物は城郭くらいしかないというのに。 

r ゥヮサには聞いていたでござるが、これほどとは . 」 

サムライはまたつぶやいた。"文化"なるものの差をまざまざと見せつけられた思いだ。 
なにしろ、ここまで渡ってきた船の性能からして驚いたものである。三角と四角の帆を いく 
つも使い、遠洋航海に耐えうるような強固で巨大な構造の船は、サムライの国——"日出る 
国"の造船技術にはないものだ。文字どおり大海を知らず、他の国の存在を知らなかった"日 
出る国"の民は、遠洋航海の必要性を感じなかったということもあるが……。 

ようやく 他国の存在を知り、 その 文化が民の耳に入りはじめたのは、 ここ 十数年の ことで あ 
る。サム ライ も、異国人の話や彼らが持ってきた文献などで他国の文化を学んではいたが、実 
際に足を運ぶのは初めてだった。たまたま"日出る国"に立ち寄った商船が、次の目的地はこ 
こだというので便乗させてもらったのである。 
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四十をすでに越え、ひたすら剣の修行に明け暮れた、もはや失うもののない男の、遠い遠い 
船旅……。そうさせずにはいられない，，思い"が、彼を突き動かしたのだった。 

「おぉ〜い . 、マサムネどのぉ……」 

その"思い"を込めて港町をみつめるサムラィの背後で、息も絶え絶えの声がした。 

サムラィ —— マサムネは、ほりが深く、兵法を極めた男の精悍な造りの顔を無言でそちらに 
向けた。その拍子に、後ろで無造作にひっつめただけの長いザン バラ 髪がゆれる。 

「大丈夫でござるか？博士どの」 

タ ラップを降りて くる 声の主にむかって、マサムネはいった。その向こうのタラップでは、 
もうすでにこの商船からの荷おろしが始まっている。 

博士と呼ばれた男は、その名に似つかわしくない体格の持ち主だった。惋、足、胴体、どの 
部分を取ってもマサ ムネ より筋骨隆々としており、それを袖なしの格闘技用胴着で包んでいる。 
そして その上は、マサ ムネと 同じく武闘を極めた といわん ばかりに精悍で太い眉が特徴の顔立 
ち、スキンヘッドに 巻いた鮮やかな真紅の ハチ マキ。 

ただ惜しむらくは、それだけの体格の持ち主にも拘わらず、顔は病にかかったように青ざめ 
てげっそりし、杖を失った老人のような フラフラの 足取りで タラップを 降りている ことだった0 
「だ、大丈夫だ……。少し、休めば、元気になる …… J 
「さすがの博士どのも、船酔いには勝てなかったでござるか」 
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ぜぇぜ ぇとした 博士の言葉に対して、冗談めかしてマサ ムネ はいった。 

この博士、名を ケ^ ~ ニヒス•ティ^ —ゲル•フォン•シュテルン という。し 力し， 日出る国" 
では発音しにくい名前なので、マサムネは博士と呼んでいる。なぜ博士か？という理由は本 
人から聞いたが、格好を見るに、どうも信じられない。格闘家であると同時に、魔導師であり、 
さらに 機械技師でもあるということだが…… ？これまでの つき合いで その 能力の片鱗は見せ 
てもらったが、それでも、いざ博士と呼ぼうとすると、そこはかとない違和感が沸き上がって 
くる。 

「ふう .. つ！一 

シュテルンは大きく深呼吸をして、船から降りていくぶん楽になった呼吸でいった。 

「さて、どっちから行くかね？」 

マサムネがこの地を訪れた理由はふたつあった。"思い"の相手に会うためと、修行のため 

この 地に渡った家族の様子をうかがうため。シュテルンはよき友人、よき好敵手-稽古相手 

のよ しみで、自ら居をかまえる この 地の案内役をかって出たのだった。そろそろ、仕事に一戾ら 
ねばならない頃だろうし……。 

「ふむ . 」 , 

マサムネは考え込むように鼻をならした。しかしシュテルンの問いは愚問であった。マサム 
ネの心の内はすでに決まっており、それは彼自身も、シュテルンにもわかっている。 
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「問題は、どうやって行くかだな」 

後頭部をかきながら、少々むつかしい顔でシュテルンはいった。 

「と^>うと？•」 

「普通の方法——徒歩 だけどな I で 行く と、ここから目的地までは半年かかる。さすがの マ 
サムネどの も、 また長旅をするとなるとッラィだろう？」 

「まあ、早く着ければ、それにこしたことはないでござるが . 」 

「となると、ちょっと変わった方法で行かなきゃならんヮヶだが……」 

シュテルンは不意に真面目な顔になって、 

「マサムネどの、半年の行程を一日と半で走りきることはできるか？」 

「はぁ？」 

マサムネは素っ頓狂な声をあげた。しかしシュテルンは、まったくのデタラメをいっている 
のではない。 

.シュテルンの住居は、この港町からはるか北の雪山にある。そこから彼らの目的地までは一 
年かかるが、以前、彼はそれを三日で走りきってしまったことがあった。速度は音速を越え、 

障害物-<エ的建造物、つまり家などを含む——を蹴散らし、背後を衝撃波でズタズタにし 

ながら……。 

つまりは、それだけのパヮーがあるということで、シュテルンはそれをかいつまんでマサム 
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ネに説明した。 

「そ、それは拙者にはムリでござるよ」 

さすがのマサムネも、少々狼狽して首をふっ•た。 

「そうか……。マサムネどのをかついで走るわけにもいかんしなぁ。なにか、瞬間移動の術か 
なにかはないか？確か、ムソゥカゲなんとか……」 

「"無双影刃"のことでござるか？」 

「そう！ それそれ」 

マサムネは、"日出る国"にて最強といわれる剣法、"鬼斬一刀流"を伝承し、これを極めて 
いる。，，無双影刃，はその剣法の奥義のひとつだった。 

「"無双影刃"は見切りの術でござる。戦いの場でなければ使えん。もとより、拙者は魔法や 
妖術の類には縁のない人間でござる」 > 

「そうかぁ……。じゃ、最後の手段を使うしかないか。あれ疲れるんだよな……」 

気だるそうにシュテルンはいった。 

「最後の手段でござるか？」 

「ああ。 ま、 人目に つくとマズィ から、 ひとまず 街を 出よう。 ……あ、それから、最後の手段 
を使ったときに、何が起こっても驚かないでくれ、いいか？」 

「う、うむ . 。心得たでござる」 
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念を押すシュテルンのえもいわれぬ迫力に、マサムネはぅなずかずにはいられなかった。そ 
の一方で、心はすでに目的地に飛んでいた。 

"思い"の相手、アルル•ナジャのもとへ……！ 


妖精の泉をあとにしたボタ、力 I バンクル、"飛べない鳥"アーサー様は、ボタがちっちゃ 
い頃にお友達になった妖精さんたちの案内で、森の南の出口のほうへと歩いていた。 

もう、うろこ さかなび とさん を背負わなくていいので、身 も 心 も だいぶ ラク。 せっかく トモ 
ダチになれたのに、 もううろこ さかなび とさん とわかれちゃうのは悲しいヶド、まぁ別に、永 
遠のわかれっていう ヮヶじ ゃない。 ここに 来れば、また会える もんね。 事件が解決して落ち着 
いたらまた会おうつてコトで、 うろこさ 力なび とさんとゥォー タ ーエレメントさん とわかれた 
のだった。 

ここ妖精の森の中心である泉のまわりは、まるで、誰も入っちゃいけないよっていってるみ 
たいに鬱蒼としてる。だからお日サマの光とか入ってこなくてヮリと暗いんだけど、ほかの並 日 
通の森みたいにモン スター が暗がりにひそんでそうな コヮィ 感じはしなくて、むしろあったか 
でホン ヮヵして るのは、妖精さんがたくさん住んでるから。 
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で、ボタらは森の中心から外のほうに向かって歩いて るヮヶ だけど、もちろん、そっちに進 
めば進むほど、木々がまばらになってくる。出発してからそんなにたってなくて、まだ午前中 
ってヵンジだけど、木々のあいだから木漏れ日がだいぶ差し込むようになってきて、いまは結 
構明るい。 

ボタらのこれからの行程は、とりあえず森の南へ出て、それからァーサー様が光の剣を預け 
たという"南の賢者様"のいる火の山に向かうこと。森を出てから火の山まで三日くらいはか 
かるらしいんだヶド、妖精さんのハナシでは、森を出ると、火の山のてっぺんとそこからモク 
モクと出る煙が見えるんだって。けっこう高い山みたいだね。 

まぁ、目的地が見えさえすれば、ヮープの呪文でひとっ飛びだ。三日の距離なんて、なんの 
その！ 

という ヮヶで、 ボタら は森の出口めざして歩いているのだった。 

これがシュテルン博士だったら、「うおりやぁ^―-っ！」とかいってダッシュして、今頃は 
もう火の山に着いちやってるかもしれない。 

なんってったって、博士のパヮーはモノスゴィ。ポク、っていうかルシファー先生のおゥチ 
から雪山にある博士の研究所までは、普通に行けば一年はタップリかかるのに、それを博士は 
三日で走りきっちゃうのだ。その代わり博士が走った跡は、ものすごい台風と怪獣が一緒に通 
ったみたいになってたらしいヶドね。 
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そういえば、シュテルン博士って"日出る国"から戻ってきたのかしら . ？博士はルシ 

ファ ー 先生と同じく魔導学校の教師をやってるんだ けど、 ずっと前にボタらと"日出る国"に 
行ったきり、戻ってきてないのだ。もう授業が始まってる時期だというのに、博士がいなくて 
学校がとっても困ってるってルシファー先生がいってたっけ。博士のことだから、ゴーカィに 
学校のことを忘れて、マサムネさんと一緒に格闘技のお稽古してたりして……。 

それにしても……。 


ボタはなんとなく、ふるさとに思いをはせるってヵンジで、木々のあいだのお空を見上げた。 

いまごろなにしてるかなぁ、ルシファー先生……。 

なんだか、昨日の夜から先生のコトが無性に気になってしょうがない。まぁ、先生の性格は 
知ってるから、ボタを助けてハィ終わりってするんじゃなくて、事件を根本的に解決しようと 
してるんだろうな、っていうのはわかるんだヶドね。そうやって、あとくされがないように周 
りから攻めていって、最後に目的をキチンと果たすのが先生のやり方なのだ。 

でも、ときにはそれをジッと待つほうの身になって考えて欲しい、と思う。先生はホントに 
ボタのコトを 助けようとしてるのかとか、もしかして先生まで事件に巻き込まれたんじゃない 
かとかって、心配でしょうがない よ。 そんな気持ちを安心させる方法はただひとつ。 ル シ ファ 
1先生の優しい顔を見るコト。 
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いや、ちよつ と 待つて。 

もしかしたら、先生はボタの コトを 助けようとしてないのかもしれない…… ！ きっと助け 
てくれるっていうのは、単なるポクの思い上がり……？先生は、ポクの コトを 役立たずのお 
バヵな弟子だと思ってて、いなくなって清々してたりして……！そこまでじゃなくっても、 
ボタがすぐに死刑になる —— はずだった —— のも知らないで、裁判でも起こしてゆっくり解決 
すればいいやとか思って、いまごろは学校で授業してたりして……！ 

そ、それはちょっと悲しすぎる……！涙が出てきちゃうよ。 

信じたくないし、ボタから見たルシファ ー 先生の性格を考える と、 そんな コトを する ヒトじ 
ゃない、と思う。だけど誰かに、ルシファ ー 先生がそう考えてない可能性は ゼロ か？って問 
い詰められたら、口ごもっちゃう。ヒト —— 正確には、先生は人間じゃないヶド —— のホント 
の心って、他人にはわからないものだし……。 

「ふぅっ . 」 

なんか暗い考えになっちゃったな……。 

そんな考えを追い払うように、ポクはうつむいてため息をつき、頭を振った。ィキナリいろ 
んなコトが起きたから、ちょっと ホーム シックみたいなヵンジになっちゃったのかな？ 

ボタらしくないぞ！そう心にいい聞かせた。 

きっとルシファー先生は、ボタを助けようとなんとかしてくれてる。そう信じるコトが大切 











なんだ。それに、もしルシファ ー 先生が助けてくれなくても、自分でなんとかしなきや！で 
ないと一流の魔導師なんてまだまだ先だよ。いつまでも先生に頼るヮヶにもいかないし。もし 
かすると先生は、それを見越してボタの前に出てこないのかもしれないね。 

世の中、なるようにしかならないし、なるように動かなければなにも起こらない。いつも先 
生はそういってた。 

そしてポクらは、なんとかなるように I 大司教の陰謀を暴いて、 ア ー サ ー 様を もとの 姿に 
一民して、そしてボタの紐〗実をはらすために、南に向かってるの だ！ 

「どうしたひよ？」 

いきなり、ボタの横をペンギンさんみたいな短い足でベタベタと歩いてるアーサー様が、ボ 
クを見上げていった。黒真珠みたいなキラキラした眼が、心配そうにボタを見つめる。 
r とうしたって、ナニが？」 

「なんか、考え事してるようだったぴよから . 。心配事でもあるぴよか？」 

章 ボクがアレコレ考えてるのを見て、心配してくれてるみたい。 

の「大丈夫、心配しないで」 

火 ポクはいった。それでもアーサー様は、ボートのオールみたいな羽をパタパタさせながらい 
5 う。ポクを元気づけようと一生懸命ってヵンジだ。 

「安心するびよ。わたしが必ず、キミを守ってみせるびよ。光の剣さえ手に入れられれば、そ 
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んなのヮヶないびよ。そして大司教を倒して、キミの無実をはらすびよ。だから、元気をだす 
びよ」 

「ありがと。ア^ —サ^—様って、やさしいんだね」 

そういってボクがニッコリすると、ア^ —サ-—様はテレ隠しをするようにそっぽを向いた。 

「いやまぁ……。どんな心配事があっても、世の中はなるようにしかならないし、なるように 
動かなければなにも起こらないびよ。これは"南の賢者様"のログセびよが、なんだか元気の 
出る言葉ひよ。なにしろ、いま我々はまさになんとかなるように動いてるぴよから」 

「そうだね」 

はいいんだヶド、なんだか賢者様のログセって、ルシファー先生のとよく似てるなぁ。 もし 
かして、賢者様ってルシファー先生だったりして……！いやまさか！たぶん，，悟り"みた 
いなもんで、一流の魔導師になるとそういう考えに行き着くんだよ。ポクも、早くそんな域に 
達することができるようにがんばらなきゃ . . 
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▼ま明かされる、ぶよぶよ人司教の陰謀つ 

: • .^ん rd か、すごいコトに^つてるぞ 


€ 


「そういえば、ずっと気になってたんだヶド……」 

森 0' 中を歩きながら、ボタはアーサ I 様にたずねた。いままでずっとわたわたしてて、聞き 
逃して るコトが あったのだ。 

.「なんだびよ？」 

「どうしてァーサー様は"飛べない鳥"に姿を変えられちゃったんですか？それよりもなに 
よりも、アノぶよぶよ大司教っていったいナニモノなんです？」 

「その前びよに！」 

ボクがセリフをいいおわるか終わらないかのゥチに、アーサー.様はぺンギンさんみたいな羽 
を ピッと あげた。ようするに、 ヒト がよくやる、「ちょっと待った」とかいって制止するとき 
に手のひらを相手に向ける、あのポーズみたい。 

「なんです？」 
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「敬語はやめるびよ」 

「ど一 してです？やっぱり 城主様なんだから、 それなりの 礼儀を もってお話ししない と… 

…」 

やっぱ一流の魔導師たるもの、礼節はキッチリしておかないとね。ホントは、ルシファー先 
生に叩きこまれたんだヶド……。 

—1そんなのは、この際忘れるぴよ。わたしは、キミを命の恩人だと思ってるぴよ。なにしろキ 
ミが来なかったら、ずっとあの地下独房を脱出できなかったんだからびよな。それと同時に、 
キミのことを得難き友人だと思ってるびよ。友人同士では、敬語など使わないだろうびよ？」 

「は、はぁ . 」 

「それとも、キミはわたしのコトを友人だと思ってくれないのびよか？」 

ァーサー様の言葉には、とっても悲しい響きがあった。 

「とぉ〜んでもない！」 

アーサー 様の悲しげな心を吹き飛ばす ように、ボタはぶんぶんと 首を， った。 

r たけど、ポクはスグ友達づきあいしちゃうクセがあるから、さすがに城主様相手にそれは失 
礼かなぁ〜って思って……」 

誰とでもスグお友達になれちゃうのが、 ボタの いいところ。だけど、それがいつも通用する 
とは限らないのがオトナの世界。ってルシファー先生がいってた。 
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「やはり、思ってたとおりびよ。キミは、誰とでも友達になれる、明るい心の持ち主だと最初 
に会ったときに感じたびよ」 

うんうん、 とア ー サ ー 様は腕 - 羽を組んでうなずいた。そして今度は、オペラ歌手みたい 

に右の羽を高くかかげ、左は胸にあてて、歌うように語りはじめる。 

「たとえば、我々を案内してくれている妖精たちびよ。彼女らは俗世のしがらみなど関係ない 
から、誰とでも友達づきあいできるびよ。アルルどの、キミは彼女たちと同じ汚れなき妖精の 
ようだぴよ」 

「はぁ……」 

いきなりナニをいいだすんだ？このヒトは . 。 

ボタやヵーくん、妖精さんたちは、なんだかよくわからない論理の展開——っていうか、み 
ょ〜 なキザなセリフに、 あんぐりと 口を開けて アーサ ー 様を見た。いつのまにか、みんなの足 
は止まってる。 

そんなボタらの視線に気がついたアーサー様は、テレ隠しにコホンと^ I 払いをひとつして、 
またしゃべり始めた。 

r まぁとにかく、わたしとキミは友達なんだから、敬語も，，様"をつけるのもやめるびよ。ど 
うしてもダメなら、領主として <IX TI するびよ」 

「へ？どういうふう r ?」 
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ポクが問いかけると、アーサ ー 様はィキナリかしこまっていった。 

「アルル•ナジャ、我、アーサー•ペンドラゴン•キャメロットの友達になることを叩ずるび 

よ」 

「トモダチになれ、なぁんてヘンなム哭 F だね」 

という妖精さんの言葉に、ポクらは I アーサ ー 様 も 一緒になっていっせいに笑った。確か 
に、そんな < ixF を出す領主様なんて見たことナィ。だけど T 1 サー 様らしいといえば、らしい 
かもね。 

「じゃぁさ、ポクからもひとついつていい？」 

笑いがおさまった頃にボタはいった。 

「なにびよ？」 

r 々どの"っていうのは ヤメ テね。なんだかくすぐったいから」 

ずっと前、マサムネさんからそういわれてたときにも、ちよっとくすぐったい感じがしてた0 
まぁ、マサムネさんはそういうセリフが似合うヒトだからいいんだヶド、飛べない鳥の姿で 
"どの"とかっていわれるとちよっと……。 

「わかったびよ、アルル」 

アーサ- 様——は、うれしそうに こっくり とうなずいた。とにもかくにも、これでボタ 

らはトモダチだ！ってよく考えると、お城の地下牢で初めて会ってから、ずっと友達づきあ 
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いしてきたような気がする……。モンダィなのは言葉づかいだけで。……ま、いいか。それで 
ァーサーの気が済むんなら。 

「で、大司教の コトなん だけど……」 

気持ちを切り替えて、ボタはいった。そもそもポクは、コレが聞きたかったのだ。 

「それなんぴよが……」 

さっきの元気はどこへやらってヵンジで、 アーサーは 急に悲しそうにうつむいた。姿 ヵタ チ 
がモンス ター で、人間みたいな表情がないヶド、そういう雰囲気がヒシヒシと伝わってくる。 
「が . ？」 

うながすつもりはないヶド、ポクはいった。 

「数年前、ヤツはキャメ ロットに流れてきたびよ。そして、父上から新しい宗教を興す許しを 
得て、大司教と名乗るようになったんだびよ。本当は、誰に対しても優しい父をいいくるめた 
だけなんだろうびよが……！」 


くや にく はくりよく 

アーサーの言葉からにじみ出てくる悔しさと憎しみの迫力に、ポクらは声もでない。 

しゆんかん 

「父ゥーサーから許しを得た瞬間、ヤッは一気に行動を起こしたびよ。まず身体の弱かった父 

ぼうさつ まもの お ほうぎよ 

を謀殺し、わたしを魔物に変えて地下牢に押し込めたびよ。そして、世に父の崩御を発表し、 

せいこう こうけいしや 

精巧な人形を作って、それを後継者 ァーサーとして 玉座におさめたんだび よ」 
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「ああ、それで肖像画が掲示板に張り出されてたのね。なんだか、街も ちょっと 騒がしかった 


「キミ、知らなかったのか？」 

「えへへ〜、ずう っと 魔法の勉強 ばっかりしてたから……」 

街にお買物に行ったときに、ああ、掲示板に ヵッコ イイ男の ヒトの 肖像画があるなぁ、艦 だ 
ろう？ 新しい領主様なんだ、ってくらいにしか思わなかったんだよね。 もうちょっと 世の中 
の コトにも 眼を向けなきゃイヶナイってはわかってるんだヶドね……。 

それはとも，かく。 

「どうして、大司教はそんな コトを した ヮヶ？ 」 

「それは . 」 

「あ— わかった！」 

出かかったァーサーの¢11葉を、ボタはさえぎった。 

「大司教の興した、新しい宗教を広めるためだね」 

そのために大司教は、手っ取り早く権力を握ろうとしたのだ。権力は、俗世のコトならなん 
でも思い通りになるコヮイカだ。それを手に入れるために大司教は、先代の領主様を殺し、ホ 
ントの跡継ぎのァーサ I を牢に入れて、人形を玉座につかせたのだ。そうしちゃえば、まさか 
人形にできるわけないから、実際に政治をするのは大司教だけだもんね。 
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だけどアーサーは、ゆっくりと首を振った。 

「確かに、表向きはそうだびよ。ヤツが興したのは、ぷよぷよを完全生物と崇める宗教だびよ。 
それゆえにヤツはぶよぶよ大司教と呼ばれているんだびよ」 

「なるほど、それで"ぶよ類憐れみの令"違反だとかいって、ボタを逮捕したんだね」 
「そうだびよ。しかし、宗教はヤツの野望のヮンステップにすぎないびよ」 

「と^>うと？•」 

「ヤツは、この世をぷよぷよで埋め尽くすとともに、光の剣と闇の剣をそろえて、キャメロッ 
卜の領地、やがては世界を支配しようとしているんだぴよ！」 

「え -つ！」 

ボタもヵーくんも、妖精さんたちも飛び上がって驚いた。 

なんだか、スゴィことになってきたぞ。この世をぶよぶよで埋め尽くそうなんて、まるでぶ 

よぷよ大魔王みたいだ。それに世界を支配しようなんて、"日出る国"のぶよぷよ大明神みた 

ヽ〇 

IV 

ぷよぷよ大司教って、もしかして、ふたり-二匹？-がムロ体かなんかしたモンスターだ 

ったりして。 

「で、ァーサーは、大司教にそうさせないために光の剣を南の賢者様に預けた、っていうヮヶ 
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なのね？」 

とボタがいぅと、 アーサー はますます悲しげにぅつむいてしまった。なんだか、ィャな コト 
を思い出させちゃったみたい……。 

「わたしは、見てしまったんだびょ。賢者様の来訪を告げに父上の寝室に行ったとき、呪いで 
父の病の進行を早めている^<司教の姿を……！」 

ギ ュッ！ つてコブシを握るみたいに、 アーサー は右の羽の先つちょを丸めた。 


ボタらはコトバも出ない。ァーサーはちょっと深呼吸して続ける。 

「ヤッにずっとう さんく さいものを感じていたわたしは、そのとき初めて大司教の陰謀を悟っ 
たびよ。そしてとっさに光の剣を預け、巻き込まれないようにと賢者様を帰してしまったんだ 
ぴよ」 

「そのあとに、呪いで飛べない鳥にされちゃったと……」 

「そうだぴよ」 

「でも、 どうして 大司教はァ I サ I をすぐ殺さなかったんだろ……？」 

ボタは首をかしげた。 

「いままでのハナシからすると、大司教の陰謀を知ってるのはァーサーだけなんでしょ？」 
「同時に、光の剣をどこにやったかを知ってるのもわたしだびよ。大司教はそれを吐かせるた 
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めに、わたしを生かしておいたんだびよ」 

「あ、な〜るほど」 

ボタはボンと手をうった。 

「で、今度は逆に光の剣を取り戻して、大司教にガッ —— ンとやるヮヶだね？」 

ボクがいうと、アーサーはこっくりとうなずいた。 

「もしかすると、光の剣の力で呪いが解けるかもしれないびよ」 

ってコトは、あの超ヵッコイイ本当の姿が間近で見れるヮヶか。それはちょっとグーなヵン 
ジ。事件が解決したら、サインかなんかもらっちゃおうかな。 

なぁんて、ちょっ ちミーハー な コトを 考えてると、ア ーサー は、ちっちゃな黒目のあったか 
な眼差しをボタや妖精さんたちに向けた。 

「ホントはもうあきらめかけてて、大司教に光の剣のことを話してしまおうと思ってたところ 
だったびよ。だけど、結果的にそうはならなかったびよ。それもこれも、アルルやみんなのお 
かげだびよ」 

「そぉんな コトないよ ぉ」 

ポリポリ。 

アーサーの言葉に テレくさくな って、ボタは頭をかいた。妖精さんたちも、もじもじしてる。 
でも、まだここで安心しちゃぁイヶナイ。なんてったって、事件がゼンブ解決したヮヶじゃ 
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ないんだもんね……！ 


午前のさわやかな日差しを浴びて、ルシファーの家がたたずんでいる。 

草原の真ん中で、バラの生け垣にかこまれた大きな白い家は、まるで有史以前からそこに存 
在していたかのょうな、持ち主と同じくあらゆる敷智を詰め込んだかのょうな重みをかもしだ 
していた。 

人気はない . わけではない。しかし、 ひとりふたりで 住むには あまりに も大きす ぎるその 

屋敷は、いやにひっそりとしていた。 

屋敷の、門がわりのバラのァーチの前に、シュテルンとマサムネは立っていた。 

「ふうつ . J 

シュテルンは、しばし深呼吸をした。 ここにた どり 着く ために大技を使ったため、呼吸が 
少々乱れていたのだ。 

そこへ、背後から聞きなれた声。 

『なんだ、シュテルンではないか』 

シュテルンとマサムネは同時に振り返った。 
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「おう、サタン、ルルーくん」 

シュテルンとマサムネの後ろからやってきたのは、親友の双子の兄、サタンと、かつての教 

じ哆っぼく 

え子のルルー、そして彼女の従僕のミノタゥロスだった。 

『船酔いのおまえが、よく帰ってこれたな』 

もど 

「おまえこそ、どこまで飛んだか知らんが、よくここまで戻れたものだ」 

和やかに悪態をつきあうふたり——そのどちらかといえばサタンのほうを、マサムネは若干 
の憎しみを込めた冷ややかな眼でみつめた。彼の故郷、"日出る国"で起きた事件は、もとも 
とサタンが発端だったのだ。いまで こそ すっかり事態は落ち着いているが、そうでなければ こ 
の場で斬り捨てているところである。またマサムネにとって、サタンは恋敵でもあった。さす 
がに、シュテルンのように会話はできない。 

そんなマサムネとは対照的に、ルルーは眼を剝いてシュテルンを見つめていた。驚きのあま 
り声も出ず、少々逃げ腰になっている。 

「どうした？ ルルーくん」 

ルルーの表情に気がついたシュテルンが問いかけた。 

「え？ あ、あの . その . 」 

『ルルーは、おまえが"獣王変化"した姿を見て驚いてるのだ』 

しどろもどろ のルルーに、サタンが助け船を出した。 
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『こんな草原のド真ん中にあんな姿でいたら、丸見えに決まってるだろう』 

「そういやぁ、そうだな J 

がはは、とさして悪びれたふうもなく、シュテルンは笑い飛ばした。 

「しかし、手っ取り早くマサムネどのとここに来るには、それしかなかったのだ」 

そして視線をルルーに向けて、 

「驚かせてすまん、ルルーくん。実は、あれがわたしの本当の姿なのだょ。"獣王"ヶーニヒ 
ス•ティーゲル•フォン•シュテルンといえば、魔界で知らぬ者とてない、生きとし生けるも 
のや地水火風の精霊を統べる者なのだ」 

『要するに、ヶモノの王様だな』 

サタンの茶々を無視して、シュテルンは続ける。 

「しかし安心したまえ、ルルーくん。別にキミをとって食おうとはしないし、キミを可愛い弟 
子だと思う心に変わりはない」 

「そ、そうだったんですの……」 

安堵しつつも、まだ若干の驚きを残しながら、ルルーはつぶやいた。 

T ところでサタン、どうしておまえたちはここに？」 

『おまえたちこそ、なぜ戻ってきたのだ？』 

「いやまぁ、マサムネどのがどうしてもっていうからな」 
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『フン……』 

軽く鼻をならして、サタンは睨むょぅに目線だけをマサムネに向けた。 

『残4^ながら、アルルはここにはおらんぞ』 

「なぜだ？」 

『なぜかはわからん。だが、領主、正確にはキャメ ロット城の大司教とやらに逮捕されたのは 
事実だ』 

「なんと！」 

これまでじっと口をつぐんでいたマサムネが、驚きのあまり思わず声をあげた。そして、視 
線でサタンに詰め寄る。 

「サタンどの！貴公といぅものがおりながら、なぜアルルどのの逮捕を阻止できなかったで 
ござるのか？」 

口調はまだおだやかで礼儀を含んでいたが、その中に、いまにも斬りかからんばかりの勢い 
が隠されている。 

『オレが悪いんじゃない！アルルの逮捕を止められなかったのは、ルシファーの責任だ。あ 
まつさえあのヤロウ、姿をくらましやがった……！オ レは、 アルル釈放の交渉を しに、 わざ 
わざキャメ ロット城まで赴いたのだぞ。この"魔界の貴公子"サタンがな！』 
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「しかしアルルくんがそばにいないところをみると、交渉は決裂した よう だな」 

皮肉っぽくシュテルンが口をはさんだ。 

『そうではない。捕らえられた地下牢から、アルルは自力で脱出した』 

「ほほう、なかなかにパヮフルな ことを やってのける娘だな。時の女神の小さい頃に そっくり 
だ」 

『そうか、だから か！』 

出し抜けにサタンが声を張り上げた。 

『だからルシファ ー のヤロゥはアルルを . .いや、いまはそんな ことを 気にして る 場合で 

はない』 

「と^>うと PLL 
シュテルンが問う。 

『オレたちは、闇の剣のことを調べにここに来たのだ。ヤッの書斎にはわけのわからん本が山 
ほどあるからな』 

「闇の剣？アルルくんではないのか？」 

『そうだ。大司教が欲しいのは、アルル逮捕という事実だけだ。それで世論を操作し、その実、 
光の剣と闇の剣をそろえて世を支配しようと企んでるらしい』 

で、サタンは大司教と話し合い、サタンが先にアルルを見つけたら、その報告を大司教に、 
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大司教がアルルを捕らえたら、その身柄をサタンに、 という ことになった。その契約を有利に 
運べるよう、サタンはまず闇の剣を探すことにしたのだった。 

『ま、実際に大司教からすべてを聞いたヮヶではないが、ォレの見立てに間違いはないだろう。 
それに、アルルは自力で脱獄できたほどの娘だ。多少救出が遅れても死ぬことはあるまい。逆 
にそうでなければ、オレの妃になる資格はない』 

「可愛いコには旅をさせろ、か」 

『まあな』 

「サタンどの、ひとつだけ確認しておきたいでござる」 

神妙な面持ちで、マサムネが口をはさんだ。 

『なんだ？』 

「アルルどのは、真に犯罪をおかして捕らえられたのではないでござるな？」 

『もしそうなら、それはアルルが悪いのだ。オレがわざわざ助けたりはしない。しかし今回は、 
大司教が自分の野望のために仕組んだことであって、アルルに明確な罪はない。それはオレが 
保証してやる』 

「それを聞いて安心したでござる。礼といってはなんだが、代わりにい いこと を教えよう」 
『なんだ？』 

「かの闇の剣、拙者の記憶が確かならば、シヱゾなる魔導師が所有していたでござる」 
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『シェゾ？』 

「ああ、あの悪役魔導師ですわね」 

『知ってるのか？ルルー』 

「ええ、ずいぶん前ですけど、アルルと一緒に戦ったことがありますわ」 

「彼奴は、アルルどのの秘められた魔力を吸収しようとしているでござる」 

『フン、人間風情が……。アレにどれほどの価値があるかも知らんで……』 

サタンは重々しくつぶやいた。滅多に見せない、"魔界の貴公子"としての、魔界の王の後 
継者としての風格を漂わせている。 

「アルルの潜在能力って、そんなに高いんですの？」 

少々ムッとしながら、ルルーは尋ねた。 

「まぁな」 

サタンの代わりに、シュテルンがそれに答える。 

「もちろんルルーくんにだって、アルルくんに匹敵する潜在能力がある。でなければ、アルル 
くんやルルーくん、サタン、ルシファー、マサムネどのやわたしがこうして邂逅することはな 
かっただろうからな」 

「それは、どういうことですの？」 

「大きな力と力は、ときとして強く引かれあうのだ。それは我々では変えられぬ、時の運命に 
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もとづく法則だ。ゥソだと思うなら、歴史書をひもといてみるといい。力と力が引かれあい、 
ときには激しくぶつかって、ときには仲良く融合して、歴史が造られていくのだ」 

「はぁ……」 

まだ少々理解しかねているルルーを尻目に、マサムネが急かすようにいった。 

「その法則とやらに従って、早急に闇の剣を手に入れるでござる。それが運命ならば、アルル 
.どのを救出する手助けになるのでござろう？」 

『そう急くな、マサムネ j 

なれなれしいサタンの口調に、マサムネは少々顔をしかめた。 

『ようは、そのシヱゾとやらを見つければいいのだろう？しかし、ルシファーのヤッは こう 
いうときにしか役に立たんというのに、どこをほっつき歩いているのだ？』 

「確かに、ルシファー先生の魔法の水晶玉があれば、ィッパッですわね」 

「だったら、"魔導レーダ ー" を使えばいい。古い型だが、ルシファーにやったヤッが家にあ 
るはずだ」 

「まどうれ^ — だ一、とはなんでござるか？」 

「要するに、占い師やなんかが使う魔法の水晶玉みたいなことを、機械でできるようにしたも 
のですわ」 

マサムネの問いに、ルルーが答えた。 
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「目標の魔力を探知することができるんですって」 

「ほう……。この地では、魔導を機械でなすでござるか。スゴィでござるな」 

感心するマサムネに向かって、サタンは肩をすくめてかぶりをふる。 

『いやいや、そんなことができるのも、やろうと考えるのも、この"ヶ モノ 王"ぐらいのもん 
だ。……ま、とにかく家に入らねばハナシにならん。行くぞ！』 

べサアツ！ 

「ぁの一」 

『ゎぁっ！』 

ヵツコつけてマントをひるがえした瞬間に出くわした少女の顔に、サタンは思わず飛びすさ 
った。 

「そんなに驚かれなくたって……」 

『いきなりおまえが出てくるからだ、キキーモラ』 

「だって、みなさんなかなか家に入ってこられないんですもの」 

バラのアーチの下で、サタンのあまりの驚きょうに ムツと しながら立っていたのは、 ルシフ 
ァーが雇ったメィドのキキーモラだった。 

「そういえば、ずいぶん長い こと 話してたみたいだな」 
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空を見上げながら、シュテルンがいう。太陽はもはや、天頂からやや西ょりに傾いている。 
つまり彼らは午前中に邂逅してから、午後になるまでずっとルシファーの家の門の前で話し込 
んでいたのだった。 

『で？なんの用だ？キキーモラ』 

サタンが問うと、キキーモラは一枚の紙切れを差し出した。 

「ルシファー様からの伝言です」 

『いまさら、なにを伝言しょうというのだ . ？』 

いぶかしげに、サタンは紙切れに|一日かれた文字を読みはじめる。その、サタンやシュテルン 
ら魔界の者にしか理解できない魔法文字を読み進むにつれ、次第に表情が勝利を確信した笑み 
に変わっていった。 

「どうしたんですの？サタン様」 

『ルルー、悪いが闇の剣探しはおまえとミノタゥロスだけでやってくれ。オレとシュテルン、 

マサムネはキャメ ロット城に行く』 

「どういうことでござるか？」 

『ルシファーのヤツも、たまには役に立つな……』 

マサムネの言葉など意に介さずに、サタンはつぶやいた……。 







三賢者樣のぉ々ノナについたぞ/ 
……だけど、そこにいたの U ……/ 


『わ -っはっはっはっはっは . ！』 

rw つ tl ま- Htl ま1まよ it . . I 

ルシファーの家のダィニングで、サタンとシュテルンは腹もょじれんばかりに笑いころげて 
ぃた。 

一：.. . ッ！ J 

表情を滅多に出さないマサムネやミノタゥロスまでも、背を向けて肩をふるわせている。も 
ちろん、破顔しそぅになるのを必死でこらえているのだ。 

キキーモラですら、こみあげてる笑いを我慢するあまり、可愛らしい顔が奇妙に歪んでいる。 
「みんな、 ヒドィ です わ！ 人にこんな格好させて おいて！」 

ただひとりだけ笑っていないルルーが吼えた。 
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しかし、いつもの服装とは違う。派手なスリットの入った惱ましげな水色のドレスではなく、 
青い半袖のシャツに同じ色のミニスカート。その上に袖なしのゆったりした白いシャツをかぶ 
り、左の肩と胸を守る魔導プロテクター。豪奢な水晶色の長髪は、短い栗色のゥィッグで隠し 
てある。 

格好だけは、アルル•ナジャそのものだった。 

ルシファーからの伝言を受けて二手に分かれることにしたサタンたち一行は、闇の剣を持つ 
シヱゾなる魔導師の強さを案じ、ルルーにアルルの変装をさせて相手の虚をつこうと考えたの 
だった。 

ルシファーの家に入り、キキーモラに手伝わせてそれを実行したところ、屋敷をゆらすほど 
の大爆笑をうんだのである。 

敗因は、時間がないためにアルルの服をそのまま使ったことだった。なにしろ、アルルと同 
サイズの場所がゥェストしかないのである。それ以外の場所は、すべてにおいてルルーが上回 
，っている。服の丈があわないのもさることながら、スカ^~卜はヒップを危うく隠しているにす 
ぎないし、胸が大きいために下の青いシャツをスカートの中にたくしこむことができない。プ 
ロテクターはストラップを最大に伸ばしてギリギリだ。 

要するに、"つんつるてん"の状態なのである。 

これに、アルルのょうに子供っぽく見せょうと、両頰に書いたうずまきがトドメだった。 
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かくして、見るも無残なァルルの変装ができあがったのだった。 

「サタン様がやれっていうから、こんな格好したのに……」 

『いやはははは……。すまんすまん』 

ムクれるルルーに、サタンは涙目であやまった。 

「しかし、これで変装だってわかんなかったら、私はシ H ゾとやらに拍手を送りたいね」 
いちはやく笑いの渦から立ち直りかけたシュテルンがいう。 

「い、いや……、は、話に、よれば、シヱゾとやらは、頭の中は三流と、聞くでござる。も、 
もしかすると、バレないかも、しれないでござる……」 

「ちょっとマサムネさん、笑いたかったら思いきりやったらどうなんですの？」 

笑いをこらえて言葉がとぎれとぎれのマサムネに、ルルーがまた吼えた。 

『ところでシュテルン、シ H ゾの居場所はわかったのか？』 

できるだけルルーのほうに視線を向けないようにすることで、笑いから立ち直ったサタンが 
問いかける。 

「うむ、意外と近くにいるぞ。ヮ I プで運べる距離だ」 

水晶の半球を金属の機械部品でゴテゴテと包みこんだ形状の魔導レーダーを操作しながら、 
シュテルンが答えた。古い型、という彼の言葉通り、水晶は少々曇り、金属部分はところどこ 
ろサビている。 






190 


『わかった。ミノタウロス、ルル ー を抱えろ』 

「ぶも」 

「ところで、その機械でアルルどのの居場所はわからないでござるか？」 

ようやく立ち直ったマサムネが口をはさんだ。 

「最初にやってみたが、ダメだった。さっきもいったとおり、これは古い型だからな、ちよっ 
とでも魔力の干渉があったりすると、すぐ感知できなくなってしまうのだ。どうやらアルルく 
んは、そのような場所にいるらしい」 

「なるほど」 

『準備はいいか？ルルー、ミノタウロス』 

魔導レーダーの水晶を覗きこんで位置を確認したサタンがいった。 

「オーヶーですわ」 

|ふも！.」 

屈強なミノタウロスの肩に座ったルル^~がうなずき、それに呼応するようにミノタウロスも 
首を縦に振る。 

『よし行くぞ*ヮープ！』 

ビシュンッ！ 

サタンの声に応じて白い光がルルーとミノタウロスを包み、一瞬にしてふたりをこの場から 
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消し去った。 

「さて、今度は我々の番でござるな」 

いいながら、マサムネは壁に立てかけておいた刀をつかんだ。 
r 〃獣王変化"はアリか？久々に思いきり暴れたいぜ」 

指をボキボキ鳴らしながらいうシュテルンに、サタンはゆっくりとうなずく。 
『空間のつながりをブチ壊さなけりやな。ま、せいぜいハデにやろうではないか！』 


ヒュゥゥゥゥゥゥゥゥゥ . ゥン！ 

ヮープの呪文特有の、風がうなるような音が、眼をつぶって神経を集中させるポクらを包み 
こんでいる。 

その音がだんだん弱くなっていって、とぎれると同時に、ふわふわしてなんだか頼りない、 
まさしく地に足がついていない感触も消える。いまでは、しっかり地面を踏みしめている。 
ポクは眼をあけた。 

さっき呪文を唱えるときに眼をとじる前とはゼンゼン違う光景が、ポクと肩のうえのヵーバ 
ンクル、そしてボタの脇にいるアーサーのまわりに広がっている。 
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やわらかであったかな妖精の森じゃぁない。ゴッゴッしてて暑い火山地帯だ。まわりにある 
のは草木じゃなくて、土くれやおっきな岩ばかり。 

上を見ると、午後の太陽を覆いかくそうとしてるみたいにモゥモゥと立ち上る火山の煙。下 
には、ふもとの火山地帯の茶色から、森林地帯の緑に変わっていく鮮やかなダラデーションが 
広がっている。ボタらがヮープしてきた妖精の森は、もはやどれだかわかんない。歩いて三日 
の距離を一気にヮープしちゃったし、それに、上から見た妖精の森がどんなヵタチかなんて知 
らないし……。 

ボタらが立っているのは、だいたい火山の中腹くらい。森の出口から見えるところを目指し 
てヮープしちゃったもんだから、けっこう高いところに着いちゃったのだ。 

そういえば、慌ただしくて妖精さんたちにお礼をちゃんといってないなぁ。落ち着いたら、 
それも兼ねてまた妖精の森に行こうっと。泉にも行けば、うろこさかなびとさんやゥォーター 
エレメントさんにも会えるしね。 

それよりもなによりも、モンダィは . 。 

「あ！ あれじゃないぴよか？」 

いきなりアーサーが、ペンギンさんみたいな右手でナナメ下のほうを指した。見ると、そん 
なに離れてないところにちっちゃな木造りの家がある。家、っていうよりは、山のホッタテ小 
屋ってヵンジだ。 





193 火の章 


「賢者様のおゥチっていうヮリにはちょっとちっちゃくない？」 

といいながらも、ポクははるか北の雪山にあるシュテルン博士の研究所のことを思い出した。 
博士の研究所も外から見たらちっちゃいんだけど、実は雪山の中に、広い広い地下室があるの 
だ。もしかしたら賢者様の家も、そうなってるのかもしれない。 

それに、まわりを見渡しても、そこ以外に建物はないみたい。 

「とりあえず、行ってみよっか」 

ボクはいった。もしあそこが賢者様のおゥチじゃなくても、そこに住んでるヒトに、なんか 
聞けるかもしれないし。 

ポクらはその家に向かって、慎重に降りはじめた。ゴロゴロしてる岩のおかげで歩きにくく 
て、気をつけてないとスグに転びそうになっちゃうのだ。アーサーなんかペンギンさんみたい 
な短い足をしてるから、ホントに何度も転んじゃう。右足についたおっきな鉄球も、普通にあ 
るくときよりずっと邪魔になってるみたい。 

「おぶったげよか？」 

—1いや、いくら友達とはいえ、婦女子の手を借りるのは男の恥だびよ」 

そんな会話を何回か交わしつつ、ポクらはなんとか家の玄関に到着。 

「こんちにちはぁ〜！賢者様いますかぁ〜？」 

ボタは質素な造りのドアを叩きながらいった。なんだか何百年もたったような家で、ちょっ 
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と力を入れて叩くと壊れちゃいそう。 

「もしも お丨し！」 

ドンドンドン！ 

しばらく待っても返事が来ないので、ポクはまた叩いた。だけど、やっぱり返事は来ない。 
「誰もいないのかなあ」 

「そ、それは困るびょ」 

そりゃそうだ。せっかく ココまで 来たのに . 。 

ボタは、なにげにドアのノブを回した。すると……。 

ガチャリ。 

.ドアは開いた。鍵がかかってなかったのだ。不用心だなあ。 

「しっつれいしまあ一す」 

ルシファー先生のおゥチに来たときのキキーモラちゃんのマネをして、ポクはそおっと玄関 
を開けた。 

家の中は真っ暗で、まるでィキナリ夜になっちゃったみたいだ。ポクは慌てて外のほうを見 
た。空では、やっぱり午後のお日サマが見下ろしてる。 

「これは、どういうコトぴょか？」 

アーサーが驚いてつぶやいた。ポクもおんなじ気持ちだ。 
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始めは窓の位置の関係とか、火山がお日サマの光を邪魔してるのかな？って思ったヶド、 
どうやら違うみたい。魔法かなんかで、光をさえぎってるみたいだ。完全な暗闇、ってい うヮ 
ヶじゃないんだけど、小さな賢者様の家を見渡せないくらいには暗い。 

「誰かいるの . ？」 > 

その誰かを探して、ポクは眼をこらして暗闇を見渡した。すると、床の上に倒れてる人影み 
たいなものを発見！ 

「あれは . ！」 

賢者様かもしれない！と思ってポクは慌ててその人影に駆け寄った。……ヶドそれは賢者 
様じゃぁなかった。 ッンッ ンに立てた金髪に、クサ リをぶらさげたり 金属の トゲトゲをつ けた 
革の衣装。パンクな火の精霊、 ファィヤーエレメントさん だ。 

「どうしたの？大丈夫？」 

とポクが問いかけても、ファィヤーエレメントさんは反応しない。死んではないみたいだけ 
ど、なんだかエネルギーがなくなって完全に動けないってヵンジでぐったりしてる。 

「どうしたぴよか？」 

ようやくアーサーがぺたぺたとやってきた。それと同時に . . 

「ひゃははははははははは……！おまえたちも、そこの精霊のようになるのだ！」 

いきなり、天井のほうから邪悪な笑い声が響き渡った……。 








一方、キャ メロ ット城の謁見の間でも、衛兵がいぶかしむほどの高笑いがこだましていた。 
ィンキュバス、サキュバスの報告を受けた大司教が発しているのだ。 

「そうか、やはり光の剣は南の賢者のところにあったか……。ヤッを差し向けておいて正解だ 
ったな」 

ひざまずく淫魔たちを見下ろし、大司教は満足げにいった。彼の背後では、魂なき城主がう 
つろな視線を空中になげかけている。 

「しかも、 アルルた ちまで火山に向かっている だと？ 一石二鳥とは まさにこのこと だな。 さ 
しもの ヤッら も、我が最強の使い魔にはかなうまい。 これで 邪魔者も排除し、我が野望をなん 
の憂いもなく成できるというヮヶだ」 

「闇の剣はいかがなされるので . ？」 

顔をあげてィンキュバスが問いかけた。 

「なに、光の剣さえあればたやすく探せる。光の剣と闇の剣は、兄弟のょうに引かれあうらし 
いからな。剣をそろえて、あとは サタンら も始末して終わり だ！ き ゃ - っ 

i つまつまつまつ . ！」 
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大司教は、上体をのけぞらせ、まるで子供のよぅな笑い声をあげた。 

ひ^ A つし じやあく 

その拍子に、フードがほんの少しずりあがる。そこから縮れた長い金髪とともに、邪悪そぅ 

あらわ 

に赤く光る三つの眼がチラリと露になった……。 


四 バンパィア/ 

. ィ4-かバ+かの〃るい! J ° んこ"/ 

「ひや_ つ t っよっ文つ tt つ^つ . . 

けたたましい、 コゥモリの キンキン声みたいな笑いが、真っ暗な南の賢者様の家中にこだま 
る。 

「誰？降りてきなさい！」 

笑い声の中心、天井に向かってポクは叫んだ。よくよく見ると、確かに天井に誰かがいる。 
逆さまにぶらさがってるみたい。 

べサアッ！ 

天井で、サタンが ヵッコつ けてマントをひるがえしたときみたいな音がした。そして、羽根 
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を広げたコウモリみたいなものが、 ボクら のほぅに飛んで くる。 

「ょぉ—こそ、南の賢者の家へ……」. • 

コウモリみたいなヤツは、ボタらの目の前に着地していった。 

「あなたが南の賢者様なの？」 

そいつから出てくる邪悪な雰囲気からして、ぜ ぇ〜 ったいに賢者様じゃない とは 思った ゲド‘ 
万が一と思ってたずねてみた。 

「そいつは、賢者様などではない びょ！」 

「やっぱりね」 

「くっくっくっくっくっ . | 

アーサーと ボタの会話に、そいつは イヤ〜な 含み笑いをした。その 口もとから、 鋭い キバが 
見える。 

その キバ に加えて、サタンみたいな高貴で冷たい カンジが する キ レイな顔だちに、 暗くても 
ハツキリ わかる病気の ヒト みたいな顔色。 さらにコウモリの 羽根みたいな マント、とくれば、 
相手の正体はイツパツだ！ 
r バンパイアね！」 

ビシィツ！とボタは相手を指差した。 

「そぉのとおり I 
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お金持ちが貧乏なヒトをバヵにするような口調で、バンパイアはいう。なんだかすっげーイ 
ヤなヵンジ。 

「ざぁ^^んねんながら、賢者様は御不在のようですな。キミたちも彼に面会しにいらしたの 
でしょう？」 

「そうだけど . 」 

「だぁ i がしかし、 キミたち のそれは見果てぬ夢となってしまいましょう。そして、光の剣 
を手に入れるのは、この私です」 

「まさか、大司教の差し金びよか？」 

1心った ように 手足を バタバタ させながら、ア ーサー がいった。 

「そぉ^^^のとおり！ もしや南の賢者のと ころに あるので はと 見当をつけたのですが、どう 
やらそれが大当たりだったようですな。私、クジ運がいいんですよ。しぃ—かも、そこヘキ 

ミたちがやってくるとは、これまさに一石二鳥！ひゃっははははは . ！」 

「そうはいかない！ファイヤ-」 

高笑いするバンパイアに向かって、ボクはいきなり呪文を唱えた。賢者様、ゴメンなさい。 
もしこの戦いでおゥチが壊れちゃったら、ボタが責任を持ってもと通りにします……！ 

だけど、ボタが渾身の力を込めて打ち出した火の玉は、あっさりとバンパイアに片手で受け 
止められた。 
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シュウウウウウウウ . . 

その火の玉が、だんだんバンパイアの手の中に吸収されていく……！ 

「そお^^んな中途半端な呪文は、私には効きません。かえって私にエネルギーをためさせる 
だけですよ」 

「くっ そお ！ ジュゲム！」 

ドゴォンッ！ 

呪文と同時に、バンパイアの足元がいきなり爆発した。 モウモウと した! g が、 ホコリと J っ齡 
になってバンパイアを包みこむ。 

「やった ！ 」 

直撃の手応え！ファイャーより強い超攻撃呪文だから、ちょっとは効いてるはず……！ 

と思った瞬間……！ 

バサアッ！ 

煙の中からコウモリの羽根が出てきて、いきなりポクを撕え込んだ。 

「し、 しまつた！」 

「そお—んな呪文は効かないといったでしょぅ？いちどいって聞かないコは、お仕置きで 
すよ」 
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煙が晴れると同時にバンパイアの顔が出てきて、いった。そのまま抱えたボタに顔をぐぐっ 
と近づけ、ポクの首筋にかみついた。 

がぶっ！ 

「イタ- ッ！」 

キバがつきささった痛みのあまり、ポクは叫んだ。そのあいだにも、バンパイアはゴタンゴ 

クンと 喉を鳴らす。首筋から、ボクのエネルギ-血を吸っているのだ！ 

「あああ . ！」 

だんだん、ボクの意識がもうろうとしてきた。エネルギーがなくなっていく、っていうのが 

ハッキリ わかる。 このまま じや、死んじやうよ . . 

「よっ こらせ！」 

ぶぉん！ 

ボタの視線のはじっこで、アーサーが足につながれた鉄球を、バンパイアに向かって投げつ 
けた。 

「ちっ！」 

ひゅっ！ 

バンパイアは舌打ちして、その鉄球をよける。そのおかげで、バンパイアの身体がボタから 
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離れた。その途端、 

「^> に やあ^^-^ . 」 

ポクの身体はぐにゃぐにゃになってその場にへたりこんだ。 もうダメ 。立ってられない。 
「アルル！大丈夫びよか？」 

「ぐ-」 

「ふにゃ SJ 

口々に心配してくれるアーサーとヵーくんに向かって、大丈夫、っていったつもりだったヶ 
ド、言葉になってない。 

「ひゃぁ，-^っはっはっはっはっはっ . ！ざぁ^^まぁありませんな。なにごとも^.途1 j ! 

端はよくない。どうです？ 一気にエネルギーを吸われたほうがよくありませんか？」 

ふにゃふにゃのボタに、高笑いとともにバンパィアがいった。た、たしかに、いっその こと 
ラクにして、ってヵンジだ。だけど、 そう なったが最後、 もう ルシファ ー 先生やみんなに会え 

なくなっちゃう . . 

そんなのィヤだ！ 

「ファィヤ-」 

ポクは気力を振り絞って、呪文を唱えた。 

ボン！ ひゆるるるるるるる . . 
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だけどエネルギーがないから、火の玉の大きさも、スピードもへろへろだ。 

「ふん！きゅ^-しゅうする価値もありませんな」 

バシッ！ 

バンパイアはへろへろの火の玉を、マントで弾き飛ばした。火の玉はさっきよりもスピード 
がついて、床に倒れてるファイヤーエレメントさんにブチ当たる！ 

ボォッ！ 

炎が、 ファイヤーエレメントさん を包みこんだ。 

「ああっ！」 

ファイヤーエレメントさん が、死ん じやう . . 

と 思ったら、フ ァイヤーエレメント さんは炎をまとったまま、むっく りと 起き上がった。 
「バァ I 二-ング！」 

元気いっぱい！って ヵンジでファイヤーエレメント さんは中指をつきたてた。もうふにや 

ふにやのボクにとっては、ちょっちゥラヤマシイ . 。 

そうか！ファイヤーエレメント さんは火の精霊。だから、へろへろだったけどポクの火の 
玉を吸収して元気になったのだ！ 
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「燃えろ- っ！」 

グオオオオオオオオオツ！ 

気合を入れると、ファイヤーエレメントさんを覆っている炎がさらに大きく広がった。その 
あまりの勢いに家の中に充満してた暗闇が弾けて、もとの明るさが戻ってくる。ファイヤーエ 
レメントさんのおかげで、もとの、 つてよりは ムチャクチャ明るいヶド。 

「 Ar \ ぉわっ*-.まぷしっ- • J 

炎と太陽の光を浴びて、バンパイアが思わずひるんだ。バンパイアは太陽が ニ ガテで、だか 
ら魔法で暗闇をつくってたのだ。 

逆に、ポクは太陽の光のおかげでちょっとだけ元気になったぞ。このスキに……！ 
「るいばん こ！」 

イチかバチかの呪文をポクは唱えた。 

お願い！バンパイアをなんとかして . . 

といぅボタの必死のお願いが通じたのか、いきなり、バンパイアの後ろの空間が、おっきな 
口のカタチに裂けた。 

I や^"'*^^'*''^^-*^'^"^-^^'^^^'' つ— L 1 
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断末魔の叫びを残して、バンパィアはその口に飲み込まれてしまう。 

ゴッタン……！ げっぷ。 

空間の口はどこにあるんだかわかんない喉をならして、げっぷをした。ちょっと、はしたな 
いなぁ。 

まぁ、 とにもかくにも、バンパィアはいなく なった。 

と思った途端、ポクの意識がいきなり プッ ッリと切れた。 

ドタツ！ 

っていうボタの身体が倒れたらしい音と、 

「アルル！」 

「ぐ- 」 

心配そうなアーサーとカーくんの声が耳の中にこだまする。 

それがだんだん小さくなっていって、そして、消えた……。 






by セニ 3 ちん 















ヴァンパイア 
恐怖の吸血鬼！血を吸って相 
手の エネルギーを 無くしちや 
う。魔法だって吸収しちやう 
そ'。でも明るいところは苦手。 






209 光の章 


南の賢者様登場/ 

……どっか r 見たよう^……? 

シヱゾ •ゥィダィィは、名もなき林の中の、直径が人の背丈ほどもある巨大な切り株の中心 
に座して瞑想していた。 

けつかふざ 

結 EJO 趺坐-。 

あぐらのように足を組んで座り、背筋をピンと伸ばして眼を閉じる。"日出る国"などのあ 
る、東方の魔術で伝わっている独特の瞑想法であった。 

魔の道を極めんと古今東西の魔術を知り尽くした男は、それを維持するための修行を怠らな 
い。瞑想をする ことで 意識をクリアにし、いついかなる場合でも瞬時に、対面した状況に最適 
な魔法を、最大の魔力で大量の知識から引き出す ことが 可能となるのだ。 

そう、魔力……。 

心の中で、シヱゾはつぶやいた。 
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魔導、魔法、妖術と呼ばれるたぐいの、あらゆる知識はもはや脳細胞のひとつひとつに収ま 
っている。 あと 必要なのは、それらの術を最大限に発揮する魔力だ。 

すでに自分の内で、魔の力が相当に高まっているといぅ自覚はある。なにしろ、魔剣と呼ば 
れる"闇の剣"の邪悪な波動を克服し、手中に収めてしまったほどだ。それを上回る魔力の持 
ち主は、約一名を除いてほかにはいない。 

アルル•ナジャ——。 

それが、その約一名の名前だった。 

表向きは、年齢のわりに幼い容姿をした小娘だが、その小さな身体の中に、本人すら白覚し 

ねむ 

ていない強大な魔力が眠っている。それを看破したのは、人間の魔導師では シ H ゾ •ゥィグィ 
ィただひとりであった。 

れんあ Vi わ 

そんな 彼女に初めて出会ったとき、恋愛にも似た感情がシヱゾの心の中に沸き上がった。 
あの小娘の魔力が欲しい……！あの とてつもない 潜在能力を吸収すれば、ォ レは ますます 
強く なれる . . 

以来、彼はずっと —— 何年もの長きに亘ってアルルをつけ狙ってきたが、作戦はどれもこれ 
も失敗に終わっていた。すべて、無意識的に発動した、アルルの超潜在能力のほんの一片に敗 
れてしまったのだ。そのたびに シヱゾは 素晴らしき膨大な パ ヮーの魅力に取りつかれ、思いを 
つのらせてきている。 
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絶対に、あの魔力を取り込んでやる……！ 

その一点のみに集中し、シヱゾはじっと瞑想にふけっていた。そこへ、 

ガサッ。 

下生えを踏む音とともに、ふと、人の気配を感じた。 

「ほう . 」 > 

出し紀けに現れたその人物を見た途端、シヱゾは思わず感嘆の吐息をもらす。 

栗色の髪に、青で統一した半袖のシャッ、ミニスヵート、ブーッ。その上にゆったりした丈 

かた 

の短い白いシャッをかぶり、左胸と肩を守るプロテクターをつけている。 

シ X .ゾが、その魔力を吸収せんと追い求めていた小娘が、そこに立っていた。 

「珍しいな、お前から顔を見せるとは……」 

いいながらシ H ゾは結跏趺坐の姿勢を解き、切り株のうえに立ち上がった。その拍子に、短 
い銀色の髪と、邪悪な己の心を映すょうな漆黒のマントがわずかにゆれる。 

「あなたに恨みはないけど、闇の剣はいただくわょ！」 

「闇の剣 . ？」 

小娘の言葉に、シュゾは切れ味鋭くつりあがった眼をすぅっと細めた。 

「面白い。この勝負にお前が勝てば、闇の剣はくれてやろう。ただし、オレが勝ったら今度こ 
そその魔力をもらうぞ！」 
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ビシッ！ 

シヱゾは闇の剣を抜き、まさしく地獄の闇のような刀身の先を相手に向けた。 

「あ、あの〜 . 」 

彼のその様を、小娘はポヵンとした顔で見つめる。 

「もしかして、ホントにわたくしのことをアルルだと思ってる . ？」 

「なに . ？」 

相手の意外な告白にシヱゾは少々たじろぎ、そしてつぶさに観察を始めた。 

よくよく見ると、確かにどこかがおかしい。 

アルル•ナジャは、いまのように女性として魅力的な身体つきだったか……？女として成 
長したのかもしれないが、一年や二年も顔をあわせていなかったわけではなく、それほど短期 
間に成長するとは思えない。それに服装もアンバランスで、いわゆる"つんつるてん"だ。 
「貴様、アルル•ナジャではないな……？」 

ようやくシヱゾはいった。彼は、これまで魔導だけに精力を傾けてきたため、人間を観察し 
て姿形を見分ける能力が若干欠けていた……。 

「だ ぁ^から、そういってるでしょうが！」 

バサ アッ r 
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相手はいいながら、引き破るょぅに衣服を脱ぎ捨てた。その瞬間に、別の服装に入れ代わる。 
見事な プロポーションを、 悩ましげに見せつける水色の ドレス。 腰まで伸びた水晶色の豪奢 

ちょうはつ 

な長髪……。 

「確か、ルルーとかいったな」 

シエゾは、正体を現した相手の名をいった。 

「あら、覚えててくれたのね。それはどぅも」 

頰に書いたぅずまきを、ハンヵチで消しながらルルーが答える。それとほぼ同時に、牛頭人 
身の巨漢が木の陰から姿を現した。ミノタゥロスとかいぅ下僕だったな、とシヱゾは記憶をま 
さぐつ た。 

「それにしても、あなたってホントにおつむが三流なのね。そりゃアルルに何度も負けるヮヶ 
よ4。お_つままままままま . .」 

高飛車に笑ぅルルーを、シヱゾは冷ややかに見下ろす。 

「三流かどぅか、試してみるか . ？」 

チャキッ！ 

彼は闇の剣を構えた……。 







『お 一い 。アルルくん、朝だぞ。起きなさい』 

耳の奥で、ルシファー先生の声がする。いつもの朝がやってきたのだ。 

だけど、力が出なくてふにゃふにゃで、とっても眠い。 

「あと五分だけぇ . 」 

ポクは眼をつぶったままでいった。 

『やれやれ、しょぅがないな……。力 I バンク ルくんに、朝御飯を全部食べられてもいい 
か？』 

「ええっ！それはャダぁ！」 

先生のいつもの言葉にダマされて、いつものよぅにボタはがばっと跳ね起きた。 一 
- あり . ？」 

だけど、目の前に広がっている光景は、いつものとは違っていた。 

なんで、ボタはこんな トコに 寝てるんだ？ 

ポクが寝てたべッドは、質素で飾りっ気のない、だけどふかふかで真っ白なシーッがかか 
ている。 


の 
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もちろん、ボタの部屋じゃぁない。ちっちゃな衣装だんすや本棚くらいしか調度品のない、 
これまた質素でセマイ部屋だ。 

そして、ベッドをとりかこむようにボクを見つめている、 T I サーとフアイヤーエレメント 
さんと、謎のおじいさん。たぶん、このおじいさんが南の賢者様なんだね。 

ヵーくんはポクが寝ていたマクラの脇で、気持ちよさそうに眠ってる。 

ボタはそこで、ようやくコトの次第を思い出した。 

南の賢者様のおゥチに着いて、そこで待ってたバンパイアと戦って、そんで……、そうそう、 
バンパイアにエネルギーを吸われちゃったんだ。でもなんとか"るいばんこ"の呪文でバンパ 
イアに勝って、その瞬間にキンチョーの糸がプッツリ切れちゃってポクは気絶したのだ。 

ボタがいま寝てるベッドは、たぶん賢者様のものだろうね。 

「アルル、大丈夫び よ？」 

「う、うん . 」 

心配そうなアーサーの言葉に、ボタはうわのそらで返事した。 

あれえ〜？おかしいなぁ……？確かに、ル シフ アー先生に起こされた ような 気がす るん 
だヶド……。だけどもちろん、そこに先生の姿はない。 

「どうしたびよ？」 

「ねえねえ、 ここにルシフア ー 先生が来なかった？」 
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「ルシファー先生？それは誰びよ？」 

ボクの問いに、アーサーは首をかしげるばかり。ファィヤーエレメントさんとかもキョトン 
とした顔をしてる。 

そりゃそうだよね。いきなりルシファ I 先生とかいったって、会った コト もない-と思う 

——のにわかるヮヶないもんね。 

ってコトは、先生に起こされたと思ったのは夢だったのかぁ……。すっ ごく リアルで、ホン 
卜に先生がいまココにいるみたいにあったかな感じがしたんだヶド……。 

まぁ、ルシファ ー 先生はきっと忙しくて、ポクなんかかまって るヒ マなんてないだろうから、 
こんなとこに来るわけないってわかってるんだヶド、ちょっちカナシィな……。 

「どうしたぴよ？まだ具合悪いぴよか？」 

ポクを覗きこむア I サ I の眼は、とっても心配そうだ。ホンキでボクのことを考えてるって 
カンジ。 

「大丈夫だよ、心配しないで」 

とポクが一ーッコリすると、アーサーのちっちゃな黒目はホッとしたような色に変わった。 

「いやぁ、一時はどうなるコトかと思ったゼ H 」 

ファィヤーエレメントさんも、安心したようにうなずく。バンパィアとの戦いのときに、間 
違って当たったファィャーのおかげで、いまではボタより元気いっぱいだ。 
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「おまえが倒れた途端に、賢者様がナィスタィミングで帰ってきたおかげだナ」 

「賢者様がアルルを介抱してくれたんだびよ」 

「そうなんですか？ ありがとう ございます、賢者様」 

『なに、礼には及ばんよ。ふぉっふぉっふぉっふぉっ……！』 

ポクがぺ コリと おじぎをすると、おじいさんらしいかすれた声で賢者様は笑った。なんだか、 
ルシファー先生によく似たあったかな声だ。雰囲気もソックリだし。だからポクは、あんな夢 
を見たのかな . . 

よく 見たら、服装も似てる。もちろん、賢者様は もう お腰が曲がって よれよれ だけど、身に 
まとってる ロー ブは先生とおなじ黒だ。まぁ、そんな 口 I ブはどこにでも ありそう だけどね。 

先生と同じく深く降ろしたフードからは、おヒゲと髪の毛が合体したような、白くて長い毛 
がはみ出してる。そのおかげで、ほとんど顔が見えない。ぱっと見が、ローブをまとった毛の 
オバヶみたいだ。 

ルシファー先生が、う〜んとトシを取ったらこうなるのかなぁ . . 

なんだか初めて会ったような気がしないのが不思議。 

『ま、とにかく元気になってよかったのぅ』 

ボタの頭の中が考えでぐるぐるしてるところに、賢者様はいった。 

『ではまぁ、テ I ブルで茶でも飲もうかの。年寄りに立ちん坊はチトつらいて』 
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「あ、ごめんなさい」 

ポクは慌ててベッドから降りた。そして、まだ眠ってるヵーくんをそっと抱き上げる。 
「じゃあ、行きましょぅ、ルシファー先生」 

『そぅだな』 

え . ？ 

あんまりにも雰囲気が似てるもんで、ボタは賢者様のコトをルシファー先生って思わず呼ん 
じゃった。 

だけど、それに即座に反応した賢者様っていったい……？ 


二知って驚く意外^ジジッ/ 

……ど、どうして 先生が……? 


『し、しまつた……！』 

賢者様は、思わずあとじさった。驚きのあまり、ょぼょぼで曲がってた腰が、若い男のヒト 
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みたいに ピンと 伸びちゃってる。声もかすれてなくって若々しい。 

「も、もしかして、ホントにルシファー先生なの . ？」 

ボタも 驚いて るヶ ド、 なんとかそう 尋ねた。 

『いやぁ〜ははははは . 。なぁんのことかな . ？』 

「やっぱりルシファー先生なんだね？」 

『私としたことが、うかつだったな……』 

ヵンネンしたように先生は頭を振り、おじいさんのつけヒゲを外した。そこから出てきたの 

は、まごうことなき ル シフ ァ ー 先生の顔-の下半分。もちろん、いつもの優しい ニコニコ 笑 

顔が張りついてる。 

なんだか モノスゴク 懐かしくて、ずっとずっと会いたいと思ってた笑顔だ。だけど、それだ 
けに賢者様の ヵッコで 出てきたって コトに 対して、ちょっと ムッと きちゃう。 

「こ、これはどういうコトぴよ？」 

ああっ！アーサーにセリフを取られた！どういうことなの？ってポクが問い詰めよう 
と思ってたのにぃ！ 

「先生、どうして賢者様の変装なんかしてたんですか？」 

アーサーの言葉を引き継いでボタはいった。 

『アルルくん、これは変装ではないのだよ』 
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「というと？」 

『私は確かに、南の賢者なのだ。もちろん、キミの師匠のルシファーであると同時にな』 

「え--っ！」 

ボタとアーサーは、同時に驚いた。 

久々の大ショ-ック！つてヵンジだ。 

「どどど、どういう コト お？」 

『アルルくんもアーサ ー どのも知って ると 思ぅが、南の賢者は、数百年前から この 地に住んで 
いる』 

確かにそぅだ！魔導学校にいた頃、歴史の授業で習った。考えてみれば、数百年前に魔導 
を確立したのが南の賢者様だったんだょね。 

「じゃ、じゃあ、その頃からずっと、先生は南の賢者様をやってたんですか？」 

ボタの問いに、先生は首を横に振った。 

『正確にはそぅではない。実は数百年前、私は先代の賢者に弟子入りしていたのだ』 

「え-ゥ . L _ 

さつきほどじやないケド、またまたショック！ 

先生にもお師匠サマがいたなんて……！ボタはてっきり、自分の力でいまみたいになった 
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のかと思ってた。 

そんなボタの驚きをよそに、先生は話を続ける。アーサーはもう、ポヵンとして声も出ない。 
逆にファィヤーエレメントさんは、すべてを知ってるみたいで、派手な格好だけど静かにたた 
ずんでる。 

『私は魔族だが、先代賢者はあくまでも人間。よる年並みには勝てない。先代は、私とともに 
魔導を確立し、そのすぐ後に亡くなられたのだ』 

珍しく、先生の声がちょっと悲しみに沈んでいる。お師匠サマといえば、ほとんどお父さん 
も同然だ。そのヒトが死んじゃったときのコトを思い出すと、誰だって悲しくなるよ。ボタだ 
ったら、ルシファー先生が死んだらって考えただけで泣いちゃいそう。目の前にいるっていう 
のに。 

『そして私は、先代の遺言に従い、二代目を襲名して、魔導の術の管理にあたることになった 
のだ』 

「でもでも、そんな コト 教科書に載ってませんで したよ？」 

『それはそうだ。真実を知っているのは、私と、このファィヤーエレメントだけだからな』 

「どうして、隠したりしたんですか？」 

『それは、魔導を悪用する者ができるだけ現れないようにするためだ。何百年もずっと賢者が 
目を光らせているとなれば、そうそう悪用もできないだろう？しかし、それでもこんな状態 
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になってしまったがな……』 

先生の言葉はもはや、ほとんど独り言に近かった。ポクには、こんな状態っていうのが大司 
教の事件を指してるということがわかった。ダテにずっと先生にくっついてないのだ。 

『少々、お遊びがすぎたのかもしれんな……』 

「へ？それって . 」 

どういうコト？っていう前に、先生が続けた。 

『ルシファーとしてキミの前に現れずに、ずっと南の賢者として術法の管理をしていれば、こ 
れまでのような事件は発生しなかったはずだ』 

先生は、ぶよぶよ大魔王、ぶよぶよ大明神、そして今回のぶよぶよ大司教の事件、そして、 
その前からあった現界と魔界をつなぐ空間の歪み、それらすベての原因が、いまいったことに 
あるのだと説明した。 

『しかし私は、キミの存在、キミのたぐいまれな潜在能力を知って、いてもたってもいられな 
くなってしまったのだ。ある種、サタンと同じようにな……』 

「それってもしかして……」 

ルシファー先生もボクのコトが . 。 

だけどそれは、声になって出てこなかった。代わりに聞いた。 

「でも、どうしてですか？ | 
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パサッ。 

ボタの問いには答えずに、先生はフードを取った。サタンにゥリふたつの、キレィな顔があ 
らわになる。 

これでル シフ ァー先生の素顔を見るのは二回目だけど、そのときとは違って、すっごくマジ 
メな表情だ。そんな先生なんて見たことないからちょっとコヮィけど、優しい雰囲気はなくな 
ってはいない。 

『事実をありのままに話そう . 』 

ため息のように、先生はいった。 

『私がキミの潜在能力に眼をつけたのは、私の後継として最適だと思ったからだ。つまり、魔 
導の知識をすべて受け継ぎ、ゆくゆくは三代目の賢者を襲名させようとな。もしくは、時の女 
神の後継か……』 

「時の女神……？」 さど 

現界と魔界とのあいだにある，，時空の狭間"に住み、時の流れや人々の運命を司っている女 
神様だ。ちなみにぷよぷよを消す——ホントは、そのためだけにあるんじゃないんだヶド—— 
オヮニ モの呪文は、その時の女神様の力を借りて発動させるのだ。 

ボタが、その女神様の跡継ぎに…… ？ なんだか途方 もなくて、ちょっとピンと 来ない。 

「先生は、女神様を知ってるんですか？」 
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『うむ……。アルルくん、キミは女神の幼少の頃にょく似ているのだ。能力も、性格もな。私 
は、そんなキミが大好きだ。その感情が、弟子を愛でる師匠のものだということは十分に理解 
できるが、その裏にあるのが、本物の恋愛感情なのかはわからない。その昔にあった、角を失 
うことになった事件がトラゥマになって、自分の恋愛感情について考えることを無意識的に拒 
否してしまっているのだ』 

「その事件って、詳しく聞いてもいいですか？」 

ボクがそう尋ねると、先生はニッコリ微笑んで、くしやくしやっと、だけど優しくボタの頭 
をなでた。 

『そんな、辛そうな顔をするな。私が好きなアルルくんは、いつも元気いっぱいの奶のはずだ 
ぞ』 

なんだか、すっごく元気が出てきたぞ。ボタは微笑みを返して、先生が話しはじめるのを待 

った。 

『かつて、私は魔族の身でありながら、ある神に恋をした……』 

「それが、いまの時の女神様……？」 

『そう。彼女も私のことを想ってくれていたが、それは決して許される恋ではなかった。神と 
魔族の恋愛は、必ず災厄を産むのだ。それは、何千年、何万年と続く魔界の歴史が物語ってい 
る。その当時すでに、彼女は時の女神を継承することが決定していた。一方の私も、兄サタン 
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とともに次期魔界の王の座をうかがう立場にあった……』 


物語を読んで聞かせるようなル シファ ー 先生の口調に、 ボク -そして ア ー サ I やファ ィヤ 

丨エレメントさんは無言で聞き入った。 

『それらすべてが台無しになること、とりわけ彼女が女神の継承権を失うことを恐れた私は、 
許されぬ恋愛の罪をひとりでかぶった。その結果、角とともに魔界の王の継承権を永遠に剝奪 
されたのだ……』 

「そうだったんですか……」 

すごくロマンチックで、悲しいお話だ。涙が出てきちゃいそう。 

そんなふうにルシファー先生に想われてるなんて、時の女神様ってうらやましいな。しょせ 

ん-っていう悪いいい方は好きじゃないヶド-、ルシファー先生にとって、ポクは女神様 

の代わりでしかないんだ。ちょっと、むなしい……。 

『ちなみに、サタンのことだが……』 

先生は話を続ける。 

『あれほどまでにキミに固執する理由は、やはりキミの魔力が欲しいからだ。私のようにキミ 
を後継者にするのではなく、いずれ魔界の王となったときに、その後継を産ませるためにな。 
強大な魔力を持つ人間と魔族とのあいだにできた子は、両親を陵駕するパヮーを持つといわれ 








227 光の章 


ているのだ』 

やっぱりね、ってヵンジだ。 

先生も、サタンも、シヱゾも、みぃんなホントにあるんだかわかんないボタの魔力が欲しい 
のであって、 ボク 自身の コトが 好きな ヮヶ じゃぁないんだ。 

そりゃぁ、ボタはルルーみたいにキレィでスタィルがいいヮヶじゃないから、モテないだろ 
うな、っていうのは自覚してる。だけど、やっぱり、好きになるんならボク自身のコトを想っ 
て欲しいよ……。マサムネさんみたいに。 

という考えを頭の中でぐるぐるさせてると、いきなり先生がいった。 

『この事件が解決したら、私とサタン、シュテルンはしばらく魔界に帰る』 

「ええつ！ど、どうして？」 

『事態を根本から解決するためだ』 

「それは、大司教を倒せばいいんじゃないんですか？」 

そのためにポクとアーサーは、光の剣を受け取りに、この賢者様の家に来たのだ。 

『確かに大司教を倒せば、その場は収まる。しかしそのままにしておけば、また新たな事件が 
発生するだろう。空間の歪みは、そこまでひどくなっているのだ。そして、次になにかあった 
ら、歪みが完全に崩壊を起こし、現界も魔界も消滅するかもしれない……。それを回避す るた 
めには、空間を安定させる必要がある。つまり、現界は現界のままに、魔界は魔界のままにし、 
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しばらく互いに干渉しないようにするのだ』 

「しばらくって、どれくらい？」 

『さぁ …… 。十年か、百年か、あるいは もっと かかるか……』 

「そんなに待てないよ！」 

ボタは、なんだか押さえきれなくなって叫んだ。 

「先生、ボタを跡継ぎにするんでしょ？だったら、それまで魔界に帰らないで よ！」 
『そうしたいのは山々だが、この世が消滅してしまっては、跡継ぎどころの騒ぎではないだろ 
う？』 

「そ、それは、そうだけ ど . 」 

『それに、完全な今生の別れになるわけではないんだ。もしかすると数年で、あるいは数日で 
空間が安定するかもしれん』 

「ィヤ だ！そんなの！大好きな先生と一緒にいられないなんて ィヤだよ！ さみしくて死 
んじゃうよ^ -. だからお願い！ちゃんとマジメに修行もします！だから、魔界に帰るなん 
ていわないで！」 

心のままに、 ボクはまく したてた。 

この気持ちが、恋だとか愛だとか、そういうものなのかっていうコトは、まだボタにはわか 
らない。だけど、さみしい思いでずっといるのはィヤ！ルシファー先生とずっと一緒に魔法 
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の修行してたいょ！サタンやシュテルン博士とだって . . 

『アルルくん . 』 

ルシファー先生は、またボタの頭をなでた。 

『キミの気持ちはよくわかる。それに、私のことをそこまで想ってくれることを 嬉しく 思う。 
しかし その気持ちは、もっと人生経験を積んで、真に心から想える人が現れるまで取って おき 
なさい。私には、キミに想われる資格はないよ』 


『しかしアルルくん、ひとつだけ重大なことを忘れているぞ』 

急に、先生の口調がちょっとおどけたヵンジになった。 

『とにもかくにも、大司教をなんとかしなければ、私は魔界に帰れん。それまでは、 ィャ でも 
キミと行動を共にさせてもらぅぞ』 

「先生……」 

ルシファー先生は、いつものよぅに、優しくてちょっとィタズラっぽいニコニコ顔をボタに 
向けていた……。 
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林の中での戦いは、いまや最高潮に達していた。優劣がはっきりし始める頃合である。 

「闇の剣ょ、切り裂け！」 

グォツ！ 

呪文と ともに シ H ゾが剣を ひと 振りすると、剣先の 描く 軌跡が邪悪な波動を含んだ黒い ヵマ 
ィタ チとなってルルーに襲いかかる ！ 

「きゃぁっ！」 

すでに満身創痍のルルーは、その刃を完全に避けきることができず、また新たな切り傷をこ 
しらえた。すでにミノタゥロスも傷だらけだ。一方のシヱゾは呼吸ひとつ乱れておらず、薄笑 
いを彼女らに向けている。 

「っ、強ぃ……」 

ルルーは思わずつぶやいた。 

闇の剣の力もさることながら、それを使いこなすシヱゾのテクニックに、有効打どころかパ 
ソチひとつかすらせることができないのだ。 

「勝負は明白だ。殺される前に失せろ」 

チャキッ！ 

闇の剣を鞘に収めながら、シヱゾはいい放った。 

「 どぅして？ あたくしはまだ負けてないわょ！それに、あなたが勝ったらわたくしの魔力 
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を吸収するんじゃなかったの？」 

r オレは魔導師にしか興味がない。貴様のよぅな格闘家のパヮーを吸収しても、なんの足しに 
もならん」 

プツツ-ンツ！ 

シヱゾの言葉を聞いた瞬間、ルルーの中でなにかが弾けた。 

このシヱゾってヤツも、サタン様も、どぅして魔導師-アルルがそんなにいいわけ？魔 

力も格闘の気力も、根本は同じはずなのよ！あのアルルにどれだけパヮーがあるか知らない 
けど、あたくしだって力はあるはずなのよ！ 

気合いの声とともに、怒りを気力に変え、それをそのまま、目の前の敵に思いっきりぶつけ 
る！ 

「女王乱舞！」 

X 、ド'ド'ド、ド、ド、ド'ド、ド、ド、ド K ' ド、ド . . 

猛烈なパンチキックの嵐を、力の限りシヱゾに見舞った。 

「ぐああああああああああつ！ | 
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あまりの勢いに彼は避けきれず、一瞬にしてボロボロになる。 

「は ぁっ！」 

ドゴン！ 

フィニッシュに、ルルーはシヱゾの身体を思いきり蹴りあげた。 

「ミノタウ ロス！」 

「ぶも-」 

ルル ーに 命じられるまま、 ミノ タゥ ロスは宙を舞ぅ シヱゾにタック ル！ 

ドッゴォ-ンッ！ 

更にスピ I ドを上げて魔導師の身体は キリキリ 舞いし、木に 激突！そのまま、その 木に も 
たれかかるょぅに彼はくずおれた。 

「ふん！わたくしをバヵにするからょ！約束通り、闇の剣はもらっていきますからね」 
いいながら、剣が収まった鞘をシヱゾの身体から引きはがした。 

「や、めろ……。そ、その剣は、貴様などに扱える、代^ではない……！」 

まだ気を失っていないシヱゾが、息も絶え絶えにいった。 

「なにいってるの。あなたに扱えて、わたくしにできないはずないわ」 

スラリ！ 

思わずルルーは剣を抜いた。その瞬間！ 
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、ドオンッ！ 

漆黒の刀身から発するパヮーが、いきなりルルーの精神に襲いかかった。それは、怒りや憎 
しみといった、邪悪な波動だった。 

ルルーの意識はあっといぅ間にその波動に飲み込まれ、同時に形相が凶悪さを帯びはじめる。 
サタンを取ったアルルが憎い……！振り向いて くれない サタンが憎い……！ル シフ ァー 
も、 シュテルン も……！な にもかも破壊しなければ、心は安らがない…… ！ 剣が血を吸わ 

なければ、心の渴きは癒されない . . 

「ぶも-」 

主人に異変を感じ取ったミノタゥロスが、傷だらけの身体をひきずってルルーの手から剣を 
放そぅとする が、闇の剣の 導く 圧倒的な剣力にょって叩きふせられてしまった。 

「ふ^^ぉ'つ . — L1 

に，」お* 

倒れるミノ タゥロ スの悲痛な声も、もはやルルーの耳には届いていない。あるのは破壊や殺 
人の衝動だけだ。 

かか 

ルルーはやがて、剣を高く掲げ、刀身から発した黒い光に包まれて、その場からヮープした 
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三キャメ D ット城 IJX 騷ぎ/ 

. コレ、どぅやつて权拾するのお？ 

火山の小屋に隠しておいた光の剣を取り出し、ボタとカーくん、アーサー、 ル シ ファー 先生 
は、キャ メロット 城まで一気に ヮープ した。 ファイヤーエレメントは お留守番。 

出発するまでのあいだ、 アー サ I の様子がヘン —— 先生にはそっけなくて、ボタには とこと 
ん優しい —— だったのが ちょっち 気になったけど、お城の アリサマを 見た瞬間に、そんなのは 
ィッペンに吹き飛んだ。 

なんと！ お城の真ん中で、ちょっとした 山よりも おっきな怪獣が暴れているのだ！ 

サーベルタイガーと、ライオンと、クマと、ドラゴンをムロわせて、とてつもなくおつきくし 

たよぅな 怪獣だ。 

「キシャ -ッ！」 

怪獣はひとしきり吼えて、どんどんお城を崩していく。 
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「いったい、なにごとだびよ？」 

«|きで声が出ないのを、ムリャリしぼりだすようにアーサーがいった。ポクも、まったく同 
感だ。 

『あれは、シュテルンだ』 

rsx. - ' !」 

ルシファー先生の言葉に、ボタはまたまた飛び上がって驚いた。 

先生の説明によると、あれはシュテルン博士の本当の姿で、魔界では動物や精霊を治める、 
とってもエライひとなんだって。 

そうか、わかったぞ！だからずっと前に，/るいばんこ"で呼び出した炎の精霊さんが、博 

士に向かってぺこぺこしてたし、ヶーニヒス•ティーゲル•フォン•シュテルン . だっけ？ 

そんな タイソゥな 名：一刖があるんだ。 

『お-い！シュテルン！なにをやってるんだ！いますぐやめろ！』 

「おう！ ル シファーか！ 遅かった な！ アルルくんも一緒 か！」 

先生の怒鳴り声に気がついて返事した怪獣の声は、サイズにあわせてとっても大きいヶド、 
確かにシュテルン博士のものだ。 

『私は城を壊せと伝言した覚えはないぞ！』 
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「え？ そうなのか？ サタンのヤッは城ごと大司教をブチ倒そうといってた ぞ！」 

『事件の責は大司教だけにある！城の人間に罪はない！』 

「そうだよ！このお城は、ホントはア ーサー のものなん だよ！」 

ボタも博士に向かって怒鳴った。 

『サタンはどこだ！』 

「大司教のところ、たぶん謁見の間だ！マサムネどのもいるはず だ！」 

「え？ マサムネさんも来てるの？」 

ポクらはさっそく、お城の中に駆け込んだ。 

「な、なんということぴよ . 」 

中の惨状に、思わずアーサーがつぶやく。 

そこはまさに地獄だ。大理石や豪華そうな石で造られた天井や壁や柱はコナゴナになってて、 
高そうなビロードの絨毯やそのほかの調度品も、もはや原形をとどめてない。 

そして、そんなガレキの山のあちこちに、騎士さんたちが倒れてる。 サタン や マサムネ さん 
にやられちゃったんだ。パッと見たところでは、みんな死んではいないみたいだヶド……。 
「ああっ、 もうこの 城はおしまいだ びよ…… 」 

「アーサー!いまは落ち込んでるバアィじゃないでしょ！大司教をなんとかしなきゃ！」 
「そ、そうだぴよ」 
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その場にへたり込みそうになるアーサーをうながしてポクらはさらに奥へと進んだ 
やがて、すっかり青天井になった謁見の間に到着。 

そこでは、サタンとマサムネさんが、玉座のある舞台に立っている大司教と睨みあっていた。 
大司教の後ろには玉座があって、そこにヵッコイイ男のヒトが座ってる。あれが、アーサーの 
身代わりの人形だ。 

そして、サタンたちの足元では、 デー モンサ ーバントと インキュバス、サキュバス、バン パ 
イアがばたんきゅ〜してる。大司教の < sx ~ p でサタンたちにかかっていったんだけど、あっさり 
倒されちゃったみたいだ。 

「サタン！ マサムネ さん！」 

ふたりの名前を呼びながら、ボタは駆け寄った。 

『おう、アルルか！』 

「アルルどの、無事だったでござるか」 

『サタン、これはどういうことだ？』 

ルシファー先生がいった。 

『私は、大司教のみを押さえろと伝言したはずだぞ』 

『うるさい！オレに指図をするな！それに、眚；様こそなんだ！敗北宣言をしたくせに、 
なぜアルルと一緒にい る！』 
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『敗北宣言？』 

『アルルをオレに任すといったろう が！』 

『あれは、私にアルルくんを救出す るヒ マがなかったから、お前に伝言したまで。そのあと、 
その余裕ができたので、今度はおまえに大司教のほうを頼んだのだ』 

『きっさまぁ^、オレをハメやがったな！』 

『そう思うのはお前の勝手だが、それは被害妄想というやつだぞ。それに、私より先にアルル 
くんを救出できなかったお前が悪い』 

『こぉのぉ'-^''っ！いわせておけば . .』 

「ちょっとちょっと、 ふたりとも！ 兄弟ゲンカなんかしてるバア ィじ ゃないで しょ！」 
ボタはサタンとルシファーのあいだに割ってはいった。 

「大司教をなんとかするのが先！」 

『そ、そうだったな……』 

ようやく、 ボク 、力^ —バンクル、ア^ —サ ー 、ルシファ^ —先生、サタン、マサムネさん、そし 
て怪獣のシュテルン博士が一斉に大司教に注目した。 

そこへいきなり、アーサーがべたべたと前に出た。そして、サィズのあわない光の剣をよっ 
こらしょと抜き、両手で持って先っちょを大司教に向ける。 

「大司教！お前の陰謀はもう暴いたびよ！観念するび よ！」 
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おおつ！ なんだか勇ましいぞ。飛べない鳥の格好じやなきや、もっとりりしいんだケドね 


「冗談じゃない！誰が観念するものか！」 

ちょっと ダダッ子みたいなヵンジで、大司教が吼えた。 

『大司教……』 

その大司教に向かって、ルシファーは穏やかにいった。 

『いや、デビル くん ……。キミのやっていることは、この世の空間すベての崩壊を早めている 
のだぞ』 

「デビル、 くん . ？」 

ポクとアーサーは、意外な名前をいった先生と、その相手の大司教を交互にみつめた。サタ 
ンやシュテルン博士、マサムネさんは、もぅ知ってるって顔をしてる。 

デビル、っていえば、サタンみたいな貴族じゃないヶド、魔界でヮリと位の高い悪魔だ。大 
司教が、そのデビルってヮヶ……？ 

「ちっ、なんだバレてるのか……」 

舌打ちしながら、大司教はローブを取った。そこから出てきた顔は、ちょっとゥヱ I ブのか 
かった キラキラする 長髪に、 サタン ほどじゃない ヶド 太くてリッパな二本の ツノ 、そしてなに 

じやあく 

よりも異様なのは、赤く光る両眼の真ん中の、もぅひとつの眼。確かに、悪魔らしい邪悪さを 
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持った三つ眼だ。 

「確かに、ォレはデビルさ。サタン、ルシファー、シュテルン、あんたらなんかよりちっぽけ 
な魔界の住人だ。だけどォレはある日、"力"を手に入れたのだ！あんたらなんかに負けな 
い、この世を支配するにふさわしい力を な！」 

きや-つまつまつ i つ tt つ i . . 

と、デビルは子供みたいなヵン高い声で笑った。 

『その力が、この世の空間すべてを歪ませているのがわからないのか？最後には空間が消滅 
してしまうのだぞ』 

「ふん！この期におよんで見え透いた ゥソ をつくな！」 

『ゥソではない。だいたい、なんの代償もなく、そんな力が手に入るわけないだろう。だから 
その力は、厄災や破滅といった、"悪い"性質のものなのだ』 

「哲学的な話だが、"良い"ことというものは、来そうでなかなか来ないものだ。逆に"悪い" 
ことは、ふってわいたようにやってくるのだ」 

はるか頭のうえで、怪獣のシュテルン博士が解説する。 

「博士ぇ！人間の姿に もどったら ぁ？」 

ポクはうえを向いていった。 
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「ハナシに くくて しょぅがない よ！」 

「しかし、この姿になると、しばらく人間にはなれんのだ。大量のエネルギーを使ぅんでな」 

「え-* X . L ! うるさいうるさいうるさ あ - いつ！ I 

いきなり、デビルが声を張り上げた。 

「お前たちの戯言なんか信じるもんか！オレの力を見せてやる！」 

そぅいって、呪文を唱えるみたいに指で印を結ぶ。 

「くらえ！ 〃輪廻崩壊蘇生地！ !」 

掛け声と同時に、デビルはボタらのほぅに右のてのひらを向けた。そして、その辺りに空間 
の裂け目があらわれ、無数のぶよぶよの嵐が吹き出す！ 

ひゅ ごぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！ 

「わあああああああつ！| 

ぶよ嵐のあまりの勢いに、ポクらはおもわずひるんだ。おっきな石や、魔法のエネルギー球 
を思いきりぶつけられたみたいで、すん ごくィタィ！ 

しやつこうかいざんはらいせいじごく 

「そして！ 〃赤 光 潰 斬 波 雷精地獄"！」 

ひとしきりぷよ嵐が吹き荒れたところへ、間髪を容れずにまたぶよ 嵐！ 
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ゴオオオオオオオオオォオオツ！ 

「きやああああああああああつ！」 

って、ちよっと待って。 

「名前が違うだけで、おんなじ攻撃じゃない！」 

嵐がやんだところで、ボタはいった。 

「甘いな。ぶよの数が違うのだ」 

「いくつ？」 

「一個」 

「こぉ〜 んないっぱいあるのに、そんだけじゃわかるわけないで しょ！」 

いまや、床-っていうかガレキ地帯に、いっぱいのぷよぷよたちがいる。 

あり . ？よく見ると、このぶよぷよたちの色はいつもと違う。青とか赤とかじゃなくっ 

て、みんな透明感のある黒だ。 

ってことはつまり、アレが使えるってコト。 

「ルシファー先生！オヮニモ使っていい？」 

とっさに、ボタは聞いた。 

ォヮニモは、ぶよぶよを時空の狭間に送り込む呪文。空間の歪みはォヮニモの使いすぎも原 
因だから、事件が終わったら封印するって先生がいってた。 
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『この黒ぶょは、時空の狭間に送り込まれて色を失った、憐れなぷょぷょだ。即座に送り返し 
てやるのが情けといぅものだろぅ』 

使っていい、って コト だ。 

|よお^^-^し . ！」 

ボタは右腕をぶんぶん回して気合いをためた。そのとき……！ 

「ハ ァッ！」 

掛け声とともに、モノスゴイ殺気がボクの背中に走った . . 


四女神様ま r 出てきた^/ 

. ルル— IJ 闇の剣に とりつかれてるし 


「あぶない つ！」 
ドン！ 
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「わぁっ！」 

悲鳴に近い声に背中を押されて、ボタは前につんのめった。転ばないようにこらえながら見 
たものは、刃の黒い剣を持ったルルーに切りつけられる、マサムネさんの姿！ 

ビシユッ f • 

「ぬぅっ…… ！」 

左肩あたりから血がほとばしる！マサムネさんは苦痛のうめきをあげ、思わず刀を落とし 
てしまった。 

「マサ ムネさん！」 

「大丈夫、かすりキズでござる」 

「ちょっ と ルル—. マサムネさんになんてことすん のよ！」 

ポクは怒りをルルーにぶつけた。 

「殺す . ！」 

「へ？」 

「サタン様を取った憎い娘、アルルを殺す……！サタン様も、ルシファー先生も、シュテル 
ン博士も、みんなみんな殺す . ！」 

ルルーの眼は、6兀全にィッちゃっていた。もうパーフヱタトにプッッンしてる。いったい、 
ルルーになにが起きたの……？ 
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一き ゃはははははは！どうやら その 娘は、闇の剣の黒い波動に飲み込まれたようだな。これ 
はお もしろ いことになって きたぞ」 

ボクらを見下ろすデビルが、また高笑いした。 

「娘！そいつらを血祭りにあげろ！」 

「がああああああつ！」 

ルルーは、まるで猛獣みたいな叫びをあげて、闇の剣を大きく振りかぶった。 

「そうはさせない びよ！」 

いうが早いか、光の剣をなんとか構えてァーサ I がぺたぺたとルルーにいどみかかる。 
だけど、 

「邪魔よっ！」 

どかっ！ 

ァーサーはルルーに思いきり蹴飛ばされた。 

「うあつ！」 

「ア ーサ- 」 

ポ ォンと マリみたいにアーサーの身体は飛び跳ね、その手から落ちた光の剣が ヵラヵラとボ 
クの A 刖に転がってくる。 

ほんの一瞬のあいだ、ボタは、ほのかに光を放つその剣を見下ろした。闇の剣に対応する光 
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の剣なら、ルルーの眼を覚まさせることができるかも . . 

「殺す . ！」 き 

ルルーがまた、ポクに襲いかかつてくる！ボタはとつさに光の剣を拾い、その一撃を受け 
止めた。 

ヵシインッ！ 

白い刃と黒い刃が乾いた音を立ててぶつかつた瞬間……！ 

グオオオオオオオオオオオツ！ 

ものスゴイカの波動が、ボタとルルーを包みこむ。その波動はやがてまばゆい光になつて、 
ボタとルルーを跳ね飛ばした！ 

'ドォン！ 

「ぅわつ！」 

「きゃぁつ！」 

跳ね 飛ばされた勢いから身体を立て直すあいだに光は薄れ、そこからひとりの女のヒトが現 
れた。 

タリーム色の薄くゆるやかなシルクのドレスを着て、手には先端に三日月をあしらつた長い 
«:!、足元まで届きそぅな長いルビー色の髪の下には、ルルーもかなわないほど神々しいキレイ 
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な顔がある。 

肖像画を見たことあるぞ。時の女神様だ！ 

「大変な事態になってしまいましたね……」 

鈴のような、心にひびく声で女神様はいった。 

「さすがのわたくしも、 こうなる とは予測できませんでしたわ . 」 

『面目ない』 

「ルシファー様が謝ることはありませんわ……。これは、様々な要因が複雑にからみあって、 

起きた事件なのですから . 」 

そして女神様は、玉座のほうを見上げた。 

r デビルさん、どのようにして得られたかはわかりませんが、いまの力はあなたには過ぎたも 
のです……。残念ですが、わたくしが消去させていただきます……」 

「冗談じゃない！オレはこの力で世界を支配するんだ！」 

デビルの言葉は、もはや完全にダダッ子だ。 

「なりません . ！」 

女神様が一喝した。 

「世を消滅させるような行動は、わたくしが許しませんよ……！」 

~1うう-〇 . _ 
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女神様の静かな迫力に、まるでお母さんに怒られたみたいにデビルは縮こまる。 

r オレだって、力が欲しいんだ……。そして サタン やシュテルンみたい に、 魔界で認められる 
ような大物になりたかったんだ…… ！」 

「だったら、 そうなるように 努力し なきゃ！」 

ポクはいった。 

「サタンだってシュテルン博士だって、ルシ ファ ー 先生だって、最初からそんなに力があった 
ヮヶじ ゃないと思うよ。ずっと努力してきただろうし、いまでも力を維持するために努力して 
るんだよ。それは人間でも同じで、ボタはいま一流の 魔 導師になるために 一生懸命 だし、ここ 
にいるルルーやマサムネさんだって、血のにじむ思いをして、誰にも負けない格闘技や剣術を 
手に入れたんだから！なあんにも努力しないで手に入れた力なんて、ホントの力じゃない 
よ！」 

「そうか . 。そうか もしれ ないな . 」 

デビルはうつむいてそういい、やがて、顔を上げた。 

「わかったよ。魔界に戻ってィチから出直すよ。もう、時空の狭間からぶよぶよを引き戻す力 
もいらない」 

「聞き分けがよくて、大変結構ですね……」 

女神様は、ニッコリと慈愛にみちみちた微笑みをデビルに向けた。 
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これで一件落着。よかったよかった。 

「あとは、黒ぶよたちをもとの時空に戻さなければ……」 

という女神様のつぶやきとともに、ボタらはまわりを見渡した。 

「あり . ？」 

おかしい な？ あんだけいた黒ぶよぶよが、一匹もいなくなってる。もしかして、逃げちゃ 
ったのかな……？ 

さらにつぶさに観察すると、床のうえでお腹をパンパンにして眠ってる力 I バンクルを発見。 

「あ-> ! まさ 力！」 

ルルーだとか女神様だとかの騒ぎの最中に、ヵーくんはひたすら珍しい黒ぷよぷよを食べち 
ゃっていたのだ！どぉりで静かだと思ったら……。 

「力 I くん！ 起きなさ——い！起きて、 ぺッ しなさい！ ぺ —— ッ！」 

ゆすっても叩いても、ヵーバンクルは起きない。 

う、^/^う ..1 

満腹で、これ以上ないってくらい気持ちよさそうに眠ってる。 

『まあ、いいではないか、アルル。黒ぶ よと やらはいなくなったのだし』 

「女神の手間もはぶけたしな」 








お気楽なサタンとシュテルン博士が口をそろえていった。 

まぁ確かに、とにかくこれで、ぶよぶよ大司教の陰謀はついえて、世界が消滅するかもし 
ない危機はさったヮヶだ。 

ひ*^っしぬ 

ヵーくんの おかげで、ちょっと拍子抜けしちゃった ヶ ドね…… 。 


れ 
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エピロ—グ 

別れ IJ ちよつとツラィけど… 

. きつとまた、会えるよね/ 

「じゃあオレ、魔界に帰るよ。……アルル•ナジャ、次に会ったときは、トモダチになれると 
いいな」 

「そうだね。 . ってちょっと待って！ まだ 帰っちゃ ダメ！ 」 

魔界に帰るための呪文を唱えようとするデビルを、ポクは慌てて引き止めた。 

「なんだ？」 

「アーサーの呪いを解いてよ」 

「そうしてやりたいのはヤマヤマだが……」 

ポリポリ、 とデビルは申し訳なさそうに後ろ アタ マをかく。 
r オレにはムリだ」 

「え-っ！ど ぉしてぇ！ キミがかけた呪いで しょぉ？」 

「悪ぃ、〃絶対に解けない"呪いをかけちまったんだ」 
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「じゃ、じゃぁ、アーサーは一生あのまま . ？」 

そ、それはちょっとカヮイソすぎるぞ。もとがあんなにカッコイイのに。 

. ちょっと待てよ。 

ボタはアーサーとの会話を思い起こした。よくよく考えると、アーサ I は呪いをかけられた 
とはいってたヶド、いま玉座にいるあのカッコイイ人^——ボタが街の掲示板で見た肖像画が 
もとの姿だとはひと言もいってない。実はアーサーの本当の姿って、木彫りの操り人形にョロ 
イを着せたよぅなモンスター、パペットナイトかなんかだったりして……。それはちょっと、 
いや〜んなカンジ。 

はは、まさかね . 。 

「大丈夫、安心しろ」 

ボタの心配をよそに、デビルがいった。 

「絶対に誰にも解けないかわり、時間さえたてば、自動的にもとに戻る」 

「どれくらい？」 

「さぁ……。明日か、来年か、十年後か……」 

「それじゃぁ、なんの解決にもならない よ！」 

『いや、方法はあるぞ、アルルくん』 

いきなり、ル シフ ァー先生が口をはさんだ。 
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「方法、って……?」 

『なに、簡単なコトだ。自分で考えてごらん』 

時間さえたてば、もとに戻る、か……。時間、ジヵン……。 

-わかった！魔法で時間を進めればいいんだ。アーサ I そのものの時間を進めち 

ゃうと、おじいさんになっちゃうかもしれないから、ア ーサー にかけられた呪文だけにすれば 
いいんじゃないんですか？」 

『その通り。ょくできたな、アルルくん。パーフ H タトな答えだ』 

「えへへぇ〜」 

うれしいな。先生にほめられちった。 
r ……でも、そんな呪文、ボタ知らないんですヶド」 

「術の有無はともかく、その発想が大事なのですょ……」 

今度は女神様がいった。 

「時間を進めるのは、わたくしがやります……。アーサー様の身体をここに……」 

ボタは、さっきの戦いでルルーに蹴られて飛んでった方向を探した。お城はすっかりガレキ 
の山で、まるで溶岩地帯にいるみたいに歩きにくい。屋根なんかはもうなくなってて、ピーヵ 
ンの青空が広がってる。 
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お城がこんなになっちゃって、 うまく もとに戻れたとしても、アーサーはやっばりヵヮイソ 
ゥだね。 

やがてポクは、ガレキに埋もれて眼を回してるアーサーを発見。もちろん、飛べない鳥のま 
まだ。ポクはアーサーを抱き上げて女神様のところに持っていき、 * ——っていうかガレキ— 
—のうえに置いた。早速、女神様が呪文を唱え、杖をひと振りする。 

その途端、 

ンユオオオオオオオオツ！ 

アーサーの身体が、真っ白な光に包まれた。しばらくして光は弱まり始め、その中から姿を 
現したのは……！ 

「ふぅ、 ようやくもとに 戻れた . 」 

インキュバスと、ルシファー先生やサタンの中間のような男前——ビミョーな違いだけどね 
——で、だけどインキュバスみたいにイヤミなヵンジは なくって、 若いけれど城主様らしい威 
« 1 1に満ちている。光の剣と、白——っていうよりはプラチナに近い馬がよく似合いそうな王子 
様だ。もちろん、デビルが作った替え玉の人形にソックリ。 

「よかったね、アーサー」 

パペットナイト かなんかじゃなくてよかった、なぁんて思いながら、ボタはいった。 

「ありがとう、アルル。なにもかもキミのおかげだびよ」 





ぴょ . . 

「あああっ、しまった！飛べない鳥のしゃべり方がクセになってしまった…… びょ」 
「ホントは、ァーサーはやっぱり、飛べない鳥なん じ ゃない の？」 

ボタがいぅと、みんな笑った。もちろんポクも。 

まあなんにしても、よかったよかった . 。 


アーサーがもとの姿に戻ったあと、デビルは魔界に、時の女神様は時空の狭間に帰った。そ 
の頃にはもうルルーも正気に戻ってて、彼女のお願いで、ルシファー先生が呪文でミノタゥロ 
スをここまでヮープさせた。シュテルン博士も、いつのまにか人間の姿になってる。 

とにもかくにも、もうすっかりもと通りってヵンジだ。お城だけをのぞいて . 。 

そういう現実があるせいか、アーサーの表情はそんなに明るくない。お城の復興で、ボタが 
手伝えることがあつたら、なんとかしてあげよう。 

だけど、かくいうボタも、あんまり喜ぶ気持ちになれない。それはこれから、ちょっち寂し 
い別れがやってくるから . 。 
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「さて、我々もそろそろ帰ろうか。魔界にな」 

シュテルン博士がいった。いよいよ来た！ってヵンジだ。 

「なに、頻繁にここにこなけりゃいいだけのハナシだろう？それに、魔界からでもアルル 
んやルルーくんのことを見守ることはできるはずだぞ」 

『そうだな……』 

ルシフアー先生がつぶやいた。サタンのほうは、ちょっとムスっとしててしゃベらない。 
「マサムネさんはどうするの？」 

ボタはあえて、マサムネさんのほうに問いかけた。だって、ルシファー先生とかになんて 
っていいか、わかんないんだもの。 

「拙者は、この地にいるはずの息子を探すでござる」 

「ええっ！マサムネさん、子供がいたの？」 

そりゃぁ確かに、いてもおかしくない年齢だけど……。 

「うむ。隠しておくつもりはなかったが、忍びを志す、ムラサメなる息子がひとりいるでご 
る」 

「ムラサメ くんって、あのニンジャの . ？」 

ルルーがいった。 

「知っているのでござるか？」 


ざ 
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「うん。魔導学校で一緒のクラスだったよ」 

今度はボタがいう。 

「そうでござったか . 」 

「でも信じらんない。マサ ムネ さんと ムラサメ くんて、ゼンゼン似てないんだもん」 

「あれは、母親似なのでござる」 

ちょっと悲しそうにうつむいて、マサムネさんはいった。 

「拙者の妻は、ムラ サメを 生んですぐに死んでしまった……。拙者は、 ムラ サメを 忍びの里に 
出し、自分は剣術に明け暮れることで、その悲しみを まぎらそうと していたので ござる」 
「もしかして、その奥さんって、ポクに似て ると か . ？」 

「その通りでござる。アルルどのを初めて見たとき、拙者は我が妻が再びこの世に舞い戻って 
きたのかと思ったでござる」 

「そうなんだ…：•」 

ルシファー先生もそうだけど、みんな、悲しくてロマンチックな過去を持ってるんだなぁ。 
ポクも、そういう恋愛を経験するのかなぁ……？ 

でも、それと同時に、なぁんだまたかってヵンジは捨てきれない。やっぱりマサムネさんも、 
ポクを誰かの身代わりにしようとしてたのであって、ポク自身のことが好きなヮヶじゃぁない 
んだ。 
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悲しいなぁ……。 

これか b ' 先、こんな気持ちをずっと味わわなきゃならないんだったら、ボタは恋愛なんてし 
たくないむ。そのままおばあちゃんになってもいいから、ひたすら魔導師の修行を しちゃうよ0 
-1そういえば、大事な コトを 忘れてましたわ」 

突然、ルルーが口を開いた。 

「サタン様、例のお約束を……」 

『ああ、アレか……』 

『約束？』 

ルシファー先生が聞き返す。 

「サタン様がどうしてアルルに執着するのかを、事件が終わったら教えていただくことになっ 
てるんですわ」 

『そうか、だったら私から教えよう』 

先生は、火山の小屋でポクに話したことをルルーに説明した。 

「そうだったんですの……。でしたら、アルルを超える ような 魔力をあたくしが身につければ、 
サタン様のお妃になる資格が出るかもしれないヮヶですわね」 

『その可能性は、あるかもしれんな』 

『いや、オレはアルルのほうがいい。もちろん、ルルーのことがキラィ、というヮヶではない 
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がな』 

いつになくマジメな顔で、サタンがいった。 
r とうして です の？」 

『魔界でも現界でも、ォレにいい寄ってこなかった女はアルルただひとりなのだ。始めはそれ 
が気に入らなくて、次にアルルの秘められた魔力を知って、ムリャリ妃にしようとしていたの 
だが……。その一連の行動で、ォレは、人を想うということがどんなものなのかを知ったよう 
な気がするのだ』 

「拙者とて、心持ちは同様でござる。アルルどのでなければ、たとえどんなに妻の面影を残し 
ている女子が現れても、こうまで心を動かされることはなかったでござる。それがなぜなのか、 
はかりかねていたところがござったが、先程のデビルに対する言葉、あれで理由を垣間みたよ 
うな気がするでござる。目標に向かってひたむきに努力する心と、それを他人に伝えるヵリス 

マを……」 

『確かに、アルルくんの魅力が、潜在能力の大きさにつながっているのかもしれんな。私もア 
ルルくん以外に後継とする気は起きなかったからな』 

『その魅力から、ヵーバンクルも離れないでいるのだろう。……しかしルルー、フォローする 
わけではないが、お前がそれで悲観することはないぞ。なにしろオレたちは気まぐれだからな。 
アルルとお前の立場が、いきなり逆転するかもしれん』 
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ルルーは無言で、サタン、ルシファ ー 先生、マサムネさんの言葉に聞き入っている。 

ボタはボタで、みんなボタ自身の ことを 想ってくれてないとかって考えてたのが恥ずかしく 
なってきた。やっぱり、"その人"じやない とダメ なんだ。 ポク だって、いろいろ魔導師がい 
るなかで、ルシファー先生以外のところに弟子入りする気はなかったもんね。 

々その人"じやない とダメ 1。 

そうやって想う気持ちが、人を愛する気持ちにつながるのか もしれ ない……。 

いまのボタのその気持ちは、ルシファー先生のほうに傾いてるヶド、もしかするとこれから 
人生経験を積んでいけば、別のいい人が現れるかもしれない。 

さっき、恋なんてしない！とかって思ったけど、やっぱりヤメ。たくさん恋をして、同じ 
ょうにフラれて、それで、"その人"を見つければいいのだ。もちろん、魔導師の修行をしな 
がらね。ちょっと タィ ヘンだなぁ……。 

「話は終わったかね？」 

あくまでも第三者の顔で、シュテルン博士がいった。 

「そういえば、シュテルンどの……でしたっけ？あなたに想い人はいないのですか？」 

ここで初めて、ァーサーが口を開く。 

「ァーサーどのはどうなのだ？」 
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「わたしは、よければアルルを妃にと思っていたのですが、城のありさまをみる限り、どうや 
ら そういう ヮヶ にはいかなくなったようです。城の復興が済むまで、アルルとは友達関係でい 
て、後に考えることにしますよ」 

「そうか ……。ま、 私は人間の格好をしてはいるが、動物や精霊たちの長だ。人間の恋愛感情 
に興味はあまりないのだよ」 

『なにしろ、ヶモノの王だからな』 

「またそれをいう . 」 

サタンの突っ込みに、シュテルン博士は口をとがらせた。 

その仕草がとってもおかしくて、ポクらは一斉に心から笑った。 

ゼンゼン別れの雰囲気じゃないね。まぁ、これから絶対に一生会えないってヮヶじゃないし。 
そう思えば、あんまり悲しくない。場合によっては、魔界に行けるような術をポクが身につけ 
ればいいのだ。 

そうなる 日を夢見て、また新たな修行の旅がこれから始まる：— 

がんばるぞぃ！ 

ひとまずは、めでたしめでたし。 
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多とぐあ^^き 


魔導物語はとぉっても楽し、 

みんなでぺらぺらしゃべりますう〜。 

* 〜らえつさつ さ〜 い ★ 

とまぁ、のっけからうかれボンチの山本でございます。そしてついに魔導物語3巻のお目見 
え！ 

いやぁ〜、今回はちょっと早かった でしょ？ 2巻から半年くらいしかたってないし。一生 
懸ム叩がむばったですよ、ポクは。ホメてホメて。 

でぇ〜もやっぱり、締め切りはあいかわらず ブッ ちぎり状態なんだよなぁ〜……。 

はぁぁっ！担当のディアブロン1号さん、イラストの士它さん、そのほかの皆々さま、ごめ 
んなさひ。 . 

というわけで、今回にてアルルとルシファー先生たちのお話は、ひとまず終了です。といっ 
ても、魔導物語を書くのをやめるというヮヶではありませんので、安心してください。なにし 
ろ、コンパイルの MOO 仁井谷社長から「百卷出してもいい！」という御墨つきをいただいて 
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ますので、死ぬまでボタは魔導を書き続けるですよ。だから応援してくださいね ★ 

まぁ、一応は3卷にて《サタン&ルシファ—先生》編は終了、 というコトで .…： 。また4、 
5、6卷その先その先で、また彼らが顔を出す でしょう ヶドね。 

そういえば、2巻でのあのサタンとル シフ ァー先生の"アレ"。やっぱりかなり反響高かっ 
たっスね。そういうアブナィ(別にそうでなくてもいいヶド)ネタがあったら、ボタに教えて 
くれると嬉しいな。この先に書くときに、参考にしたいと思います。 

え？"アレ"を知らない？ 

それはいけません。今すぐ本屋さんに行って、「魔導物語2巻、ぶよぶよ大明神の復活っ！ 
をください！」とおっきな声で叫ぶのです。大丈夫、お金を払ったら誰でももらえます。つい 
でに1巻の『ぶよぶよ大魔王の降臨っ！』も買うとグッドですよ。 

もしいまこれを立ち読みしているなら、1〜3巻まで まとめて 買えるので、超 おとく！ 

でないと即座に"ぶよ攻めの刑，に処す！ 

ところで、おかげ様で多数のおたよりをいただいているんですが、その中に「小説に出てく 
るキャラクタ I はオリジナルなんですか？」という質問を結構いただきました。この場を借り 
て、それにお答えいたしませう。 

まぁ、話せば簡単なんですよ。ルシファー先生とシュテルン博士、マサムネさん、ア I サー 
様だけがポクのオリジナルです。ぶよぶよ大魔王や大明神なんかは、名前と設定を変えたって 
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程度です。あとは必ず、『魔導物語 1—2—3』 『魔導物語 ARS 』 『ぶよぶよ』『ぶよぶよ通』 

に出てきます。パソコンやス^― パ' ―ファミコン、メガドラィブ、ゲームギアとか、いろんなハ 
1ドゥ ヱアで出てますので、一度プレィしてみてください。 

ちなみに今回登場したぷよぷよ大司教ことデビルくんは、スーパーファミコンで発売される 
(この本が出るころには、もぅされてるのかな？)『魔導物語〜はなまる大幼稚園児〜』に登場 
します。姿形はちょっと変えてありますけどね。 

いやあ〜、しかしまあ、魔導の勢いは留まる ところを 知りませんな。セガサターンでも『ぷ 
よぶよ通』 が 出ましたし。 ポク もその勢いに負けず、そして トラの 威を借るキッネの ごとく 
(笑)、バンバン魔導(だけでなく)小説をかきまくりますんで、よろしくお願いしますね ★ 

あ、いただいたお手紙は、ちゃぁんと穴があくほど読んでます。必ずお返事を書きますんで、 
気長にお待ちください。ずびばぜん。 

新たな決意と感謝の気持ちを込めて、最後に一言……。 

ふははははははははは . .また会おぅ . (デーモン小暮調で)。 

一九九五年十月吉日 FEAR 事務所にて 
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